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笑顔で卒園式！　小学校へ入学しても仲良くね



なかとんべつ町議会だより１５９号 ２

　第１回定例会は、３月３日から１１日まで９日間の会期で開かれ

ました。

　恒例のサンデー議会となった９日は、町長、教育長の執行方針表

明に続き、一般質問が行われました。

　一般質問では、町村合併への対応や「まちづくり推進課」の役割、

こども館の運営などに対し、５名の議員が町側の姿勢を質（ただ）

しました。

　町側から提案された議案のうち、「まちづくり推進課」を新設す

る条例や「そうや自然学校」（旧敏音知小学校）の設置条例、後期

高齢者医療に関する条例など、６条例案は、新しい制度や政策に関

わる内容を含むため、いきいきふるさと常任委員会に付託して慎重

に審査が行われました。

　また、総額４２億円６千万円に達する平成２０年度各会計予算は、

全議員で構成する「予算審査特別委員会」に付託され、２日間にわ

たり集中審査が行われました。

　町側から提案された３２件の議案は、すべて原案どおり可決され

ましたが、中農高の閉校による人口減少や少子高齢化により、今後

の行財政運営は一層厳しさを増していくことになります。

　超緊縮型とは言え、収支バランスのとれた新年度予算を立てられ

たのは、住民負担の増と地方交付税の削減が一時的に鈍化したため

です。町民が真に必要とする行政サービスを選択し、いかに集中的、

効率的な行政運営を行うかがこれからの大きな課題です。

　請願では、公立（自治体）病院の存続のため、国が責任を持って

医師・看護師などを確保し、病院の安易な廃止や経営形態の変更を

行なわないよう求める「地域医療の確保に関する請願」を全会一致

で採択。同内容の意見書も最終日に発議され可決されました｡

新年度予算９会計総額４２億６千万円に
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第１回
定例会

なかとんべつ町議会だより１５９号27

教
委
の
役
場
移
転
で
教
育
長
の
役
割
は
？

　
「
当
分
の
間
、単
独
」を
見
直
し
、町
村
合
併
の
研
究
を
！

　
　

そ
う
や
自
然
学
校
の
採
算
性
な
ど
５
議
員
が
一般
質
問

一般会計予算２９億６千万円、前年度比△4.5％の超緊縮型
削減幅大きい人件費、建設費、交付税は前年度並みを計上！

議員の活動実績と一般質問回数 
（平成１９年５月～平成２０年３月） 

各種委員会会議名 

議員名 
出席義
務日数

出席
日数

一般
質問
回数

西 原 央 騎

本多夕紀江

東海林繁幸

村 山 義 明

星川三喜男

柳 澤 雅 宏

藤 田 首 健

石 神 忠 信

定例会・臨時会
出席義
務日数

出席
日数

１２

１２

１２

１２

１２

１２

１２

１２

１１

１２

１２

１１

１２

１２

１２

１２

３５

３５

３５

３７

３７

３７

３７

３７

３２

３５

３２

３６

３７

３７

３６

３５

３

４

４

１

３

４

１

－

（注１）議員名は上から議席番号順（７番目が副議長、末尾が議長）
（注２）各種委員会とは、常任委員会、議会運営委員会、議会広報
　　　　編集特別委員会、決算審査特別委員会、予算審査特別委員
　　　　会を指します。
（注３）一般質問は、定例会（年４回）で行われます。

公開します！
　議員の成績表

　当選から１１ヶ月間の議員の
活動実績と一般質問回数を公開
します。

広がるか？矢祭町方式！

　全国に先駆けて「合併しない宣言」を行
なった福島県矢祭町では、町議会議員の報
酬を月給制から日当制に変えました。
　それまでの矢祭町の議員報酬は、議員一
人当り月額２０万８千円。４月１日からは、
議会出席のほか、「議員活動」と認められ
ると日当３万円が支払われます。
　積算の根拠は、課長職の平均日給約４万
４千円に対し、議会が半日ほどで終わるこ
とを考慮し、その７割としたそうです。
　これにより、年間約３千４百万円かかっ
た議員報酬は、約９百万円に削減されます
が、導入に当り賛否は分かれました。
　日当制について、住民の目に見える活動
だけを報酬の対象にすればガラス張りにな
る。報酬が下がれば候補者は金のかからな
い選挙をめざす。議員活動のボランティア
化で志のある人だけが議員になると評価す
る声がある一方、収入に関係なく立候補で
きるのが民主主義の原点。報酬が下がれば、
立候補できない人が出てくる。町側に質問
するために様々な調査活動が必要であり、
片手間の議員活動では、行政へのチェック
活動がおろそかになり、提案力も停滞し、
議会の形骸化を招くとの意見も。
　矢祭町は、人口６８００人に対し、議員
定数１０人。日当制への移行で前回選挙時
に比べ立候補者数が減り、定員割れを起こ
しかけたのも事実。
　年間９０万円の議員報酬で、職業政治家
としての議員の代わりに、若い世代や女性、
サラリーマンが出やすくなるのか、まだ議
論の余地はありそうです。
　本町議会の一般議員の報酬は、月額１７
万９千円。期末手当を全廃し、年収で比べ
ると、管内町村議会議員の中では、最も低
い額ですが、矢祭町の先例は、今後の議会・
議員のあり方をめぐる論議に一石を投じる
ことになりそうです。

　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、
定例会の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進
みご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。

ホームページで議事録などを公開しています

議員報酬日当制を考える



第１回定例会で
　　　決まりました

なかとんべつ町議会だより１５９号 26なかとんべつ町議会だより１５９号３

第１回定例会で
　　　決まりました

○ 同意第１号　固定資産評価審査委員会委員（小野洋一さん・字弥生）の選任同意
○ 議案第１号　中頓別町課設置条例（一部改正・付託）
○ 議案第２号　中頓別町いきいきふるさと推進条例（一部改正）
○ 議案第３号　職員の旅費に関する条例（一部改正）
○ 議案第４号　そうや自然学校の設置及び管理等に関する条例（制定・付託）
○ 議案第５号　中頓別町特別会計条例（一部改正・付託）
○ 議案第６号　中頓別町営寿スキー場設置条例（一部改正）
○ 議案第７号　中頓別町乳幼児医療費助成に関する条例（一部改正）
○ 議案第８号　重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例（一部改正）
○ 議案第９号　中頓別町後期高齢者医療に関する条例（制定・付託）
○ 議案第 10 号　中頓別町介護保険条例（附則の一部改正）
○ 議案第 11 号　中頓別町中小企業振興資金融資条例（一部改正）
○ 議案第 31 号　中頓別町国民健康保険税条例（一部改正・付託）
○ 議案第 32 号　重要な公の施設並びに議会の議決に付すべき重要な公の施設の利用又は廃止に
　 　　　　　　関する条例（一部改正・付託）
○ 議案第 12 号　中頓別町道路線の認定
○ 議案第 13 号　中頓別町道路線の変更
○ 議案第 14 号　平成１９年度中頓別町一般会計補正予算
○ 議案第 15 号　平成１９年度中頓別町自動車学校事業特別会計補正予算
○ 議案第 16 号　平成１９年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算
○ 議案第 17 号　平成１９年度中頓別町老人保健事業特別会計補正予算
○ 議案第 18 号　平成１９年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算
○ 議案第 19 号　平成１９年度中頓別町水道事業特別会計補正予算
○ 議案第 20 号　平成１９年度中頓別町下水道事業特別会計補正予算
○ 議案第 21 号　平成１９年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算
○ 議案第 22 号　平成２０年度中頓別町一般会計予算（付託）
○ 議案第 23 号　平成２０年度中頓別町自動車学校事業特別会計予算（付託）
○ 議案第 24 号　平成２０年度中頓別町国民健康保険事業特別会計予算（付託）
○ 議案第 25 号　平成２０年度中頓別町老人保健事業特別会計予算（付託）
○ 議案第 26 号　平成２０年度中頓別町国民健康保険病院事業会計予算（付託）
○ 議案第 27 号　平成２０年度中頓別町水道事業特別会計予算（付託）
○ 議案第 28 号　平成２０年度中頓別町下水道事業特別会計予算（付託）
○ 議案第 29 号　平成２０年度中頓別町介護保険事業特別会計予算（付託）
○ 議案第 30 号　平成２０年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計予算（付託）
○ 請願第１号　地域医療の確保に関する請願
△ 請願第２号　「査定昇給制度」の導入にあたってその運用について慎重に検討することを求
　 　　　　　　める請願
○ 発議第１号　地域医療の確保に関する意見書

議  決  結  果  の  一  覧
※ ○ は可決（採択）、　△ は継続審査

※次回は、藤田議員、石神議員です！

～私の思い～
　このコーナーでは、それぞ
れの議員が町づくりや政治課
題などについて意見や思いを
綴ります。
　毎号２名の議員がこのコー
ナーに登場します。８議員の
提言･苦言･呟きにご期待を！

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

信頼からはじまる自給率向上
　冷凍餃子事件で中国産加工食品が消費者の信頼
を失っています。
　過去に幾度となく、輸入食品の安全性が取りざ
たされ、その都度食料自給率の向上が叫ばれてき
ましたが、一向に上昇する気配がありません。
　国内でもＯ－１５７による「かいわれ大根」や
ＢＳＥによる「牛肉」問題がありました。
　消費者は、国産食品に問題が出ると輸入食品に
傾き、逆の問題が起こると、「やはり国産。自給
率を上げるべき」と手のひらを返し、食の安全性
に関する主張は定まりません。
　Ｏ－１５７やＢＳＥ騒動が起きるたびに、その
あおりを受けて離農していく農業者が出るのは大
変残念なことです。
　しかし、離農した者がもう一度投資をして、農
業に復帰することは不可能に近いのが現実です。
　国内に荒れた段々畑や耕作放棄地が増え、後継
者・担い手不足になるのは、土地条件の悪さだけ
でなく、生産者と消費者の信頼関係の欠如や国内
農業の必要性に対する認識の希薄さが招いている
ことだと思います。
　欧米化した食事と外食化した生活様式の中で、
食料自給と安全な食品を口にするための対策をど
うすべきか、消費者と農業者、双方の視座から検
証が必要です。
　小麦や肉類中心の食生活を変えない限り、自給
率の向上は難しいかもしれませんが、せめて町内
で栽培できる野菜くらいは安全・安心をモットー
に自給自足をめざしたいものです。
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：柳澤雅宏）

生かしてほしい小さな学校の遺産
　私の母校・小頓別小中学校が一年後閉校を迎え
ます。開校以来９２年、小学校で１，５２９名、
中学校で８６０名の卒業生を送り出してきました。
　閉校と同時に平成４年以来、今年で１７年目と
なる山村留学制度も幕を閉じます。
　この間、留学生は９０名を数えました。
　受け入れた親子留学は１７世帯。わが子同然に
子どもたちの面倒を見てきた里親は１２世帯。地
域が一体となり、都会の子どもたちに「第二のふ
るさと」を提供してきました。
　成人した留学生の一人は、東京の片隅で造園の
仕事をしていると聞きました。ビルの屋上の緑化
工事をしていると、ふと緑したたる小頓別での生
活を思い出し、心が癒されるそうです。
　熱心な先生方と豊かな自然環境の中で、心根の
やさしい子どもたちに育ってくれたことが、私た
ち里親の誇りでもあります。
　皮肉にも、山村留学最後の今年、これまで最高
の５家族６名の親子留学と里親留学６名の応募が
ありました。都会には、山村を必要とする親子が
たくさんいる証しでしょう。辛いのは、小頓別か
ら子どもたちの元気な声が消えていくことです。
　どんな時代であっても、子どもたちは、世の中
の希望です。願わくは、山村留学が中頓別小学校、
中学校に受け継がれ、第二のふるさとづくり運動
として町民の心に根付いてほしいと思います。
　本町の児童・生徒数が１００名を切る日は、そ
う遠くないかも知れません。
　小頓別という一地域から、全町をあげて都会と
の交流をめざす時代が訪れた気がします。
　　　　　　　　　　　　　（綴人：星川三喜男）

小頓別小中学校卒業式　山村留学家族と里親で記念撮影
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町村合併研究の場設置を！
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整
等
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
た
り
、

地
方
交
付
税
の
総
額
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
、

ま
た
、
新
合
併
特
例
法
に
よ
り
北
海
道
が
ど
の
よ
う

な
勧
告
、
斡
旋
の
対
応
を
す
る
の
か
な
ど
を
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
と
の
判
断
に
よ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
北
海
道
が
市
町
村
合
併
推
進
構
想
を
発

表
し
中
頓
別
町
、
浜
頓
別
町
、
枝
幸
町
の
組
合
わ
せ

を
公
表
。
合
併
協
議
を
し
よ
う
と
の
申
入
れ
は
他
２

町
か
ら
出
て
い
ま
せ
ん
。
私
か
ら
も
申
出
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

本
町
か
ら
合
併
協
議
の
申
出
は
考
え
て
い
な
い
が
、

他
の
町
か
ら
声
が
か
か
れ
ば
、
議
会
と
も
相
談
し
判

断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
合
併
新
法
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

普
通
交
付
税
、
特
別
交
付
税
、
合
併
推
進
債
等
の
財

政
措
置
に
あ
り
ま
す
。
合
併
に
よ
る
当
町
の
位
置
付

け
が
分
か
ら
な
い
中
で
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
お
答
え
し

に
く
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
今
後
の
中
頓
別
町
の
自
治
を
考
え
る
会
」
と
い

っ
た
表
題
で
町
民
に
案
内
を
し
、
町
独
自
の
勉
強
会

は
立
ち
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

16
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11

　

町
村
合
併
協
議
の
場
に
つ
い
て

問　

平
成　

年
４
月
、
合
併
新
法
（
「
市
町
村
の
合
併

の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
）
が
施
行
さ
れ
、
そ
の

期
限
は
平
成　

年
３
月
で
す
。

　

旧
合
併
特
例
法
下
で
の
協
議
破
た
ん
後
、
町
長
は
、

「
当
分
の
間
、
単
独
で
行
く
」
こ
と
を
表
明
し
、
合

併
新
法
下
で
の
検
討
は
な
さ
れ
ず
に
い
ま
す
。

　

今
後
合
併
協
議
の
場
を
設
け
る
考
え
は
な
い
の

か
、
合
併
新
法
の
メ
リ
ッ
ト
（
利
点
）
・
デ
メ
リ
ッ

ト
（
欠
点
）
を
伺
い
ま
す
。

　

「
北
海
道
市
町
村
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

旭
川
」

と
い
う
知
事
が
出
席
し
た
集
ま
り
に
お
い
て
、
基
礎

自
治
体
の
考
え
方
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
窓
口
業
務
だ
け
の
「
特
例
町
村
」

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
危
機
感
を
持
ち
、
合
併
に
関

す
る
研
究
会
を
催
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？ 17

22

in

●
中
長
期
行
財
政
運
営
計
画
、
行
財
政
改
革
の

施
策
と
基
本
計
画
及
び
各
種
計
画
に
つ
い
て
は
、

一
体
性
が
あ
る
た
め
、
ま
と
め
て
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
集
約
を
み
た
意
見
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
意
見
】

　

基
本
計
画
と
中
長
期
行
財
政
運
営
計
画
、
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
等
と
の
整
合
性
、
連
動

性
ま
で
は
確
認
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　

今
後
は
、
予
算
執
行
の
調
査
等
を
通
じ
、
こ

れ
ら
の
諸
計
画
の
実
現
性
を
検
証
す
る
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
の
役
場
庁
舎
移
転
に
伴

う
町
民
セ
ン
タ
ー
及
び
社
会
教
育
施
設
の
管
理

と
利
用
に
関
し
て
は
、
利
用
率
の
低
下
や
社
会

教
育
の
水
準
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
十
分
な
対

策
を
取
る
べ
き
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
の
運
営
に
な
ろ
う
と
も
独
立
採
算
を

堅
持
し
、
赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で

あ
る
。

②
中
農
高
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
職
員
住
宅
２

棟
を
平
成　

年
、　

年
で
改
修
整
備
し
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
と
し
て
活
用
す
る

方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
事
業
費
、
財
源
内
訳
な

ど
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、
財
産
譲
渡
・
貸
与
の
具
体
的
な
協
議

は
、
今
後
道
教
委
と
行
な
わ
れ
る
。

　

天
北
厚
生
園
本
体
は
、
生
徒
寮
（
男
子
寮
及

び
女
子
寮
）
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
中
。
残

る
施
設
に
つ
い
て
も
、
現
在
同
園
が
実
施
し
て

い
る
養
鶏
、
キ
ノ
コ
栽
培
な
ど
で
利
用
で
き
る

施
設
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
園
が

利
用
し
な
い
施
設
も
含
め
て
、
施
設
全
体
の
利

用
計
画
を
立
て
、
取
り
壊
し
前
に
道
教
委
に
申

し
出
る
べ
き
で
あ
る
。

の
「
命
」
を
守
る
べ
き
行
政
の
使
命
で
あ
り
、

経
済
第
一
主
義
、
経
営
の
合
理
化
あ
る
い
は
効

率
化
が
先
行
す
る
よ
う
な
改
革
に
舵
を
切
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
不
鮮
明
だ
っ
た
繰
入
基
準
や
経
営

責
任
な
ど
を
明
確
化
し
た
と
し
て
も
、
国
の
医

療
費
削
減
計
画
が
前
提
に
あ
る
限
り
、
い
か
な

る
形
態
に
せ
よ
地
方
の
公
立
病
院
を
維
持
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

　

へ
き
地
医
療
、
小
規
模
自
治
体
の
実
態
を
把

握
し
た
上
で
の
指
針
で
な
け
れ
ば
、
「
公
立
病

院
削
減
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
名
乗
る
し
か
な

い
。

　

重
要
な
の
は
、
地
方
の
医
療
体
制
へ
の
不
安

を
一
掃
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
住

み
つ
づ
け
ら
れ
る
し
く
み
を
再
構
築
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　

む
し
ろ
、
診
療
報
酬
の
引
下
げ
、
地
方
に
お

け
る
医
師
・
看
護
師
の
不
足
か
ら
発
生
す
る
赤

字
を
解
消
す
る
た
め
の
抜
本
策
を
国
は
提
示
す

る
責
任
が
あ
る
。

　

地
方
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
汲
み
上
げ
た
上
で
、

国
が
大
胆
に
財
政
投
与
の
処
方
箋
を
調
製
し
、

住
民
の
不
安
を
解
消
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
、
公
立
病
院
を
存
続
さ
せ
、
す
べ
て

の
住
民
が
平
等
に
医
療
を
受
け
る
た
め
の
第
一

歩
で
あ
る
。

【
中
長
期
行
財
政
運
営
計
画
、
行
財
政
改
革
の

施
策
及
び
基
本
計
画
及
び
各
種
計
画
】

【
学
校
施
設
（
中
高
、
敏
音
知
小
等
）
の
利

活
用
】

【
こ
ど
も
館
の
運
営
状
況
】

　

こ
ど
も
館
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
調
査
し
、

次
の
と
お
り
意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
こ
ど
も
館
入
会
申
込
状

況
及
び
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込
み
状
況
が
提
出

さ
れ
、
保
育
所
・
幼
児
ク
ラ
ブ
の
入
館
予
定
者

は　

名
（
前
年
度
実
績　

名
）
、
児
童
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
は
、　

名
（
前
年
度
実
績　

名
）
で

し
た
。

【
意
見
】

　

今
後
、
認
定
こ
ど
も
園
が
子
育
て
支
援
の
第

三
の
施
設
と
し
て
交
付
税
措
置
の
対
象
と
な
る

可
能
性
は
あ
る
が
、
現
在
の
町
財
政
の
状
況
を

勘
案
し
た
と
き
、
数
年
以
内
に
保
育
所
に
一
本

化
し
、
歳
入
増
（
赤
字
削
減
）
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。

【
自
治
基
本
条
例
等
】

　

自
治
基
本
条
例
等
に
つ
い
て
、
調
査
し
ま
し

た
が
、
策
定
作
業
が
遅
れ
て
お
り
、
条
例
提
案

は
、
３
月
定
例
会
か
ら
、
本
年
６
月
定
例
会
に

延
期
さ
れ
る
見
通
し
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

【
意
見
】

　

３
月
中
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
る
（
策
定
委
員

会
）
中
間
報
告
の
早
期
提
出
を
望
む
。

　

ま
た
、
今
後
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
事

前
説
明
）
の
際
は
、
様
々
な
町
民
か
ら
多
種
多

様
な
意
見
が
集
ま
る
よ
う
工
夫
す
べ
き
で
あ
る
。

　いきいきふるさと常任委員会は、
平成２０年第２回（６月）定例会ま
でに、下記の事項について所管事務
調査を行う予定です。
●自治基本条例等●環境基本条例・
環境基本計画●天北厚生園の移転問
題●基本計画及び各種計画（中長期
行財政運営計画・公債費負担適正化
計画等）●こども館の運営状況●今
後の自治・自治体等のあり方●「そ
うや自然学校」の運営●教育長のあ
り方
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グループホームは就労付きで！
東海林 繁 幸

　

奥
村
保
健
福
祉
課
長

答　

野
邑
町
長

答

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
の
課
題
に
つ
い
て

問①
平
成　

年
４
月
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
９
名

　

の
入
居
者
を
迎
え
ま
す
が
、
住
宅
の
取
得
状

　

況
、
改
修
必
要
経
費
、
財
源
措
置
は
ど
の
よ

　

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

②
入
居
者
の
月
額
負
担
の
内
容
と
現
在
の
収
入

　

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

③
入
居
す
る
方
の
就
労
の
見
込
み
と
月
収
の
見

　

込
み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

④　

年
の
新
体
制
移
行
時
に
は　

名
の
入
居
者

　

が
あ
り
ま
す
。
Ｂ
型
事
業
所
の
開
設
の
た

　

め
、
中
農
高
の
施
設
（
温
室
、
畜
舎
、
加
工

　

室
等
）
活
用
策
を
急
い
で
考
え
る
べ
き
で
は

　

な
い
で
し
ょ
う
か
。

中農高の職員住宅はグループホームに

①
中
農
高
の
職
員
住
宅
を
、
無
償
譲
渡
さ
れ
る
よ
う
教
育
庁
に
申

　

し
入
れ
て
い
ま
す
。
３
月
中
に
知
事
部
局
と
協
議
す
る
予
定
で

　

す
。
費
用
は
設
計
委
託
費
及
び
改
修
費
を
含
め
約
１
３
０
０
万

　

円
。
財
源
は
日
本
財
団
の
助
成
事
業
を
予
定
し
て
お
り
、
補
助

　

金
は
約
９
５
０
万
円
で
残
り
財
源
は
町
で
支
援
し
ま
す
。

②
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
居
し
た
場
合
、
６
万
円
程
度
の
費
用
が

　

必
要
で
す
。
入
居
者
の
収
入
は
障
害
者
基
礎
年
金
２
級
で
月
額

　

６
万
６
千
円
、
１
級
で
８
万
２
千
円
の
支
給
で
す
。

③
入
居
予
定
者
は
９
名
を
予
定
。
雇
用
の
場
は
各
事
業
所
で
見
通

　

し
を
つ
け
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。
一
般
就
労
に
よ
る
月
額
収
入

　

は
、
４
万
〜
５
万
円
程
度
を
目
標
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

④
平
成　

年
４
月
に
は
、　

名
の
施
設
利
用
者
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

　

ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
就
労
支
援
Ｂ
型
事

　

業
所
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

①
施
設
改
修
等
の
残
り
財
源
に
つ
い
て
は
、
町
の
方
で
負
担
し
た

　

い
と
考
え
ま
す
。

③
農
業
共
同
組
合
、
森
林
組
合
、
長
寿
園
等
々
の
事
業
所
に
参
加

　

を
し
て
も
ら
っ
て
、
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め
会
議
を
設
け

　

る
よ
う
話
を
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
事
業
所
に
も
協
力
を
い
た

　

だ
き
、
町
も
各
種
事
業
の
中
で
知
的
障
害
者
の
人
た
ち
に
や
っ

　

て
も
ら
え
る
も
の
が
な
い
か
検
討
を
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い

　

ま
す
。

④
中
高
の
施
設
を
、
ゆ
っ
く
り
な
村
構
想
、
ま
た
は
北
の
杜
プ
ロ

　

ジ
ェ
ク
ト
等
々
の
企
業
化
の
問
題
と
し
て
活
用
で
き
る
の
か
ど

　

う
か
、
こ
う
い
う
構
想
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　
　

敷
地
内
を
使
っ
て
厚
生
園
の
人
た
ち
が
社
会
参
加
の
勉
強
、

　

就
労
の
場
、
町
民
交
流
と
い
う
も
の
を
一
箇
所
で
で
き
る
の
が

　

一
番
良
い
と
思
い
ま
す
。

みなさんの町政です 議会を傍聴しましょう
　議会は、みなさんの暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な「しゃ
べり場」です。議会では、議会だよりで必要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを
定例会や各種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、６月に開かれますので、町民のみなさまには、議場または役場、町民セン
ターに設置された大型テレビで傍聴されますようお願い致します。
　議会日程や傍聴の方法、請願手続きなどのお問合せは、お気軽に（電話６－２２４４・議
会事務局）へ。

議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう

21

22

21

22

21

国保病院のあり方をめぐり、院長を講師に学習会も

いきいきふるさと常任委員会

所管事務調査報告
　所管事務調査とは、常任委員会が、町の行う事
務などを自主的に調査するものです。
　議会の閉会中又は休会中に行われ、定例会でそ
の結果を報告しています。
　いきいきふるさと常任委員会では、閉会中に国
保病院の運営状況や学校施設の利活用などの調査
を行いました。

所管事務調査報告所管事務調査報告

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
で
は
、
第

４
回
（　

月
）
定
例
会
か
ら
第
１
回
（
３
月
）

定
例
会
ま
で
の
間
に
５
件
の
事
項
に
つ
い
て
所

管
事
務
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
柳
澤
委
員

長
が
３
月
３
日
の
本
会
議
で
報
告
し
ま
し
た
。

実
現
可
能
か　

公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

公
設
公
営
病
院
に
民
間
病
院
並
み
の
効
率
化
求
め
る
！

!?

【
国
保
病
院
の
運
営
状
況
】

●
国
保
病
院
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。

国
保
病
院
事
業
の
決
算
見
込
（
平
成　

年
末
）

で
は
、
損
益
計
算
の
う
ち
資
産
関
係
分
を
除
い

た
経
常
収
支
は
、
前
年
度
の
赤
字
に
比
べ
、
約

２
千
万
円
改
善
さ
れ
る
見
通
し
。

　

資
産
関
係
分
を
含
む
当
年
度
経
常
損
益
は
、

前
年
度
に
比
べ
３
百
万
円
の
純
利
益
と
な
る
予

定
。
こ
れ
は
、
公
営
企
業
健
全
化
計
画
に
基
づ

き
、
病
院
本
体
の
借
入
金
（
利
息
７
％
・
残
高

１
億
５
千
８
百
万
円
）
を
繰
上
償
還
し
、
借
換

え
（
利
息
３
％
）
す
る
た
め
累
積
欠
損
金
を
毎

年
度
計
画
的
に
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で

あ
る
。

　

ま
た
、
収
益
向
上
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、

現
行
の
入
院
基
本
料
区
分
で
あ
る
特
別
入
院
基

本
料
か
ら
、
看
護
配
置　

：
１
入
院
基
本
料
の

適
用
を
め
ざ
す
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

赤
字
体
質
が
続
く
病
院
経
営
に
と
っ
て
、
大

き
な
試
金
石
と
な
る
の
は
、
国
が
示
し
た
「
公

立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
以
下
「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
全
国
の
公
立
病
院
に

対
し
、
次
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、
平
成　

年
度

内
に
「
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

病
院
経
営
の
改
革
の
道
筋
を
描
く
よ
う
求
め
て

い
る
。

　

一
つ
は
、
「
経
営
効
率
化
」
で
あ
り
、
３
年

程
度
で
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
し
後
に
経
常

黒
字
が
達
成
さ
れ
る
水
準
を
目
途
と
し
、
病
床

数
（
利
用
率　

％
以
下
）
の
見
直
し
や
給
与
・

定
員
管
理
の
適
正
化
を
通
じ
て
民
間
病
院
並
み

の
効
率
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

二
つ
目
と
し
て
、
「
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
」
を
掲
げ
、
地
域
医
療
計
画
と
の
整
合
性
を

重
視
し
、
二
次
医
療
圏
の
単
位
で
経
営
主
体
の

統
合
と
機
能
分
担
等
の
モ
デ
ル
パ
タ
ー
ン
を
示

し
て
い
る
。

　

三
つ
目
と
し
て
、
「
経
営
形
態
の
見
直
し
」

に
つ
い
て
、
人
事
・
予
算
等
の
実
質
権
限
と
結

果
責
任
を
経
営
責
任
者
に
一
本
化
し
、
そ
の
選

択
肢
と
し
て
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
、

指
定
管
理
者
制
な
ど
の
導
入
を
示
唆
し
て
い

る
。

　

な
お
、
二
、
三
点
目
は
、
５
年
程
度
の
計
画

で
達
成
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
て
い
る
。

　

都
道
府
県
は
、「
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」

及
び
「
経
営
形
態
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
、
市

町
村
と
共
同
し
て
自
ら
計
画
、
構
想
等
を
策
定

す
る
こ
と
も
含
め
、
積
極
的
に
参
画
す
る
役
割

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

道
保
健
福
祉
部
で
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
先

取
り
す
る
形
で
、
す
で
に
「
自
治
体
病
院
等
広

域
化
・
連
携
構
想
（
素
案
）
」
を
示
し
、
公
立

病
院
を
抱
え
る
各
市
町
村
に
対
し
て
検
討
を
促

し
て
い
る
。

【
意
見
】

　

公
立
（
国
保
）
病
院
の
経
営
は
、
診
療
報
酬

引
下
げ
な
ど
の
影
響
に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
局

面
に
あ
る
。

　

ま
た
、
「
地
方
自
治
体
財
政
健
全
化
法
」
に

よ
り
、
平
成　

年
度
決
算
か
ら
連
結
決
算
が
適

用
さ
れ
る
た
め
、
病
院
経
営
の
悪
化
は
、
そ
の

ま
ま
町
財
政
の
指
標
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。

　

規
模
の
大
小
や
都
市
・
地
方
な
ど
、
公
立
病

院
が
置
か
れ
た
状
況
や
役
割
は
様
々
で
あ
り
、

一
律
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
機
能
や

性
格
ご
と
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
公
立
病
院
を
は
じ
め

と
す
る
公
的
医
療
機
関
の
果
た
す
べ
き
役
割
に

つ
い
て
、
「
地
域
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
な
医
療
の
う
ち
、
採
算
性
等
の
面
か
ら

民
間
医
療
機
関
に
よ
る
提
供
が
困
難
な
医
療
を

提
供
す
る
」
こ
と
に
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
へ
き
地
医
療
や
、
救
急
救

命
な
ど
、
不
採
算
分
野
を
担
う
こ
と
は
、
住
民

12
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国保病院、
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本 多 夕紀江

■
請
願
者　

連
合
北
海
道
宗
谷
地
域
協
議
会

会
長　

古
川
裕
輝
／
自
治
労
中
頓
別
町
職
員
組

合　

執
行
委
員
長　

工
藤
正
勝
（
敬
称
略
）

■
紹
介
議
員　

東
海
林
繁
幸
（
常
任
委
員
会
へ

の
付
託
を
省
略
し
、
３
月
３
日
、
本
会
議
で
採

択
）

　

請
願
第
１
号
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
発
議
さ
れ
た
意
見
書
で
す
。

　

現
在
、
自
治
体
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
公
立

病
院
の
経
営
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。　

　

そ
の
原
因
は
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
、

さ
ら
に
は
地
方
で
の
医
師
不
足
の
深
刻
化
や
少

子
高
齢
化
、
過
疎
化
、
自
治
体
財
政
の
悪
化
等
、

病
院
事
業
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
る

も
の
が
大
半
で
す
。

　

総
務
省
は
、
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
示
し
、
自
治
体
病
院
の
経
営
効
率
化
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
が
、
医
師
や
看
護
師
確
保
対

策
な
ど
基
本
的
対
策
を
講
ず
る
こ
と
な
く
財
政

効
率
化
あ
り
き
の
経
営
改
革
の
み
を
急
げ
ば
、

結
果
と
し
て
地
域
医
療
の
崩
壊
を
招
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
は
住
民
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
地
域
社
会
の
基
盤
で
あ
り
、
自
治
体
だ
け

で
な
く
国
の
政
策
と
し
て
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
次
の
事
項
を
国
に
要
望
す
る

も
の
で
す
。

①
医
師
不
足
の
解
消
や
地
域
ご
と
・
診
療
科
ご

　

と
の
医
師
偏
在
の
是
正
を
図
る
た
め
、
医
師

　

派
遣
体
制
の
構
築
と
医
師
の
絶
対
数
を
確
保

　

す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

②
産
科
・
小
児
科
医
等
の
不
足
が
深
刻
な
診
療

　

科
で
、
医
師
の
計
画
的
な
育
成
、
確
保
及
び

　

定
着
が
な
さ
れ
る
よ
う
実
効
あ
る
施
策
と
財

　

政
措
置
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

③
看
護
師
等
の
養
成
・
確
保
を
図
る
た
め
、
養

　

成
機
関
の
充
実
や
勤
務
条
件
の
改
善
等
適
切

　

な
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
財
政
措
置
等

　

の
充
実
を
図
る
こ
と
。

④
地
域
医
療
を
担
う
医
師
を
養
成
す
る
た
め
の

　

「
奨
学
金
制
度
」
や
医
学
部
に
「
専
門
講
座
」

　

等
を
設
け
る
と
と
も
に
、
十
分
な
財
政
措
置

　

を
講
じ
る
こ
と
。

⑤
地
域
医
療
に
お
い
て
、
地
域
住
民
誰
も
が
、

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
医
療
機
関
に
か
か
り

　

必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　

る
よ
う
、
国
が
責
任
あ
る
政
策
を
講
じ
る
こ

　

と
。

⑥
地
域
医
療
を
担
う
自
治
体
病
院
に
対
し
、
繰

　

出
し
基
準
の
改
善
と
そ
れ
に
見
合
う
各
自
治

　

体
へ
の
交
付
税
措
置
の
改
善
を
図
る
財
政
対

　

策
を
講
じ
る
こ
と
。

⑦
自
治
体
病
院
の
安
易
な
廃
止
・
経
営
形
態
の

　

変
更
を
強
要
し
な
い
こ
と
。

■
提
出
者　

東
海
林
繁
幸　

賛
成
者　

村
山
義

　

明
■
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣　

財
務
大
臣　

厚

　

生
労
働
大
臣　

総
務
大
臣　

文
部
科
学
大
臣

○ 

議
請
願
第
１
号　

地
域
医
療
の
確
保
に

　

 

関
す
る
請
願

○ 

発
議
第
１
号　

地
域
医
療
の
確
保
に
関

　

 

す
る
意
見
書

住友院長が「公設公営」維持が望ましいと答弁

　

地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て

問

町あげて高齢者訪問の推進を！

　

医
療
過
疎
地
域
で
住
民
の
命
と
健
康
を
守

る
大
事
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
自
治
体
病

院
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
変
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

①
国
保
病
院
は
今
後
も
町
立
病
院
（
公
設
公

　

営
）
と
し
て
存
続
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

　

ょ
う
か
。

②
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
。
病
気
の
予

　

防
、
医
療
費
削
減
の
た
め
に
も
、
乳
幼
児

　

・
小
学
生
と
高
齢
者
の
予
防
接
種
に
助
成

　

す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

③
看
護
師
の
確
保
対
策
と
医
療
職
員
の
住
宅

　

確
保
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

④
要
介
護
状
態
に
陥
る
前
に
リ
ハ
ビ
リ
等
を

　

充
実
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

住
友
病
院
長

答①
病
院
運
営
委
員
会
に
「
医
療
の
将
来

　

像
と
行
動
計
画
」
を
諮
問
中
で
す
。

　

私
は
自
治
体
が
病
院
経
営
に
参
加
で

　

き
る
公
設
公
営
が
よ
い
の
で
は
な
い

　

か
と
考
え
ま
す
。

　

野
邑
町
長

答①
地
域
に
病
院
が
あ
り
、
お
医
者
さ
ん

　

が
い
て
、
地
域
医
療
が
で
き
れ
ば
、

　

公
設
公
営
に
こ
だ
わ
る
必
要
性
は
な

　

い
と
思
い
ま
す
。

②
高
齢
化
率
も
高
く
、
保
健
・
医
療
・

　

福
祉
の
連
携
は
益
々
重
要
で
す
。
運

　

営
委
員
会
で
も
病
院
と
保
健
福
祉
課

　

が
事
務
局
と
な
り
検
討
中
で
す
。
高

　

齢
者
等
地
域
ケ
ア
会
議
で
も
連
携
を

　

図
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

　

青
木
病
院
事
務
長

答③
都
市
部
で
求
人
が
増
え
過
疎
地
域
で

　

の
看
護
師
確
保
は
厳
し
い
が
、
タ
イ

　

ム
リ
ー
に
求
人
活
動
を
し
て
い
き
ま

　

す
。
病
院
の
職
員
住
宅
の
整
備
は
、

　

財
政
が
厳
し
く
進
め
て
い
ま
せ
ん
。

　

奥
村
保
健
福
祉
課
長

答②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
肺
炎
球
菌
等
の

　

予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法
以
外
の

　

任
意
に
よ
る
予
防
接
種
で
あ
り
、
料

　

金
の
助
成
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

④
平
成　

年
度
か
ら
、
理
学
療
法
士
と

　

作
業
療
法
士
の
派
遣
を
実
施
。
２
年

　

目
は
効
果
と
実
態
を
把
握
し
、
入
院

　

や
在
宅
者
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
の
あ
り
方

　

を
検
討
し
ま
す
。

　

高
齢
者
に
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

問①
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
を
広
げ
て
、
全
町
的
な
取
組
み
に
す
る

　

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

②
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
ス
ト
ー
ブ
排
気
口
（
西
団
地
老
人
単
身
向

　

住
宅
）
の
位
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
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奥
村
保
健
福
祉
課
長

答　

中
原
産
業
建
設
課
参
事

答
本 多 夕紀江

①
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
業
務
を
委
託
し

　

て
い
ま
す
が
、
地
域
ぐ
る
み
で
見
守
り
支
え
合
う
た
め
に
、
自

　

治
連
合
会
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
自
治
会

　

に
対
応
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
現
在
の

　

委
託
業
務
は
取
り
や
め
ま
す
。
自
治
会
に
お
願
い
す
る
場
合
、

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
（
住
民
と
行
政
が
対
等
な
立
場
で
公

　

共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
）
の
考
え
方

　

に
基
づ
き
お
願
い
す
る
の
で
、
財
政
支
援
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

自
治
会
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
方
に
な
る
と
思
う
が
、
問
題
の
あ

　

る
家
庭
に
は
保
健
師
・
栄
養
士
・
民
生
委
員
が
対
応
し
て
い
き

　

ま
す
。
格
差
の
な
い
よ
う
町
と
し
て
一
定
の
案
を
作
成
し
て
あ

　

り
、
対
象
年
齢
や
巡
回
の
回
数
な
ど
、
各
自
治
会
と
協
議
し
て

　

い
き
ま
す
。

②
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
通
報
す
る
と
安
全
セ
ン
タ
ー
等
に
つ

　

な
が
り
、
消
防
へ
の
通
報
や
救
急
車
到
着
ま
で
の
間
、
不
安
に

　

な
ら
な
い
よ
う
に
話
し
か
け
の
対
応
が
さ
れ
ま
す
。
心
配
ご
と

　

や
健
康
の
相
談
も　

時
間
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
に
一

　

度
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
安
否
確
認
の
電
話
が
あ
り
ま
す
。
装
置

　

の
位
置
は
埋
め
込
み
式
で
変
更
で
き
ま
せ
ん
が
、
寝
室
に
も
コ

　

ー
ド
つ
き
の
ブ
ザ
ー
が
あ
り
、
立
ち
上
が
れ
な
い
場
合
も
通
報

　

が
可
能
と
思
い
ま
す
。
西
団
地
老
人
単
身
住
宅
は
ペ
ン
ダ
ン
ト

　

方
式
を
検
討
し
ま
す
。

②
西
団
地
（
老
人
単
身
向
住
宅
）
の
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ
の
吸
排
気
口

　

の
高
さ
は
変
え
ら
れ
ま
す
が
、
経
費
が
か
か
り
入
居
者
負
担
も

　

あ
り
ま
す
。
実
態
を
把
握
し
て
対
策
を
判
断
し
ま
す
。
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　第１回定例会では、請願１
件、意見書１件が、いずれも
全会一致で可決されました。
　このうち、意見書は、議会
閉会後、直ちに国等の関係機
関に送られました。
　請願・意見書の審査結果
をお知らせします。

請　願
意見書

請願者（手前）を参考人として招き説明を聞く

△ 請願第２号　「査定昇給制度」の
　 導入にあたって　その運用につい
　 て慎重に検討することを求める請
　 願（継続審査）

■請願者　宗谷教職員組合中頓別支部
　代表　茶谷裕樹（敬称略）
■紹介議員　本多夕紀江　西原央騎（常
　任委員会に審査を付託）
　北海道教育委員会（道教委）が昨年導
入した学校教職員の給与を「勤務の成績」
に応じて査定・決定する制度に関して、
教育的見地から教育関係者が十分検討し、
教育活動と学校経営に悪影響を及ぼさな
いよう慎重に話し合い、運用することを
求める請願です。
　請願の趣旨、請願事項が教職員の評価、
給与制度の改正をはらみ、その導入をめ
ぐって労使交渉が継続されており、教育
環境を大きく変化させる可能性もあるこ
とから継続して慎重に審査を行なうこと
になりました。
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まちづくり推進課の目的は何か？
星 川 三喜男

４月１日からまちづくり推進課が始動

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
つ
い
て

問

教育長は町長の職務代理者か？

　

町
長
は
執
行
方
針
の
中
で
、
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
を
新
設
し
、
都
市

と
農
村
の
交
流
を
幅
広
く
進
め
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
・
観
光
・
環
境

と
い
っ
た
領
域
、
あ
る
い
は
教
育
委
員
会
と
一
体
と
な
っ
て
生
涯
学
習
を
推

進
す
る
と
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
は
、
総
務
課
や
産
業
建
設
課
の
仕
事
の
一
部
を

扱
う
ほ
か
、
新
た
に
自
然
環
境
の
保
全
か
ら
森
林
療
法
な
ど
幅
広
い
分
野
を

所
管
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
町
民
活
動
の
支
援
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の

課
を
設
置
す
る
主
た
る
目
的
と
職
員
数
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

課
の
新
設
は
課
題
の
解
決
や
業
務
の
迅
速
化
の
た
め
に
、
総
務
・
産

業
建
設
課
の
一
部
を
所
管
し
、
合
わ
せ
て
地
域
振
興
・
地
域
再
生
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
町
民
や
各
団

体
が
取
組
む
活
動
を
支
援
し
、
行
政
も
一
体
と
な
り
元
気
な
地
域
と
暮

ら
し
を
作
る
役
割
を
担
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

環
境
保
全
、
ま
ち
づ
く
り
生
涯
学
習
計
画
の
推
進
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
北
の
杜
や
ゆ
っ

く
り
な
村
構
想
の
推
進
、
自
然
学
校
の
運
営
や
移
住
定
住
促
進
対
策
、

森
林
療
法
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
付
け
て
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
主
要
な
公
共
施
設
で
あ
る
観
光
関
連
施
設
や
社
会
教
育

施
設
の
所
管
が
一
元
化
さ
れ
る
の
で
、
管
理
運
営
の
見
直
し
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　

職
員
の
配
置
は
町
長
部
局
で
５
名
、
教
育
委
員
会
の
職
員
を
２
名
兼

務
発
令
し
て
も
ら
い
、
道
か
ら
の
派
遣
１
名
を
合
せ
て
８
名
の
体
制
と

な
り
ま
す
。
派
遣
の
社
会
教
育
主
事
は
、
主
と
し
て
そ
う
や
自
然
学
校

に
配
置
し
ま
す
。

　

野
邑
町
長

答

星 川 三喜男

　

野
邑
町
長

答　

教
育
長
に
は
副
町
長
の
職
務
を
担
っ
て
も
ら
え
な
い

か
調
整
・
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。
教
育
長
に
副
町
長

の
職
務
を
代
理
さ
せ
る
発
令
は
議
会
の
同
意
を
必
要
と

す
る
こ
と
も
あ
り
で
き
な
い
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
に
つ
い
て
は
行
政
組
織
と
し
て
の
特
別
な
位

置
付
け
を
し
ま
せ
ん
。
行
政
経
験
が
長
く
法
律
に
長
け

て
い
る
の
で
、
事
務
処
理
な
ど
の
協
力
支
援
を
得
る
と

い
う
事
で
取
り
進
め
て
い
き
ま
す
。
町
長
の
職
務
代
理

の
順
番
に
つ
い
て
は
、
４
課
で
協
議
を
行
い
教
育
長
は

含
み
ま
せ
ん
。

　

教
育
委
員
会
と
教
育
長
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

問　

平
成　

年
度
、
教
育
委
員
会
が
町
民
セ
ン
タ
ー
か

ら
役
場
庁
舎
内
に
入
る
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。
事

実
上
、
教
育
委
員
会
が
役
場
の
行
政
組
織
に
組
込
ま

れ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。

　

教
育
長
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
な
る
の
か
伺

い
ま
す
。 20

　

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ね
お
す
」
に
よ
る
と
自

然
学
校
の
は
じ
ま
り
は
、
山
村
留
学
を
契

機
と
し
て
い
る
。
自
然
学
校
の
機
能
の
一

部
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
生
活
し
、
そ

こ
か
ら
、
車
で
中
小
、
中
中
に
通
う
よ
う

な
形
が
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

　

中
頓
別
農
業
高
校
も
な
く
な
っ
た
中

で
、
平
成　

年
度
予
算
に
計
上
し
た
１
２

０
名
と
い
う
教
習
生
の
数
は
確
保
で
き
る

の
か
。
ま
た
、
教
習
車
も
か
な
り
年
数
が

経
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
今
後
ど
う
す
る

の
か
伺
う
。　
　
　
　
　

（
藤
田
委
員
）

Ｑ

　

少
な
く
と
も
本
年
７
月
、
８
月
頃
か

ら
看
護
基
準
を　

対
１
に
す
る
こ
と
で

予
算
を
組
ん
で
い
る
が
、
現
実
性
が
あ

る
の
か
伺
う
。　
　
　

（
藤
田
委
員
）

Ｑ

　

山
村
留
学
を
中
小
、
中
中
で
受
け
入
れ

る
と
す
れ
ば
、
町
の
施
策
と
し
て
助
成
を

行
な
う
気
持
ち
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ 意
向
が
あ
れ
ば
、
小
学
校
な
り
中
学
校
に

ご
相
談
申
し
上
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
制
度
を
設
け
て
や

っ
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
助

成
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
性
は
あ
る
と

思
う
。　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ

　

黒
松
内
町
で
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ね
お
す
」

が
主
催
す
る
「
ぶ
な
の
森
自
然
学
校
」
と

長
野
県
泰
阜
村
の
「
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
」

は
、
い
ず
れ
も
山
村
留
学
と
一
体
的
に
行

な
っ
て
い
る
。
将
来
の
可
能
性
と
し
て
は

考
え
ら
れ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い

る
。　
　
　
　
　

（
小
林
総
務
課
参
事
）

Ａ

　

１
２
０
名
と
い
う
数
字
の
実
現
は
、
ご

指
摘
の
と
お
り
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ

る
。
し
か
し
、
平
成　

年
の
南
宗
谷
４
町

と
猿
払
村
の　

歳
人
口
が
１
６
８
名
で
あ

る
。　

年
度
は
、
若
干
減
っ
て
１
６
０
名

で
あ
り
、
枝
幸
高
校
の
生
徒
で
合
宿
教
習

に
流
れ
て
い
る
人
も
い
る
の
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
何
と
か
取
り
込
ん
で
い
き
た

い
。

教
習
車
は
平
成
７
年
の
入
れ
替
え
か
ら　

年
近
く
経
ち
、
修
理
費
も
か
さ
む
が
、
で

き
る
だ
け
手
入
れ
を
し
、
今
後
も
使
っ
て

い
き
た
い
。　

（
浅
野
自
動
車
学
校
長
）

Ａ

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
募
集
で
、
応
募

が
２
人
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
他
市
町
の

病
院
に
勤
め
ら
れ
る
と
い
う
現
状
で
あ

る
。

　

今
札
幌
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
２
名
ほ

ど
あ
り
、
何
と
か
面
接
に
こ
ぎ
つ
け
る
よ

う
院
長
共
々
働
き
か
け
て
い
る
。

　

７
月
ま
で
に
は
看
護
師
の
確
保
を
し
た

い
と
考
え
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
の
情
報

を
待
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
青
木
病
院
事
務
長
）

Ａ

背水の自動車学校経営！
　病院の看護師配置基準15対１実現可能か

特
別
・
公
営
企
業
会
計

☆
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計

☆
国
保
病
院
事
業
会
計

こどもたちに「将来の税金」（借金）を
課さないように

町の借金残高９４
億円！
町民の行政需要を捉えた
　「選択と集中」施策を！
　本町が社会基盤整備の一環として実
施してきた公共事業の財源として、こ
れまで様々な町債が充てられてきまし
た。
　平成１８年度末でこれらの借金の総
額は１０１億８千７百万円でしたが、
１９年度末では、９４億２千７百万円
となり、百億円の大台を下回ることに
なりました。
　最も借入残高の多い町債は、過疎対
策事業債で約３０億円。公営住宅建設
事業債で約８億円、特別会計でも、下
水道会計約１０億円、水道会計で約７
億円の残高があります。
　予算審査特別委員会での質疑・答弁
（一般会計歳入）にもあるとおり、こ
れらの借金にかかる毎年度の償還費は、
普通交付税の基準財政需要額に算入さ
れ、かなり手当てされています。
　借金の総額は、平成２０年度末で、
８６億１千６百万円まで減る見通しで
すが、それでも生れたばかりのこども
を含め、町民一人当り約４００万円の
借金に相当します。
　人口減少と少子・高齢化が進む本町
にとって、今後の借金返済は大きな負
担であることは変わりません。
　次世代に過大な借金（将来の税金）
を残さないよう、行財政改革の努力と
限られた財源の中で町民の行政需要を
的確に捉えた行政運営が求められてい
ます。
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町民の行政需要捉えているか？
　こども館の赤字削減を！

柳 澤 雅 宏

こども館園児の長寿園訪問

そうや自然学校の採算性
　　　運営母体は？

　

こ
ど
も
館
の
保
育
所
化
に
つ
い
て

問　

本
町
は
高
齢
者
の
比
率
が
高
く
、
行
政
需
要
も
福
祉
政
策
へ

シ
フ
ト
し
て
い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
執
行
方
針
で
は
、
幼

児
教
育
・
保
育
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
。

　

こ
ど
も
館
は
、
新
設
当
時
将
来
は
保
育
所
に
一
本
化
す
る
と

い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
設
以
来
６
年
を
経
過
し
、
早
期
に
保
育
所
に
一
本
化
し
交

付
税
の
増
収
と
赤
字
解
消
に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
た
、
４
・
５
歳
児
を
合
同
保
育
に
し
て
職
員
削
減
を
図
る

考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

野
邑
町
長

答　

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
養
護
、
教
育
を
基
本
に
置

き
な
が
ら
、
こ
ど
も
館
の
収
支
対
策
と
し
て
幼
児
ク

ラ
ブ
と
保
育
所
の
一
本
化
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま

す
。

　

職
員
数
の
削
減
は
３
月
末
日
に
１
名
が
退
職
す
る

の
で
、
今
後
も
退
職
者
の
補
充
を
し
な
い
で
運
営
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

３
・
４
歳
児
の
合
同
保
育
に
つ
い
て
は
検
討
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

平
中
こ
ど
も
館
長

答　

合
同
保
育
で
す
が
、
４
・
５
歳
児
は　

名
と
な

り
、
規
則
上
合
同
保
育
は
困
難
で
す
。
３
・
４
歳
児

の
合
同
保
育
は
検
討
中
で
す
。
（
保
育
士
が
担
当
す

る
園
児
の
人
数
は
道
条
例
の
規
定
に
）
お
お
よ
そ　

名
と
あ
り
、
「
お
お
よ
そ
」
と
は
、
最
高　

名
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

執
行
方
針
で
は
「
そ
う
や
自
然
学
校
」
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

北
の
杜
」
「
ゆ
っ
く
り
な
村
」
構
想
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
採
算
面
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
各
構
想
の
特
徴
を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
３
事
業
は
総
合
的
な
運
営
体
制
で
行
な
う
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
運
営
母
体
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

小
林
総
務
課
参
事

答

柳 澤 雅 宏
　

そ
う
や
自
然
学
校
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
郷
土
資
料
館
の
管
理

運
営
見
直
し
か
ら
捻
出
し
た
財
源
の
範
囲
を
超
え
な
い
よ
う
に
実

施
し
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
北
の
杜
は
、
企
業
化
や
存
続
事
業
の

活
性
化
を
図
り
町
費
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
ゆ
っ
く
り
な
村
に
つ
い
て
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
民
間
企
業
等
に
よ
る
利
活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
３
事
業
の
性
格
で
す
が
、
「
そ
う
や
自
然
学
校
」
は
、

体
験
型
観
光
の
事
業
や
社
会
教
育
で
や
っ
て
き
た
事
業
を
取
り
込

み
、
周
辺
の
自
然
環
境
の
価
値
を
高
め
て
交
流
事
業
を
行
な
っ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
森
林
療
法
と
い
っ
た

健
康
に
関
す
る
こ
と
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
北
の
杜
」
は
、
２
地
域
居
住
や
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
（

森
林
療
法
や
薬
草
風
呂
な
ど
）
に
取
組
め
な
い
か
、
北
海
道
大
学

や
他
町
と
協
力
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
「
ゆ
っ
く
り
な
村
」

は
、
農
業
高
校
施
設
を
厚
生
園
の
施
設
と
し
て
活
用
で
き
な
い

か
、
ま
た
地
域
の
新
た
な
雇
用
の
場
と
な
ら
な
い
か
と
思
い
取
組

ん
で
い
ま
す
。

　

野
邑
町
長

答　

運
営
体
制
は
個
別
で
は
な
く
連
携
を
図
っ
て
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
性
格
の
違
い
か
ら
運
営
母
体
を
ひ
と
つ

に
す
る
の
は
困
難
で
す
が
、
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
が
窓
口
と

な
り
円
滑
に
推
進
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

31

30

30

言
わ
れ
て
い
る
。
本
町
も
一
般
競
争
入
札

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
道
路
工
事
等
は

そ
の
対
象
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

　

市
街
地
の
道
路
、
改
良
舗
装
は
、
百
㌫

近
く
良
く
な
っ
た
と
思
う
が
、
一
方
で
、

市
街
地
に　

年
以
上
住
ん
で
い
る
方
の
と

こ
ろ
が
未
だ
に
砂
利
道
で
あ
る
。
簡
易
舗

装
で
も
十
分
と
の
要
望
が
あ
る
が
、
そ
う

い
う
道
路
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

　

そ
れ
で
は
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い
う

町
長
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
反
す
る
。

も
う
少
し
、
市
街
地
の
砂
利
道
は
整
備
す

る
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
。
お
年
寄
り
の
世
帯
が
望
ん
で
い
る
と

し
た
ら
、
調
査
の
上
、
今
後
の
方
針
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

救
急
救
命
士
の
配
置
は
現
在
２
名
。
ほ

か
に
も
１
名
の
養
成
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
試

験
結
果
を
待
つ
段
階
と
聞
い
て
い
る
。

　

一
方
、
最
近
、
救
急
救
命
士
を
採
用
し

た
が
、
今
後
の
救
急
隊
員
の
養
成
状
況
を

伺
う
。　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

　

昨
年
９
月
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で

も
答
弁
し
た
が
、
一
般
競
争
入
札
を
取
り

入
れ
て
き
て
い
る
所
は
全
国
的
に
増
え
て

い
る
。

　

道
も
平
成　

年
度
か
ら
１
千
万
円
以
上

の
工
事
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
一
般
競
争

入
札
に
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
稚
内
市
も

一
般
競
争
入
札
を
導
入
す
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
同
市
に
つ
い
て
は
地
域
限
定
と
い

う
形
で
基
本
的
に
は
、
市
内
の
建
設
業
者

対
象
の
一
般
競
争
入
札
と
伺
っ
て
い
る
。

　

一
般
競
争
入
札
を
取
り
入
れ
る
理
由
の

一
つ
に
落
札
率
の
低
減
が
上
げ
ら
れ
る

が
、
指
名
参
加
願
い
を
出
す
業
者
は
、
す

べ
て
参
加
資
格
が
あ
る
。
不
良
不
適
格
業

者
か
ら
参
加
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
町

の
方
で
振
り
分
け
、
振
り
落
と
し
の
事
務

が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
全
国
・
全
道
的

に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
地
域
の
企
業
、
地
元
業
者

の
育
成
と
い
う
面
か
ら
、
一
般
競
争
入
札

に
な
る
と
町
外
業
者
の
参
入
が
お
こ
る
可

能
性
が
あ
る
。
本
町
で
は
土
木
・
建
築
許

可
業
者
の
数
自
体
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、

Ａ

指
名
競
争
入
札
を
主
体
に
し
て
い
る
。

　
　

年
度
に
一
般
競
争
入
札
を
導
入
す
る

考
え
は
な
い
が
、
一
部
入
札
制
度
の
改
正

を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
平
成　

年
度

か
ら
実
施
し
て
い
た
予
定
価
格
の
事
前
公

表
を
廃
止
し
て
事
後
公
表
の
み
と
し
た
。

実
施
時
期
は
、
平
成　

年
３
月
以
降
の
入

札
か
ら
と
し
た
。　

　

こ
れ
に
よ
り
、
落
札
率
が
ど
う
な
る
か

は
わ
か
ら
な
い
が
予
定
価
格
と
い
う
目
安

が
な
く
な
り
、
下
が
る
可
能
性
は
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
参
事
）

　

旭
台
地
区
も
含
め
る
と
町
道
で
何
本
か

砂
利
等
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。
市
街
地
の
中

心
部
に
も
砂
利
道
が
あ
る
。

　

現
在
は
、
市
街
地
整
備
実
施
計
画
に
基

づ
い
て
行
な
う
舗
装
道
路
の
改
良
な
ど

は
、
基
本
的
に
補
助
事
業
で
実
施
で
き
る

が
、
反
面
、
砂
利
道
で
交
通
量
も
少
な
く
、

Ａ

所
に
入
っ
て
お
り
、
試
験
は
３
月
末
に
行

な
わ
れ
る
。

　

１
月　

日
に
面
接
を
行
い
、
２
月
１
日

付
け
で
救
急
救
命
士
を
１
名
採
用
し
て
い

る
。
採
用
者
は
、
夕
張
市
の
消
防
庁
の
現

職
職
員
で
あ
る
。
そ
の
者
を
合
わ
せ
る
と

４
名
体
制
で
、
救
急
隊
に
１
名
が
乗
務
で

き
る
形
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
鳥
田
消
防
支
署
長
）

　

現
在
の
山
村
留
学
制
度
を
中
小
、
中
中

で
引
き
受
け
る
か
ど
う
か
と
い
う
論
議

は
ま
だ
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
川
教
育
次
長
）

Ａ
　

基
本
的
に
は
、　

年
度
に
山
村
留
学

（
親
子
留
学
・
里
親
留
学
）
す
る
人
た
ち

の
意
向
を
把
握
を
す
る
必
要
性
が
あ
る
と

思
う
。
そ
の
中
で
、　

年
度
も
こ
ち
ら
で

子
ど
も
た
ち
に
勉
強
を
さ
せ
た
い
と
い
う

Ａ

幅
員
も
広
く
な
い
と
こ
ろ
を
直
す
場
合
に

つ
い
て
は
、
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
。
そ

う
い
っ
た
事
情
も
あ
り
、
簡
易
舗
装
で
あ

っ
て
も
、
町
単
費
事
業
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
と
こ
ろ
は
、
実
施
で
き
な
い
現
状
で

あ
る
。　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
参
事
）

　

今
現
在
、
役
場
内
で
今
後
の
道
路
整
備

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
委
員
会
を
つ

く
り
協
議
し
て
お
り
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
参
事
）

Ａ
　

救
急
救
命
士
に
つ
い
て
は
、
現
在
養
成

Ａ

「指名」から一般競争入札移行は全国的な潮流
　　市街地の砂利道舗装急いで！　救急救命士4名体制を実現
　　　　自然学校の原点も山村留学！中小・中中に引継ぎを

　

小
頓
別
小
中
学
校
は
、
平
成　

年
度
で

閉
校
と
な
る
が
、
山
村
留
学
生
へ
の
対
応

は
ど
う
な
る
の
か
。
町
内
に
は
、
小
学

校
、
中
学
校
各
１
校
し
か
な
く
な
る
が
、

引
き
続
き
山
村
留
学
制
度
を
残
し
、
留
学

生
を
学
校
で
受
け
入
れ
る
の
か
ど
う
か
伺

う
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ ■
教
育
費

■
消
防
費
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生涯学習、まちづくり推進課が担うのか？
西 原 央 騎

　

生
涯
学
習
の
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

問

寿スキー場リフト料金
　再度見直すべき！

　

平
成　

年
度
、
生
涯
学
習
推
進
計
画
は
具
体
的
な
取

組
み
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成　

年
度
に
つ
い
て

は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
を
設
置
し
、
そ
の
課
が
生
涯

学
習
を
担
う
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。

①
平
成　

年
度
に
取
組
む
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
具
体

　

的
な
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

②
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
と
し
て
、
町
事
業
・
行
事
の
創

　

造
的
な
統
廃
合
を
行
な
う
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。
ま

　

た
、
人
件
費
だ
け
を
見
て
も
４
千
万
円
以
上
の
動
き

　

と
な
る
課
の
新
設
に
つ
い
て
、
町
民
説
明
が
不
十
分

　

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

①
ま
ち
づ
く
り
生
涯
学
習
推
進
計
画
に
あ
る
、
広
報
活
動
や
生
涯

　

学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
４
月
に

　

新
設
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
大
き
な
役
割
は
、
ま
ち
づ

　

く
り
生
涯
学
習
の
推
進
で
あ
り
、
そ
の
中
で
新
し
い
事
業
の
開

　

発
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
新
設
す
る
「
そ
う
や
自
然
学
校
」
に
、
北
海
道
教
育

　

庁
か
ら
派
遣
さ
れ
る
社
会
教
育
主
事
を
配
置
し
、
自
然
体
験
活

　

動
や
環
境
学
習
、
地
元
学
な
ど
に
積
極
的
に
取
組
み
ま
す
。

②
今
後
、
教
育
委
員
会
と
新
設
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が
連

　

携
し
て
、
各
所
管
と
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

石
川
教
育
次
長

答②
４
千
万
円
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
新
し

　

く
職
員
を
採
用
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
派
遣
の
人
件

　

費
も
道
が
負
担
を
し
ま
す
。
決
し
て
町
民
へ
の
情
報
提
供
等
を

　

怠
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
課
の
設
置
条
例
の
一
部
改

　

正
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
早
く
町
民
に
情
報
を
提
供

　

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

野
邑
町
長

答

西 原 央 騎

　

石
川
教
育
次
長

答①
新
料
金
の
設
定
に
つ
い
て
、
意
見
は
特
に
集
約
し
て
お
り
ま
せ

　

ん
。
ス
キ
ー
協
会
に
は
、
毎
年
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
協
力
を
頂
い

　

て
い
ま
す
。
行
事
・
大
会
も
関
係
団
体
、
当
然
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

の
協
力
を
求
め
ま
す
。
し
か
し
、
料
金
を
改
正
し
た
こ
と
と
、

　

協
力
体
制
が
関
連
す
る
と
は
考
え
ま
せ
ん
。

②
利
用
料
金
の
改
定
を
行
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
協
力
者
の
影
響
は

　

無
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
管
理
は
北
海
道
運
輸
局
の
指

　

導
の
下
、
非
常
時
に
お
け
る
連
絡
体
制
や
救
助
体
制
を
定
め
、

　

安
全
対
策
と
事
故
防
止
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

指
定
管
理
委
託
を
受
け
て
い
る
公
社
の
意
見
、
あ
る
い
は
近

　

隣
町
村
の
運
営
状
況
等
を
参
考
に
し
て
議
会
で
議
決
を
い
た
だ

　

い
て
い
ま
す
。
町
民
や
ス
キ
ー
協
会
の
み
な
さ
ま
か
ら
、
私
は

　

聞
い
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
こ
ま
で
（
料
金
改
正
の
見
直
し
）

　

は
必
要
無
い
と
思
い
ま
す
。

　

寿
ス
キ
ー
場 

新
料
金
の
設
定
に
つ
い
て

問　

寿
ス
キ
ー
場
の
利
用
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て
、
ス
キ

ー
場
の
運
営
を
支
え
る
関
係
者
か
ら
「
我
々
は
ま
っ
た
く

知
ら
な
か
っ
た
話
で
、
特
に
町
民
料
金
・
町
外
料
金
と
格

差
を
つ
け
た
料
金
設
定
は
、
今
後
の
協
力
体
制
に
大
き
な

不
安
を
残
す
」
と
の
声
が
聞
え
て
き
ま
し
た
。

①
新
料
金
の
設
定
は
、
ス
キ
ー
場
の
協
力
者
か
ら
の
意
見

　

を
集
め
ま
し
た
か
。
ま
た
、
関
係
者
の
意
見
が
反
映
さ

　

れ
て
い
な
い
料
金
改
正
で
あ
れ
ば
、
白
紙
か
ら
見
直
し

　

た
方
が
良
い
と
考
え
ま
す
。

②
ス
キ
ー
場
の
運
営
に
協
力
者
の
不
協
和
音
の
影
響
は
あ

　

り
ま
せ
ん
か
。
安
全
管
理
な
ど
リ
ス
ク
管
理
の
取
組
み

　

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

20

20

19 を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
小
林
総
務
課
参
事
）

　

オ
ガ
ル
の
市
民
農
園
は
、
現
状
と
し
て

使
え
る
状
況
に
な
い
。
今
後
ど
う
す
る
の

か
。
施
設
運
営
を
指
定
管
理
者
が
行
な
っ

て
い
る
が
、
町
と
し
て
も
、
手
を
加
え
て

使
え
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ
　

山
側
の
生
産
に
適
さ
な
い
圃
場
の
土
地

改
良
を
し
て
利
用
者
募
集
を
行
な
う
の
か
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ

　

オ
ガ
ル
の
設
置
目
的
は
、
新
た
な
農
産

物
を
研
究
・
発
掘
し
、
本
町
の
農
産
物
と

し
て
活
か
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
よ
り

よ
い
も
の
が
出
来
て
初
め
て
付
加
価
値
が

付
く
し
、
研
究
し
た
技
術
を
地
域
住
民
に

ア
ピ
ー
ル
で
き
、
圃
場
を
使
っ
て
も
ら
う

ア
ピ
ー
ル
に
も
な
る
。
現
状
を
把
握
し
た

上
で
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ
　

市
民
農
園
は
、
平
成　

年
に
（
松
音

知
）
小
学
校
跡
地
の
利
用
を
め
ざ
し
作
ら

れ
た
が
、
元
グ
ラ
ン
ド
の
た
め
、
土
地
が

悪
く
農
作
物
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
議
員
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
際
、

町
外
か
ら
土
を
持
っ
て
き
て
、
混
ぜ
た
か

ら
大
丈
夫
と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
や

は
り
で
き
な
い
。
本
来
目
的
の
市
民
農
園

と
し
て
使
え
る
よ
う
土
壌
改
良
す
べ
き
で

は
な
い
か
。　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
た
め
の
報
償
費
と
し

て
エ
ゾ
シ
カ　

頭
分
を
組
ん
で
い
る
が
、

牧
草
畑
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
被
害
が

出
て
い
る
。　

頭
と
し
た
根
拠
を
聞
き
た

い
。

　

各
農
家
か
ら
苦
情
が
出
た
場
合
に
捕
獲

す
る
の
か
、
事
前
に
回
っ
て
捕
獲
す
る
の

か
。　

頭
を
超
え
て
も
捕
獲
す
る
の
か
伺

う
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
藤
田
委
員
）

Ｑ

　

も
う
も
う
、
オ
ガ
ル
に
つ
い
て
は
、　

年
度
も
食
彩
加
工
研
究
会
を
指
定
管
理
者

と
し
た
い
。

　

オ
ガ
ル
の
利
用
状
況
は
、
平
成　

年
度
、

町
内
外
に
圃
（
ほ
）
場
の
利
用
募
集
を
し

た
と
こ
ろ
、
２
件
の
利
用
者
が
あ
っ
た
。

そ
れ
以
外
の
圃
場
に
つ
い
て
は
、
オ
ガ
ル

の
運
営
の
中
で
生
産
に
使
用
し
て
い
る
。

　

年
度
は
多
く
の
利
用
者
が
集
ま
る
よ
う

指
定
管
理
者
と
協
議
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
柴
田
産
業
建
設
課
長
）

Ａ
　

山
側
の
土
地
が
悪
く
て
作
物
が
取
れ
な

い
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。

土
地
改
良
の
対
策
を
取
り
な
が
ら
、
使
え

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
柴
田
産
業
建
設
課
長
）

Ａ

　

十
分
現
状
把
握
を
し
て
、
新
た
な
取
り

組
み
を
指
定
管
理
者
に
お
願
い
し
た
い
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ヤ
ー
コ
ン
な

ど
、
土
壌
に
合
う
新
た
な
品
種
も
含
め
て

検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
町
と
し
て
も

取
り
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
柴
田
産
業
建
設
課
長
）

Ａ
　

オ
ガ
ル
の
所
期
の
目
的
は
、有
機
栽
培
、

無
農
薬
で
安
全
安
心
な
生
産
物
を
収
穫
し

Ａ

　

観
光
イ
ベ
ン
ト
振
興
費
と
し
て
、
昨
年

度
と
同
内
容
を
見
込
ん
で　

万
円
を
計
上

し
、
企
画
費
の
方
で
も
、
夏
ま
つ
り
の
三

輪
車
む
か
で
競
争
補
助
金
と
し
て　

万
円

が
組
ま
れ
て
い
る
。
今
後
整
理
を
す
る
予

定
が
あ
る
か
。　
　
　
　

（
西
原
委
員
）

Ｑ 捕
獲
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
農
家
か
ら

の
依
頼
分
に
も
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
柴
田
産
業
建
設
課
長
）

　

観
光
協
会
に
は
、
中
長
期
行
財
政
運
営

計
画
に
基
づ
き
、
見
直
し
を
検
討
す
る
よ

う
伝
え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
方
向
に
な

る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
見
直
し
を
か
け
て

く
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

（
柴
田
産
業
建
設
課
長
）

Ａ

て
地
産
地
消
を
進
め
よ
う
と
い
う
こ
と
が

基
本
的
な
考
え
方
だ
と
思
う
。
最
高
責
任

者
と
し
て
実
態
を
把
握
し
て
い
な
い
が
、

今
言
わ
れ
た
よ
う
な
こ
と
が
事
実
で
あ
れ

ば
、
オ
ガ
ル
本
来
の
目
的
に
沿
っ
て
改
良

す
る
も
の
は
改
良
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
指
定
管
理
者
と
十
分
協
議
を
さ

せ
、
土
壌
を
変
え
る
こ
と
も
検
討
し
て
み

た
い
。　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

　

頭
数
調
整
捕
獲
の
数
は
、
平
成　

年
度

の
猟
友
会
と
一
般
狩
猟
者
の
捕
獲
実
績
を

根
拠
と
し
た
。
全
町
的
に
増
え
て
お
り
、

予
算
の
範
囲
内
で
、　

頭
以
上
の
捕
獲
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

捕
り
方
と
し
て
、
一
番
取
り
や
す
い
時

期
は
雪
の
あ
る
時
期
で
あ
る
。
３
月
中
に

許
可
の
申
請
を
あ
げ
て
４
月
１
日
か
ら
捕

獲
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。
今
後
の

Ａ

オガル市民農園、土壌改良し利用率アップめざせ！
　　エゾシカ捕獲は被害に応じて臨機応変に対応すべき
　　　　観光イベント予算の見直し、統廃合を！

■
農
林
水
産
業
費

■
商
工
費

　

約
１
億
５
千
万
円
の
工
事
請
負
費
に
つ

い
て
、
国
で
も
談
合
が
問
題
に
な
り
、
総

務
省
か
ら
指
名
で
は
な
く
一
般
競
争
入
札

で
よ
い
と
い
う
文
書
が
き
て
い
る
と
思

う
。
総
務
省
の
言
う
こ
と
に
必
ず
し
も
従

う
必
要
は
な
い
が
、
今
年
に
な
り
、
ほ
と

ん
ど
の
市
は
一
般
競
争
入
札
に
し
て
い

る
。
新
聞
報
道
な
ど
で
は
、　

％
以
上
の

落
札
率
は
多
く
が
談
合
と
さ
れ
、
一
般
競

争
入
札
に
す
れ
ば　

％
前
後
に
下
が
る
と

Ｑ ■
土
木
費
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本
条
例
は
、
平
成　

年
度
末
で
失
効
期

限
を
迎
え
ま
す
が
、
中
長
期
行
財
政
運
営

計
画
で
継
続
を
決
定
し
て
お
り
、
５
年
間

延
長
す
る
も
の
で
す
。
（
３
月
３
日
本
会

議
で
可
決
）

なかとんべつ町議会だより１５９号 10なかとんべつ町議会だより１５９号19

Ｑ
東
海
林
議
員

Ｑ
東
海
林
委
員

○ 

議
案
第
２
号　

中
頓
別
町
い
き
い

　

 

き
ふ
る
さ
と
推
進
条
例
（
一
部
改

　

 

正
）

Ａ
福
家
教
育
長

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

今
後
十
分
検
討
し
た
い
。

○ 

議
案
第
７
号　

中
頓
別
町
乳
幼
児

　

 

医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
（
一

　

 

部
改
正
）

19

○ 

議
案
第
３
号　

職
員
の
旅
費
に
関

　

 

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
６
号　

中
頓
別
町
営
寿
ス

　
 

キ
ー
場
設
置
条
例
（
一
部
改
正
）

条例審査のあらまし
　定例会に提案された 13件の条例案のうち、
議案第９号、第 31 号、第５号、第４号、第
32 号、第１号は、新しい制度や政策に関す
る条例案のため、いきいきふるさと常任委員
会（柳澤雅宏委員長）に付託され慎重審議さ
れました。審査結果には、３項目の附帯意見
がつけられました。
　その他の条例案は、本会議で審議され、常
任委員会に付託された案件を含む、すべての
条例案は、原案どおり可決され、４月１日か
ら施行されます。
　常任委員会審査での質疑・自由討議の内容
を中心にお知らせします。

後期高齢者医療制度を使うより、健康体操で病院
にかからない体づくりを！

【
主
な
質
疑
】

　

条
例
中
に
表
記
誤
り
が
あ
り
、
修
正
し

た
も
の
で
す
。
（
３
月
３
日
本
会
議
で
可

決
）

　

寿
ス
キ
ー
場
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

　

名
以
上
の
リ
フ
ト
利
用
者
を
対
象
に
団

体
券
（
１
日
券
）
を
新
設
す
る
条
例
改
正

で
す
。
（
３
月
３
日
本
会
議
で
可
決
）

　

な
お
、
条
例
中
の
減
免
規
定
に
よ
り
、

学
校
授
業
の
場
合
は
、
町
内
・
町
外
に
格

差
を
つ
け
た
減
免
料
金
が
設
定
さ
れ
ま
し

た
。

■
高
校
生
以
上　

町
民
５
０
０
円
・
町
民

　

以
外
６
５
０
円

■
中
学
生
以
下　

町
民
４
０
０
円
・
町
民

　

以
外
４
８
０
円

　

学
校
授
業
と
い
う
公
教
育
の
場
面
で
、

町
内
、
町
外
で
格
差
を
つ
け
た
料
金
設
定

は
な
じ
ま
な
い
。
将
来
解
消
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

本
条
例
中
で
引
用
さ
れ
て
い
る
法
律
の

う
ち
、
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、
「
老

人
保
健
法
」
が
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
」
に
変
わ
る
た
め
関
連
条

文
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
（
３
月
３
日

本
会
議
で
可
決
）

○ 

議
案
第　

号　

中
頓
別
町
中
小
企

　

 

業
振
興
資
金
融
資
条
例
（
一
部
改

　

 

正
）

　

本
条
例
中
の
貸
付
条
件
か
ら
、
連
帯
保

証
人
、
担
保
規
定
を
削
除
。
新
た
に
担
保

・
保
証
人
に
つ
い
て
、
融
資
を
取
扱
う
金

融
機
関
の
定
め
に
よ
る
も
の
と
し
た
改
正

で
す
。
（
３
月
３
日
本
会
議
で
可
決
）

○ 

議
案
第
９
号　

中
頓
別
町
後
期
高

　

 

齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
は
じ
ま
る
こ
と
か
ら
本
町

が
行
な
う
事
務
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

で
す
。
（
常
任
委
員
会
付
託
・
３
月　

日

本
会
議
で
可
決
）

○ 

議
案
第
８
号　

重
度
心
身
障
害
者

　

 

及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費

　

 

の
助
成
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改

　

 

正
）

　

議
案
第
７
号
と
同
様
の
理
由
に
よ
り
、

関
連
条
文
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
（
３

月
３
日
本
会
議
で
可
決
）

○ 

議
案
第　

号　

中
頓
別
町
介
護
保

　

 

険
条
例
（
附
則
の
一
部
改
正
）

　

平
成　

年
度
税
制
改
正
に
よ
る
高
齢
者

の
非
課
税
限
度
額
の
廃
止
に
伴
っ
て
、
介

護
保
険
料
の
負
担
が
増
加
す
る
被
保
険
者

に
対
し
、
平
成　

年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た

激
変
緩
和
措
置
を
平
成　

年
度
も
継
続
す

る
た
め
、
条
例
附
則
を
改
正
し
た
も
の
で

す
。
（
３
月
３
日
本
会
議
で
可
決
）

10
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【
主
な
質
疑
】

　

普
通
徴
収
の
納
期
が
７
月
か
ら　

月
ま

で
毎
月
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
法
令
の
定

め
に
よ
る
も
の
か
。
町
の
都
合
に
よ
る
も

の
か
。

　

普
通
徴
収
（
年
金
徴
収
以
外
）
の
納
期

は
町
が
条
例
で
定
め
る
も
の
で
す
。
前
年

度
の
所
得
の
確
定
を
待
つ
必
要
が
あ
る
の

で
７
月
を
第
１
期
と
し
、
低
所
得
者
が
多

い
こ
と
、
他
の
税
の
納
期
と
の
連
動
性
も

考
慮
し
て
、　

月
を
最
終
納
期
と
し
た
。

Ａ
野
邑
町
長

　

今
年
度
実
施
し
て
み
て
、
不
都
合
が

12

12

　

一
流
の
、
中
頓
別
づ
く
り
推
進
事
業
の

Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
指
摘
も

踏
ま
え
、
新
年
度
に
新
た
に
広
報
等
で
の

募
集
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
米
屋
総
務
課
長
）

　

そ
う
や
自
然
学
校
に
つ
い
て
、
予
算
説

明
資
料
で
は
３
８
２
万
と
い
う
数
字
が
上

が
っ
て
い
る
が
予
算
書
の
ど
こ
に
載
っ
て

い
る
の
か
。　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
北
の
杜
推
進
協
議
会
負

担
金
７
０
０
万
円
は
、
何
に
使
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

　

７
０
０
万
を
何
に
使
う
か
わ
か
ら
な
い

と
、
議
会
で
は
決
め
ら
れ
な
い
。
説
明
の

中
味
が
な
い
も
の
は
無
理
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

そ
う
や
自
然
学
校
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
業
務
委
託
料
１
８
９
万
の
内
容
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
理
念
か
ら
、
プ

ロ
を
使
わ
ず
、
地
元
の
知
恵
者
の
人
た
ち

を
使
え
な
い
か
。　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

定
住
促
進
対
策
推
進
事
業
費　

万
は
、

昨
年
よ
り　

％
位
削
減
さ
れ
て
い
る
。
去

年
の
決
算
審
査
で
、
事
業
効
果
を
質
問
し

た
際
、
３
組
ほ
ど
断
っ
て
お
り
、
今
後
増

え
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
答
弁
が
さ
れ
て

い
る
。

Ｑ

Ａ
　

そ
う
や
自
然
学
校
の
予
算
は
、
政
策
推

進
費
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

　

旅
費
や
需
用
費
の
中
に
燃
料
代
や
印
刷

製
本
費
と
し
て
入
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
業
務
委
託
料
な
ど
を

合
わ
せ
て
３
８
２
万
円
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
小
林
総
務
課
参
事
）

Ａ
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
北
の
杜
に
関
し
て
は
、

基
本
的
に
道
の
「
地
域
再
生
チ
ャ
レ
ン
ジ

交
付
金
」の
範
囲
の
中
で
取
り
組
み
た
い
。

平
成　

年
度
に
つ
い
て
は
、
３
町
（
本
町

・
美
瑛
町
・
中
川
町
）
で
２
千
万
補
助
を

い
た
だ
い
た
。
同
じ
よ
う
に　

年
度
、　

年
度
、
セ
カ
ン
ド
ホ
ー
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
二
地
域
居
住
）
や
ヘ
ル
ス
（
健
康
）
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
事
業
を
核
に
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

道
の
予
算
は
前
年
比
６
割
程
度
と
の
情

Ａ

報
を
得
て
い
る
。
予
算
は
７
０
０
万
計
上

し
て
い
る
が
、
減
額
と
な
る
場
合
は
、
執

行
を
留
保
し
て
そ
の
範
囲
に
留
め
る
よ
う

に
し
た
い
。
事
業
内
容
等
に
不
明
確
、
説

明
で
き
な
い
点
が
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
願

い
た
い
。　
　
　

（
小
林
総
務
課
参
事
）

　
　

年
度
か
ら
は
、
「
地
域
再
生
チ
ャ
レ

ン
ジ
交
付
金
」
に
対
し
、
全
道
の
町
村
か

ら
要
望
が
で
て
く
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

（
同
交
付
金
額
が
）
確
定
し
な
い
時
期
に

予
算
計
上
の
必
要
が
あ
り
、　

年
度
と
同

額
の
予
算
を
組
ん
だ
。　

　

そ
の
中
身
に
つ
い
て
近
々
美
瑛
町
で
最

終
的
な
打
ち
合
わ
せ
が
あ
り
、
新
年
度
の

事
業
等
に
つ
い
て
計
画
が
示
さ
れ
る
と
考

え
て
い
る
。
ご
指
摘
ど
お
り
、
計
画
の
中

身
が
明
確
で
な
い
段
階
で
予
算
を
計
上
し

議
決
を
す
る
の
は
難
し
い
と
思
う
。
今
後

こ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮

す
る
。
執
行
に
際
し
て
は
、
事
業
の
中
身

が
固
ま
っ
た
段
階
で
議
会
に
示
す
の
で
、

ご
理
解
願
い
た
い
。　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ

な
ぜ
、
事
業
費
を
削
減
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

　

断
っ
て
い
る
状
況
な
ら
ば
、
予
算
付
け

し
て
事
業
を
展
開
し
た
方
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
。　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

事
業
費
は
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
取
り

組
み
を
従
前
よ
り
弱
め
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。
今
、
民
間
の
企
業
が
、
北
海
道

の
移
住
促
進
協
議
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

道
内
で
の
長
期
滞
在
希
望
者
に
斡
旋
を
行

な
う
取
り
組
み
も
あ
り
、
昨
年
も
そ
う
い

う
と
こ
ろ
か
ら
来
訪
者
が
来
て
い
る
。

　

今
後
も
自
然
学
校
や
観
光
協
会
と
協
力

し
て
今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
東
京
、
大
阪
ま
で
出
向
い

て
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
削
減
し

た
。　
　
　
　
　

（
小
林
総
務
課
参
事
）

Ａ
　

昨
年
、
受
け
入
れ
施
設
と
し
て
敏
音
知

の
特
公
賃
住
宅
と
コ
テ
ー
ジ
、
教
員
住
宅

な
ど
を
活
用
し
て
き
た
。
断
っ
た
の
は
、

訪
問
時
期
が
集
中
し
て
、
重
な
っ
た
た
め

で
あ
る
。

　

受
け
入
れ
施
設
を
増
や
し
た
い
考
え
も

あ
る
が
、
適
当
な
建
物
が
な
い
。
旅
館
業

法
の
関
係
で
保
健
所
か
ら
、
既
存
の
住
宅

へ
の
受
け
入
れ
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　

年
度
は
、
新
た
な
受
け
入
れ
施
設
を

確
保
す
る
の
は
難
し
い
が
、
コ
テ
ー
ジ
の

利
活
用
な
ど
で
観
光
協
会
に
柔
軟
な
対
応

Ａ

　
　

年
度
に
商
工
会
で
取
り
組
ん
だ
事
業

と
し
て
地
域
の
資
源
調
査
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
情
報
発
信
し
て
い
る
。　

年
度
も
こ

れ
ら
を
継
続
し
た
い
。
そ
の
中
で
一
部
自

然
活
動
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
的
役
割
の
事
業
を
や
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
あ
る
。

　

一
人
の
職
員
を
一
年
間
本
町
に
派
遣
し

て
活
動
し
て
も
ら
う
た
め
の
人
件
費
と
諸

経
費
で
あ
る
。

　

平
成　

年
度
が
、
町
の
開
拓
百
年
に
当

た
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
集
大
成
に
つ
な

が
る
よ
う
に
結
び
付
け
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
小
林
総
務
課
参
事
）

Ａ
　

地
元
学
に
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
地
元
の
人
と
外
の
人
と
の
両
方
の
目

か
ら
地
域
を
見
て
、
価
値
を
見
出
し
、
ど

う
活
か
し
て
い
く
か
を
一
緒
に
考
え
る
こ

と
が
基
本
で
あ
り
、
決
し
て
お
任
せ
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
小
林
総
務
課
参
事
）

Ａ

借金（起債）はどれくらい交付税で手当されているか？
　収支均衡予算だが、病院への繰出金で補正予算の可能性は？
　　「そうや自然学校」に具体的計画なし！危惧される赤字運営
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未
納
者
へ
の
延
滞
金（
年
率　

・
６
％
）

は
、
年
金
収
入
の
低
い
人
に
は
高
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。

なかとんべつ町議会だより１５９号 18なかとんべつ町議会だより１５９号11

あ
れ
ば
、
来
年
度
か
ら
改
善
し
た
い
。

　

こ
の
制
度
の
周
知
・
説
明
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
た
か
。

Ｑ
本
多
委
員

　

地
方
交
付
税
の
算
定
に
つ
い
て
、
地
方

再
生
対
策
費
が
で
き
た
の
で
０
・
７
％
増

え
る
が
、
逆
に
骨
太
の
方
針
で
毎
年
下
が

る
部
分
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
相
殺
し
て
、
昨
年
度
と
同
程

度
の
額
を
計
上
し
た
方
が
間
違
い
な
い
と

い
う
見
方
が
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
が
、

１
千
４
百
万
円
増
額
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

積
算
根
拠
を
伺
う
。　
　

（
石
神
委
員
）

　

今
で
も　

％
く
ら
い
は
算
入
さ
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
は
っ
き
り
見
え
な
い
。
そ

の
辺
が
十
分
担
保
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

伺
う
。　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

■
地
方
交
付
税

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

Ｑ
東
海
林
委
員

○
東
海
林
委
員

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

14

【
自
由
討
議
な
し
】

面
の
困
難
も
予
想
さ
れ
る
た
め
原
案
に
反

対
す
る
。

国
保
の
保
険
者
と
し
て
支
援
金
を
納
付
す

る
た
め
、
そ
の
財
源
と
し
て
「
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
課
税
額
」
を
設
け
る
も
の
で

す
。
老
齢
年
金
給
付
の
支
払
を
受
け
て
い

る　

歳
以
上
の
国
保
被
保
険
者
で
あ
る
世

帯
主
に
つ
い
て
、
国
保
税
と
し
て
年
金
か

ら
特
別
徴
収
す
る
た
め
の
改
正
で
も
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
現
在
課
税
し
て
い
る
医
療
給
付

費
に
係
る
税
率
を
医
療
給
付
費
分
と
後
期

高
齢
者
医
療
分
に
分
け
る
た
め
、
国
保
税

全
体
の
税
率
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
（
常
任

委
員
会
付
託
・
３
月　

日
本
会
議
で
可
決
）

○ 
議
案
第　

号　

中
頓
別
町
国
民
健

　

 
康
保
険
税
条
例
（
一
部
改
正
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
の
実
施
に
伴
い
、

31

【
主
な
質
疑
】

　

年
金
は
偶
数
月
の
支
給
で
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
特
別
徴
収
す
る
の
か
。

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
は
、　

歳

か
ら　

歳
の
国
保
の
世
帯
主
が
対
象
と
な

る
。
平
成　

年
度
は
、　

月
支
給
の
年
金

か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
。
一
方
、
普
通
徴

収
の
納
期
は
６
月
、
７
月
、
９
月
、　

月
、

　

月
の
５
期
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
に

限
り
、
特
別
徴
収
の
方
も
普
通
徴
収
の
方

も
、
６
月
か
ら
９
月
納
付
分
は
、
普
通
徴

収
扱
い
と
な
る
。

Ｑ
本
多
委
員

　

敬
老
会
や
健
康
相
談
時
、
民
生
委
員
等

を
通
じ
て
行
っ
て
き
た
。

　

平
成　

年
度
の
普
通
交
付
税
は
、　

億

６
千　

万
６
千
円
を
計
上
し
た
。　

年
度

の
交
付
額
が　

億
７
千
２
２
６
万
３
千
円

で
あ
る
。
比
較
し
て
８
２
０
万
円
ほ
ど　

年
度
よ
り
少
な
く
予
算
計
上
し
て
い
る
。

　
　

年
度
の
額
に
ま
だ
満
た
な
い
の
で
、

　

年
度
、
若
干
の
出
入
り
が
あ
っ
た
と
し

て
も
普
通
交
付
税
の
額
に
つ
い
て
は
、
十

分
ク
リ
ア
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

　

特
定
健
診
料
１
割
負
担
を
無
料
に
す
る

市
町
村
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

助
成
す
る
市
町
村
の
情
報
は
聞
い
て
い

な
い
。

　

保
険
料
は
、
国
保
税
と
比
べ
て
高
く
な

る
の
か
。
軽
減
が
適
用
さ
れ
る
判
定
基
準

は
ど
う
な
る
の
か
。

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

一
概
に
は
言
え
な
い
が
国
保
の
方
が
安

い
と
思
う
。
単
身
世
帯
で
年
収
１
２
０
万

円
以
下
の
場
合
は
、
国
保
の
方
が
安
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
軽
減
は
、
世
帯
の
所

得
を
合
算
し
て
判
定
さ
れ
る
。

　

本
町
の　

歳
以
上
人
口
は
何
人
か
。
保

険
料
が
７
割
、
５
割
、
２
割
軽
減
さ
れ
る

該
当
者
数
は
？

　

年
金
か
ら
保
険
料
を
特
別
徴
収
（
天
引

き
）
さ
れ
る
方
の
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

Ｑ
本
多
委
員

　

被
保
険
者
へ
の
保
険
料
等
の
通
知
は
い

つ
に
な
る
の
か
。

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　
　

歳
以
上
人
口
は
、
４
月
１
日
現
在
で

３
７
８
名
。
軽
減
該
当
者
数
は
２
７
５
名
。

特
別
徴
収
者
は
８
割
程
度
と
予
測
し
て
い

る
。

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

特
別
徴
収
分
は
４
月
上
旬
。
普
通
徴
収

分
は
６
月
中
。
被
保
険
者
証
は
３
月
末
に

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

本
町
も
加
盟
す
る
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
条
例
に
基
づ
き
徴
収
す
る
も

の
で
あ
る
。75

75

届
く
運
び
と
な
っ
て
い
る
。

【
討　

論
】

■
反
対
■

●
本
多
委
員

　

①
町
民
へ
の
説
明
が
不
足
し
て
い
る
。

②
高
齢
者
に
新
た
な
負
担
を
も
た
ら
す
。

③
保
険
料
を
年
金
か
ら
強
制
徴
収
す
る
こ

と
に
な
る
。
④
医
療
を　

歳
と
い
う
年
齢

で
区
切
っ
て
差
別
す
る
や
り
方
は
一
方
的

で
弱
者
を
今
後
益
々
窮
地
に
追
い
込
む
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。
⑤
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
で
も
国
と
道
に
対
し
、

制
度
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
、
財
政
支

援
を
求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
議
決

し
て
お
り
、
制
度
の
不
備
は
多
く
、
財
政

■
賛
成
■

　

す
で
に
国
家
の
し
く
み
と
し
て
組
み
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
今
か
ら
こ
の
制
度
を
崩

壊
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
不
備
な

点
は
今
後
直
さ
れ
て
い
く
と
考
え
原
案
に

賛
成
す
る
。

○
石
神
委
員

　

国
も
制
度
の
不
備
は
見
直
し
て
い
く
と

考
え
原
案
に
賛
成
す
る
。

【
本
会
議
で
の
討
論
・
採
決
】

　

こ
の
議
案
は
、
３
月　

日
の
本
会
議
で

も
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
賛
成
多
数
で
原

案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
本
多
議
員
か
ら
、
常
任
委

員
会
で
の
討
論
と
同
様
の
反
対
意
見
が
述

べ
ら
れ
た
の
に
対
し
、
柳
澤
議
員
が
、
「

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
不
備
は
認
め
る

が
、
法
律
で
４
月
１
日
か
ら
同
制
度
が
は

じ
ま
る
以
上
、
本
町
の
よ
う
な
小
規
模
町

村
が
こ
れ
以
外
の
方
法
で
高
齢
者
医
療
を

行
な
う
こ
と
は
不
可
能
。
反
対
す
る
場
合

は
、
こ
の
制
度
に
代
わ
る
政
策
、
対
案
を

示
さ
な
け
れ
ば
議
会
と
し
て
無
責
任
な
対

応
と
な
る
」
と
の
賛
成
討
論
を
述
べ
ま
し

10

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

本
町
は
、
（
徴
収
率
が
高
い
た
め
）
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
任
意
と
し
て
も
よ

い
団
体
に
該
当
し
な
い
の
か
。

65

74

20

10

11

12
65

10

後期高齢者医療、国保税条例賛成多数で可決！
　　　　　　　　保険料の年金天引き徴収可能に 主な質疑＆答弁

予算審査特別委員会

一
般
会
計
歳
入

Ｑ
　

本
町
の
場
合
、
社
会
資
本
整
備
を
十
分

や
っ
て
借
金
が
多
い
と
思
う
。

　

こ
れ
ま
で
町
側
で
は
、
起
債
は
、
優
良

債
を
借
り
て
お
り
、
後
年
度
に
き
ち
ん
と

普
通
交
付
税
と
し
て
手
当
さ
れ
る
と
い
う

説
明
を
し
て
き
た
。

Ｑ

　

減
債
基
金
や
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
を
し
な
い
で
当
初
予
算
を
組
ん
だ
こ
と

は
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。

　

交
付
税
は
全
額
を
計
上
し
て
お
り
、
今

後
歳
出
の
補
正
が
生
じ
た
場
合
の
財
源
と

し
て
は
、
基
金
を
取
り
崩
す
か
起
債
の
借

り
入
れ
し
か
な
い
と
思
う
が
、
今
後
の
対

応
を
伺
う
。　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ

Ａ

　

端
的
に
言
う
と
、
過
疎
債
に
つ
い
て
は

元
利
償
還
金
の　

％
、
辺
地
債
に
つ
い
て

は
元
利
償
還
の　

％
、
災
害
復
旧
に
つ
い

て
は
元
利
償
還
の　

％
、
一
般
公
共
等
々

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
財
源
対
策
債
等
の

対
応
が
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
の
交
付
税
の
積
算
根
拠
の

写
し
を
配
付
す
る
の
で
、
そ
れ
で
ご
理
解

を
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

　

も
う
一
つ
は
、
地
方
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で

３
カ
年
間
、
１
年
当
た
り
最
高
３
千
万
円

の
措
置
が
さ
れ
る
。
本
町
も　

年
度
に
約

３
千
万
円
近
い
申
請
を
上
げ
て
お
り
、
ど

こ
ま
で
そ
れ
を
み
て
く
れ
る
の
か
、
未
確

定
な
部
分
が
あ
る
。

　

今
後
補
正
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
は
、
病
院
運
営
の
赤
字
分
、
老
朽
化

し
た
除
雪
機
械
１
台
の
購
入
で
あ
る
。
あ

と
は
、
ほ
と
ん
ど
当
初
予
算
で
計
上
が
済

ん
だ
と
思
う
。

　

一
般
財
源
は
、
７
月
の
交
付
税
の
計
算

ま
で
様
子
見
と
な
る
。

　

平
成　

年
度
の
特
別
交
付
税
は
３
月
中

過
ぎ
に
、
大
体
決
ま
る
が
、
そ
の
中
の
地

域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
分
が
ど
れ
く
ら

い
プ
ラ
ス
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
最
悪
の

場
合
、　

年
度
に
基
金
の
取
り
崩
し
が
出

る
の
か
、
又
は
、
交
付
税
で
対
応
で
き
る

の
か
、
見
極
め
が
必
要
に
な
る
。

　

昨
年
度
の
当
初
予
算
は
、
骨
格
予
算
で

あ
っ
た
が
、
約
７
千
万
円
の
基
金
取
り
崩

し
を
し
て
予
算
計
上
し
た
こ
と
に
比
べ
る

と
、
今
年
は
何
と
か
収
支
均
衡
が
実
現
し

た
。

　

今
後
は
、
既
存
の
計
上
予
算
の
中
で
、

余
分
な
こ
と
に
お
金
を
使
わ
ず
、
不
用
額

を
で
き
る
限
り
残
し
、
税
収
の
確
保
等
の

努
力
を
し
な
が
ら
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ
　

不
確
定
要
素
が
多
く
あ
り
お
答
え
し
に

く
い
が
、地
方
再
生
対
策
費
４
千
億
円
は
、

小
規
模
町
村
又
は
過
疎
町
村
に
多
く
配
分

を
す
る
と
い
う
話
も
あ
る
。

Ａ

　

平
成　

年
度
で
起
債
を
予
定
す
る
事
業

（
補
正
予
算
）
は
あ
る
か
。

　

国
保
病
院
は
３
０
０
万
円
の
黒
字
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計
画
だ
が
、
相
当

繰
り
出
し
の
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の

部
分
は
、
ど
の
よ
う
な
財
源
で
対
応
す
る

の
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

ま
ち
づ
く
り
基
金
を
財
源
と
し
た
推
進

事
業
の
応
募
が
、
昨
年
度
は
な
い
が
、
住

民
へ
の
Ｐ
Ｒ
方
法
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　
　

年
度
で
予
定
さ
れ
る
の
は
、
国
の
補

助
金
が
つ
け
ば
除
雪
機
械
を
購
入
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。そ
の
際
、大
体
１
千
４
、

５
百
万
の
過
疎
債
を
借
り
る
こ
と
に
な
ろ

う
か
と
思
う
。
起
債
は
、
そ
れ
く
ら
い
で

あ
る
。

　

病
院
の
経
営
が
ど
う
い
う
状
況
に
な
る

か
に
よ
っ
て
繰
入
金
の
状
況
は
増
減
す
る

が
、
借
入
金
な
ど
の
措
置
は
で
き
な
い
の

で
、留
保
財
源
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
充
当
し
、

そ
れ
で
足
り
な
け
れ
ば
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
が
考
え
ら
れ
る
。　

（
野
邑
町
長
）

Ａ

■
繰
入
金

一
般
会
計
歳
出

■
総
務
費
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特
別
徴
収
の
選
択
条
件
と
し
て
、
被
保

険
者
数
千
人
未
満
、
一
定
の
徴
収
率
が
求

め
ら
れ
る
。
当
分
の
間
、
任
意
と
し
て
も

よ
い
が
、
当
町
は
年
金
徴
収
を
選
択
し
た
。

Ａ
福
家
教
育
長

【
主
な
質
疑
】

○ 

議
案
第
５
号　

中
頓
別
町
特
別
会

　

 

計
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
４
号　

そ
う
や
自
然
学
校

　

 

の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条

　

 

例
（
制
定
）

　

自
然
学
校
は
、
自
然
体
験
、
癒
し
、
都

市
と
の
交
流
の
情
報
発
信
拠
点
な
ど
総
合

的
な
役
割
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
教
育

施
設
の
み
な
ら
ず
、
生
涯
学
習
施
設
と
認

識
し
て
い
る
。

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
確
保
に
積

極
的
に
取
り
組
み
た
い
。
兼
務
に
よ
る
校

長
は
一
年
間
の
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
。

将
来
的
な
施
設
の
運
営
や
あ
り
方
は　

年

度
中
に
固
め
た
い
。

Ｑ
東
海
林
委
員

　

使
用
料
（　

名
ま
で
３
千
円
）
の
算
出

根
拠
は
？
使
用
料
が
減
免
さ
れ
る
の
は
ど

ん
な
場
合
か
？

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

平
成　

年
度
夏
期
間
の
使
用
実
績
経
費

６
千
円
の
半
額
と
し
た
。
近
隣
の
少
年
の

家
な
ど
の
料
金
（
小
中
高
生
一
人
３
０
０

　

年
金
は
、
年
々
減
り
続
け
て
い
る
。　

歳
か
ら　

歳
の
国
保
税
を
年
金
か
ら
天
引

き
す
る
こ
と
は
、
年
金
額
が
低
い
人
の
生

活
を
脅
か
し
か
ね
な
い
の
で
原
案
に
反
対

す
る
。

●
本
多
委
員

【
本
会
議
で
の
討
論
・
採
決
】

【
自
由
討
議
な
し
】

【
討　

論
】

■
反
対
■

Ｑ
本
多
委
員

　

校
長
が
担
当
課
長
の
兼
務
で
う
ま
く
い

く
の
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
専
任
校
長
で

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
ス
タ

ッ
フ
に
し
て
も
た
だ
で
は
な
い
。
町
民
を

指
導
者
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

20

「そうや自然学校」は独立採算を基本に
　　　　　　　町民指導者の積極的な活用を！

■
賛
成
■

　

年
金
天
引
き
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
払

わ
な
い
場
合
は
、
病
気
の
と
き
困
る
わ
け

で
あ
り
、
苦
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
年

金
か
ら
引
か
れ
て
い
た
方
が
本
人
の
た
め

に
は
な
る
と
考
え
原
案
に
賛
成
す
る
。

　

こ
の
議
案
は
、
３
月　

日
の
本
会
議
で

も
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
賛
成
多
数
で
原

案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
本
多
議
員
か
ら
、
常
任
委

員
会
で
の
討
論
と
同
様
の
反
対
意
見
に
加

え
「
町
と
し
て
は
、
当
分
の
間
、
特
別
徴

収
し
な
く
て
済
む
の
で
あ
れ
ば
、
口
座
引

き
落
と
し
の
方
法
も
あ
る
。
ま
た
、
同
じ

年
齢
、
同
じ
年
金
額
で
も
世
帯
の
構
成
に

よ
っ
て
は
、
年
金
か
ら
引
か
れ
る
人
、
引

か
れ
な
い
人
が
あ
る
こ
と
は
公
平
さ
を
欠

く
も
の
で
あ
る
」
と
の
反
対
討
論
が
述
べ

ら
れ
た
の
に
対
し
、
柳
澤
議
員
が
「
ど
の

よ
う
な
手
法
で
あ
っ
て
も
税
金
は
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
滞
納
者
の
発
生
を
助

長
す
る
よ
う
な
条
例
内
容
は
好
ま
し
く
な

い
」
と
の
賛
成
討
論
を
述
べ
ま
し
た
。

74

65

10

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
「
中
頓
別
町
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
」
を
設
置

す
る
条
例
改
正
で
す
。
（
常
任
委
員
会
付

託
・
３
月　

日
本
会
議
で
可
決
）

【
主
な
質
疑
・
自
由
討
論
・
討
議
な
し
】

　

豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
て
地
域
の

青
少
年
の
健
全
な
育
成
と
都
市
と
農
村
の

交
流
に
よ
る
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

旧
敏
音
知
小
学
校
の
校
舎
を
「
そ
う
や
自

然
学
校
」
と
す
る
た
め
の
条
例
で
す
。

（
常
任
委
員
会
付
託
・
３
月　

日
本
会
議

で
可
決
）

10
10

10

円
〜
４
０
０
円
）
を
参
考
に
し
た
。
減
免

の
詳
細
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
他
の

社
会
教
育
施
設
と
の
整
合
性
を
図
り
、
で

き
る
だ
け
有
料
と
し
た
い
。

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

事
業
計
画
上
は
、
す
べ
て
日
帰
り
利
用

と
な
っ
て
い
る
が
、
宿
泊
体
制
も
必
要
で

は
な
い
か
？

　

宿
泊
施
設
と
し
て
の
許
可
を
と
っ
て
い

な
い
。
校
庭
で
の
キ
ャ
ン
プ
は
可
能
と
思

う
。
周
辺
の
コ
テ
ー
ジ
、
キ
ャ
ン
プ
場
を

利
用
す
る
体
験
事
業
を
組
み
立
て
た
い
。

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

町
立
で
い
つ
ま
で
や
る
の
か
？
ス
タ
ッ

フ
、
指
導
体
制
は
ど
う
な
る
の
か
？

　

自
然
学
校
は
、
社
会
教
育
施
設
で
は
な

い
の
か
？

　

平
成　

年
度
は
町
直
営
と
す
る
。
今
後

の
運
営
形
態
（
直
営
・
指
定
管
理
者
等
）

は
、　

年
度
中
に
検
討
し
た
い
。
校
長
は
、

所
管
課
長
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
の

兼
務
、
専
任
は
、
道
か
ら
派
遣
さ
れ
る
社

会
教
育
主
事
。
他
は
、
所
管
課
の
職
員
と

な
る
。

　

観
光
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
動
か
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
野
邑
町
長

　

収
支
の
均
衡
を
取
る
の
は
難
し
い
。
都

市
と
地
域
住
民
の
教
育
施
設
と
し
て
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
町
に
活
気
を
与
え

る
こ
と
に
な
る
。
自
然
環
境
の
良
さ
を
よ

り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
本
町
の

位
置
付
け
を
高
め
た
い
。

　

郷
土
資
料
館
の
削
減
予
算
と
町
づ
く
り

基
金
か
ら
年
間
数
百
万
円
を
充
て
た
い
。

で
き
る
だ
け
不
足
額
を
補
う
た
め
に
最
低

限
の
使
用
料
を
も
ら
い
運
営
し
て
い
き
た

い
。

　

常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
で
は
、

独
立
採
算
を
堅
持
し
、
赤
字
に
な
ら
な
い

20
20

各会計予算の状況
（単位：万円）

比   較年 度 別

会 計 別

２０年度

予算額

１９年度

予算額 金 額 率％

一　　　般　　　会　　　計 92 億 6,072 31 億 32 ▲1 億 3,960 ▲4.5 
自動車学校事業特別会計 4,104 4,118 ▲14 ▲0.3 
国民健康保険事業特別会計 2 億 8,485 2 億 8,942 ▲457 ▲1.6 
老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 3,579 3 億 1,178 ▲2 億 7,599 ▲88.5 

収益的収支 4 億 8,125 4 億 6,569 1,556 3.3 国民健康保険

病院事業会計 資本的支出 4,345 2,871 1,474 51.3 
水 道 事 業 特 別 会 計 8,409 1 億 628 ▲2,219 ▲20.9 
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1 億 1,995 1 億 2,871 ▲876 ▲6.8 
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 1 億 8,450 1 億 8,722 ▲272 ▲1.5 
後期高齢者医療事業特別会計 2,588 - 2,588 皆増

合           計 42 億 6,150 46 億 5,931 ▲3 億 9,780 ▲8.5 

予算計上された主な臨時事業
（単位：万円） 

科目・会計 臨時事業名 事業費 主な事業内容 

地方バス路線維持対策費補助事業 1,875 生活交通路線維持買い支え他 

 業事入受、業事遣派77 業事流交町島上崎大町妹姉

 等金担負会員委行実、費旅張出44 業事進促住定住移

中頓別農業高等学校施設等利活用推進事業 44 普通旅費他 

 料託委ータクラトスンイ、費用需283 業事校学然自やうそ

総 務 費 

 金担負会議協007 業事杜の北トクェジロプ

 修改ムテスシ理管康健の師健保242 修改ムテスシ理管康健衛 生 費 

 え替張の壁外063 業事修改壁外所療診科歯

中山間地域等直接支払制度事業 3,119 交付対象面積約２万６千㎡ 

畜産担い手育成総合整備事業 1,783 草地改良への国 1/2 補助事業 

 他伐間除林有町区地安兵564,1 業事備整全保境環林森

農 林 水 産

業費 

林道事業（森林管理道弥生線開設事業） 3,851 林道開設 延長 283ｍ 幅 4.0ｍ 

 装塗壁外棟１ジーテコ331 事工装塗装外ジーテコ 費工商

中頓別弥生線道路改良工事（０国） 5,000 改良 延長 230ｍ 幅 5.5ｍ 

中頓別弥生線道路改良工事（通常） 5,000 改良 延長 110ｍ 幅 5.5ｍ 

  ｍ001長延 装舗良改000,3 事工金付交線り通条１道町

 他基1灯明照004 事工線り通条１道町

 基2灯明照ｍ551長延道歩・装舗006,1 事工装舗・良改線目丁７

 地団台旭、地団ねかあ57 事工装塗根屋宅住営公

土 木 費 

 他地団別頓小、地団ねかあ42 置設入購器知報災防宅住営公

 部内クンタ竜天621 繕修輌車 費防消

 事工修改機房暖ータンセ民町039 事工修改機房暖ータンセ民町教 育 費 

 戸2中中、戸2小中033 事工化洗水宅住員職教

 他ドッベジャギ動電331 業事備整具器械機療医 業事院病

予算審査特別委員会
は、公開・テレビ中
継されました

■審査の附帯意見
　新規事業は、予算案
に明記し、予算案と整
合性のとれた内訳資料
も提出すること！
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藤
田
委
員
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よ
う
に
す
べ
き
と
の
意
見
で
あ
る
が
、
利

用
者
数
と
収
入
は
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で

い
る
の
か
。

　

こ
の
事
業
に
よ
る
町
内
経
済
へ
の
直
接

・
間
接
的
な
波
及
効
果
を
伺
う
。

☆
本
多
委
員

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

来
、
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
て
も
、

収
入
が
な
け
れ
ば
、
町
が
管
理
料
だ
け
を

負
担
す
る
現
在
の
市
民
農
園
と
同
じ
結
末

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

の
連
携
に
よ
り
事
業
を
行
な
う
考
え
は
あ

る
か
。

【
自
由
討
議
】

【
討
論
な
し
】

　

社
会
教
育
施
設
だ
か
ら
利
益
を
得
る
事

業
で
は
な
い
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
大
変

き
び
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
住
民
生
活

の
基
盤
を
な
す
病
院
や
保
育
所
が
経
費
削

減
を
し
て
必
死
の
運
営
努
力
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
新
規
の
事
業
を

立
ち
上
げ
て
お
り
、
結
果
的
に
は
無
理
で

も
限
り
な
く
独
立
採
算
に
む
け
て
の
努
力

を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

☆
東
海
林
委
員

　

教
育
や
福
祉
に
財
政
効
率
を
求
め
ら
れ

な
い
。
な
る
べ
く
早
く
詳
細
な
事
業
計
画

を
出
し
て
ほ
し
い
。

☆
石
神
委
員

　

教
育
的
、
経
済
的
な
効
果
の
両
方
が
あ

る
。
入
り
込
み
状
況
等
の
計
画
が
明
ら
か

に
な
り
、
両
効
果
が
実
証
で
き
れ
ば
、
限

度
は
あ
る
が
、
少
な
い
持
ち
出
し
額
な
ら

理
解
さ
れ
る
余
地
も
出
て
く
る
。
早
く
綿

密
な
計
画
を
明
ら
か
に
し
て
欲
し
い
。

　

現
在
の
事
業
計
画
は
、
平
成　

年
度
の

実
績
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
今
後

は
、
幅
広
く
広
範
な
事
業
推
進
を
図
り
た

い
。

い
オ
ガ
ル
の
市
民
農
園
の
例
も
あ
り
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
道
派
遣
の
社
教
主
事
が

３
年
後
に
い
な
く
な
っ
た
ら
代
わ
り
の
職

員
の
人
件
費
で
町
の
借
金
が
増
え
て
い
く

の
で
は
な
い
か
。

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

行
政
評
価
、
事
業
評
価
と
い
う
形
で
明

確
な
検
証
は
さ
れ
て
い
な
い
。　

年
度
の

利
用
実
績
の
報
告
書
か
ら
今
年
度
の
事
業

計
画
を
作
成
し
た
。
将
来
的
な
ス
タ
ッ
フ

体
制
は
、
道
派
遣
の
社
教
主
事
が
い
な
く

な
っ
た
後
、
常
勤
職
員
を
置
く
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
一
時
的
な
措
置
で
あ
り
、

現
状
よ
り
費
用
負
担
が
多
く
な
る
と
は
想

定
し
て
い
な
い
。
将
来
的
に
は
、
観
光
協

会
や
町
民
の
協
力
に
よ
る
運
営
を
め
ざ
し

て
い
き
た
い
。

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

平
成　

年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、　

年

度
以
降
も
継
続
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
の

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
運
営
に
関
す

る
計
画
資
料
等
を
整
え
議
会
で
議
論
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。
情
報
開
示
も
進
め
た

い
。

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

こ
れ
か
ら
自
然
学
校
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

組
織
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
で
詳
細
な
年

度
の
事
業
計
画
を
練
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

計
画
の
未
熟
な
と
こ
ろ
は
反
省
し
た

い
。
各
事
業
の
諸
経
費
は
利
用
者
負
担
で

あ
る
。
基
本
的
な
経
費
と
し
て
、
施
設
運

営
費
や
消
耗
品
代
が
か
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
ご
と
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
を

募
集
し
た
い
。

　

新
し
い
事
業
で
あ
る
が
、
事
前
の
事
業

評
価
（
収
支
等
）
が
し
っ
か
り
行
な
わ
れ

て
い
る
の
か
？
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な

Ｑ
石
神
委
員

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

今
の
段
階
で
は
、
試
算
が
で
き
る
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
や
る
以
上
は
、（
物

品
等
は
）
地
元
調
達
を
基
本
に
考
え
て
い

き
た
い
。

Ｑ
東
海
林
委
員

　

新
し
い
事
業
を
や
る
以
上
は
明
確
な
計

画
を
提
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員
長

　

平
成　

年
度
の
大
ま
か
な
利
用
者
数
の

見
込
み
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
野
邑
町
長

　

旧
敏
音
知
小
学
校
は
平
成
８
年
度
に
建

て
ら
れ
、
利
用
し
な
け
れ
ば
補
助
金
を
返

還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
地
区
に

は
、
敏
音
知
岳
を
は
じ
め
、
宿
泊
施
設
、

観
光
施
設
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、
本
町
の

自
然
を
代
表
す
る
地
域
で
あ
り
、
で
き
る

だ
け
、
お
金
を
か
け
な
い
有
効
利
用
策
を

考
え
た
。
ご
指
摘
を
受
け
た
問
題
は
、
４

月
中
に
精
査
を
し
て
示
し
た
い
。

Ｑ
西
原
委
員

　

児
童
ク
ラ
ブ
や
敏
音
知
地
区
自
治
会
と

Ｑ
石
神
委
員

　

全
体
の
収
支
計
画
、
町
と
し
て
の
赤
字

負
担
額
等
が
明
ら
か
に
な
ら
な
け
れ
ば
政

策
事
業
と
呼
べ
な
い
の
で
は
な
い
か
？
将
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「オガル」の二の舞招かぬよう
　　自然学校は綿密な事業計画を作成すべき！

春から「そうや自然学校」となる旧敏音知小学校
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歳 　入 （単位：万円）

款 20 年度 19 年度 比　較 増減％

町 税 17,339 17,203 136 0.8
地 方 譲 与 税 7,398 7,504 ▲106 ▲1.4
地 方 交 付 税 203,206 201,776 1,430 0.7
使 用 料 手 数 料 6,913 6,874 39 0.6
国 庫 支 出 金 11,351 10,179 1,172 11.5
道 支 出 金 13,625 11,860 1,765 14.9
財 産 収 入 860 777 83 10.7
繰 入 金 3,261 25,698 ▲22,437 ▲87.3
諸 収 入 5,397 3,025 2,372 78.4
町 債 20,010 18,100 1,910 10.6
そ の 他 6,712 7,036 ▲324 ▲4.6
合　　　　　計 296,072 310,032 ▲13,960 ▲4.5

歳 　出 
款 20 年度 19 年度 比　較 増減％

議 会 費 3,854 3,947 ▲93 ▲2.4
総 務 費 51,511 65,093 ▲13,582 ▲20.9
民 生 費 27,459 31,225 ▲3,766 ▲12.1
衛 生 費 14,875 14,616 259 1.8
農林水費 18,571 13,687 4,884 35.7
商 工 費 6,200 6,177 23 0.4
土 木 費 19,594 15,677 3,917 25.0
消 防 費 13,812 14,362 ▲550 ▲3.8
教 育 費 18,900 19,045 ▲145 ▲0.8
公 債 費 102,631 104,245 ▲1,614 ▲1.5
諸支出金 18,615 21,857 ▲3,242 ▲14.8
そ の 他 50 101 ▲51 ▲50.5
合  計 296,072 310,032 ▲13,960 ▲4.5

一般会計は超緊縮型、後期高齢者医療事業特別会計を新設

総額４２億６千１百５０万円
平成２０度９会計予算成立平成２０度９会計予算成立平成２０度９会計予算成立

　

一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
平
成　

年

度
予
算
案
は
、
３
月
９
日
に
提
案
に
さ
れ
、

議
員
全
員
で
構
成
す
る
「
予
算
審
査
特
別

委
員
会
」（
本
多
夕
紀
江
委
員
長
）
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
審
議
を
公

開
の
上
、
３
月　

日
、 　

日
に
集
中
審
査

を
行
い
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
９

会
計
予
算
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

全
会
計
あ
わ
せ
た
予
算
額
は
、　 

億
６

千
１
百　

万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ

６
億
８
千
万
円
あ
ま
り
、
率
に
し
て
８
・

５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
会
計
予
算
の
う
ち
、
一
般
会
計
は
対

前
年
度
比
で
約
１
億
４
千
万
円
減
（
４
．

５
％
減
）
で
、
総
額　

億
円
を
割
り
込
む

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
新
年
度
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る

た
め
、
新
た
に
同
名
の
特
別
会
計
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
予
算
が
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た
。

　

新
年
度
予
算
は
、 　

日
に
再
開
さ
れ
た

本
会
議
で
も
特
別
委
員
長
報
告
の
と
お
り

了
承
さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
を
中
心
に
、
各
会
計
予
算
の

概
要
と
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
答

弁
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

20

10

11

50

42

3011

歳出見直し、超緊縮型
交付税前年度並で計上

一般会計予算のあらまし

　平成20年度一般会計予算は、前年
度当初予算（骨格）と比較して 1億
３千９百５９万４千円（▲4.5％）、
６月補正予算（肉付後）との比較で
は、３億３千２百１万円（▲10.1％）
の減額となりました。
　歳入では、地方交付税がほぼ前年
度並（微増）のほか、町債について
は、公債費負担適正化計画に基づき
普通建設事業が抑制され、６千８百
７０万円（▲22.7％）減額されてい
ます。
　歳出については、退職者不補充に
よる人件費の減、道路を中心とする
普通建設事業の減、公債費も減少に
転じ、例年、歳入不足が生じ基金を
取り崩して対応していたものの、本
年度は収支の均衡がとれた予算案と
なっています。　　

20
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の
統
一
な
ど
）
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
で
あ

る
。

　

十
分
検
証
す
る
こ
と
。

②
「
そ
う
や
自
然
学
校
」
の
設
置
に
当
っ

　

て
も
、
事
前
に
事
業
評
価
を
行
い
、
事

　

業
目
的
、
事
業
効
果
、
コ
ス
ト
計
算
を

　

実
施
し
、
で
き
次
第
提
出
説
明
す
る
こ

　

と
。
そ
の
際
、
と
く
に
、
教
育
的
効
果

　

と
経
済
的
効
果
の
両
面
性
に
留
意
す
る

　

こ
と
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
周
知
は
い
ま

　

だ
不
十
分
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

　

住
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
パ
ン
フ

　

レ
ッ
ト
等
を
作
成
し
、
説
明
・
配
付
す

　

る
よ
う
求
め
る
。

Ａ
野
邑
町
長

　

間
違
い
を
見
つ
け
た
ら
、
当
然
直
せ
る

と
思
う
。
決
裁
権
は
な
い
が
、
合
意
段
階

で
指
導
・
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
し
く
み

■
附
帯
意
見

に
し
た
い
。

　

決
裁
が
あ
が
っ
て
き
て
、
教
育
長
の
合

意
段
階
で
、
直
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
事
実
上
決
裁
権
が
行
使
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
？

Ｑ
石
神
委
員

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
代
決
等
の
決

裁
権
は
な
い
。
権
限
も
な
い
。
い
ま
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
、
指
導
・
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
う
だ
け
で
あ
る
。

☆
西
原
委
員

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が
所
管
す
る
環
境

学
習
、
環
境
教
育
、
森
林
療
法
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
言

葉
に
つ
い
て
は
各
自
で
と
ら
え
方
が
違
う

の
で
、
定
義
、
文
言
の
整
理
を
す
べ
き
で

あ
る
。

☆
東
海
林
委
員

　

熊
、
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
駆
除

の
担
当
課
が
ち
ぐ
は
ぐ
な
の
で
、
（
窓
口

☆
本
多
委
員

　

町
づ
く
り
推
進
課
の
所
管
と
し
て
、
観

光
や
環
境
に
関
す
る
こ
と
は
力
が
入
っ
て

い
る
が
、
消
費
者
保
護
や
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
住
民
生
活
に
と
っ

て
重
要
な
仕
事
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
で

あ
る
。

①
今
後
、
新
し
い
政
策
を
示
す
際
は
、
事

　

前
に
事
業
評
価
を
行
い
、
採
算
性
等
を

【
主
な
質
疑
】

○ 

議
案
第　

号　

重
要
な
公
の
施
設

　

 

並
び
に
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

　

 

重
要
な
公
の
施
設
の
利
用
又
は
廃

　

 

止
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
１
号　

中
頓
別
町
課
設
置

　

 

条
例
（
一
部
改
正
）

Ａ
野
邑
町
長

　

地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
の
３
に
兼
職

規
定
が
あ
る
。
教
育
委
員
会
の
行
政
規
則

を
改
正
し
、
参
事
の
役
職
を
つ
く
り
、
町

づ
く
り
推
進
課
長
に
兼
務
発
令
を
し
て
、

生
涯
学
習
計
画
や
教
育
委
員
会
に
所
属
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
教
育
長
ま
で
文
書

を
あ
げ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

Ａ
野
邑
町
長

　

ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
町
長

ま
で
決
裁
を
上
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

教
育
長
の
「
合
意
」
を
も
ら
う
し
く
み
に

し
た
い
。

Ｑ
石
神
委
員

　

町
営
住
宅
、
庁
舎
管
理
が
総
務
課
か
ら

産
業
建
設
課
に
移
管
さ
れ
て
い
る
が
、
防

災
は
総
務
課
に
残
さ
れ
て
い
る
。
災
害
時

に
庁
舎
を
使
う
と
き
総
務
課
が
所
管
し
な

け
れ
ば
指
示
系
統
に
不
都
合
が
出
る
の
で

は
な
い
か
。

Ｑ
星
川
委
員

Ａ
米
屋
総
務
課
長

　

町
営
住
宅
、
庁
舎
管
理
を
一
体
で
行
う

Ｑ
石
神
委
員

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
は
教
育
に
関
す
る

こ
と
も
行
な
う
が
、
決
裁
権
は
課
長
に
あ

る
の
か
、
教
育
長
に
あ
る
の
か
？

新設「まちづくり推進課」が生涯学習を担当
　　　一般行政に教育長の決裁権なし

　

「
そ
う
や
自
然
学
校
」
を
地
方
自
治
法

に
規
定
す
る
重
要
な
公
の
施
設
に
加
え
る

た
め
の
条
例
改
正
で
す
。
（
常
任
委
員
会

付
託
・
３
月　

日
本
会
議
で
可
決
）

　

地
域
振
興
、
地
域
再
生
推
進
、
環
境
保

全
対
策
、
ま
ち
づ
く
り
・
生
涯
学
習
計
画

の
推
進
な
ど
、
町
長
部
局
と
教
育
委
員
会

が
連
携
し
、
効
率
的
、
合
理
的
に
施
策
を

推
進
す
る
た
め
、
組
織
機
構
の
一
部
を
見

直
し
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
を
新
設
す
る

た
め
の
条
例
改
正
で
す
。
（
常
任
委
員
会

付
託
・
３
月　

日
本
会
議
で
可
決
）

【
主
な
質
疑
・
自
由
討
論
・
討
議
な
し
】

方
が
よ
い
と
判
断
し
た
。
総
務
課
と
産
業

建
設
課
が
常
に
連
携
を
と
り
不
都
合
が
な

い
よ
う
に
し
た
い
。

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
米
屋
総
務
課
長

　

「
森
林
療
法
」
が
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

の
所
管
業
務
に
な
っ
て
い
る
が
、
医
学
用

語
で
は
な
い
か
。

　

深
く
考
え
ず
に
使
用
し
た
。
調
査
・
検

討
の
上
、
ま
ず
け
れ
ば
今
後
条
例
改
正
を

提
案
し
た
い
。

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
野
邑
町
長

　

「
商
業
・
工
業
」
に
関
す
る
こ
と
が
産

業
建
設
課
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
に
所
管
替
え
す
る
理
由
を
伺
う
。

　

本
来
は
産
業
建
設
課
に
入
る
べ
き
だ
と

思
う
が
、
職
員
が
減
っ
て
き
て
お
り
、
課

ど
う
し
の
連
携
・
効
率
化
を
最
優
先
に
考

え
て
の
こ
と
で
あ
る
。

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
福
家
教
育
長

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
「
環
境
学
習
・

環
境
教
育
」
は
、
環
境
学
習
に
一
本
化
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
教
育
な
ら
ば
教
育
委

員
会
の
所
管
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

Ｑ
西
原
委
員

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
「
ツ
ー
リ
ズ
ム

」
の
意
味
は
な
に
か
。
交
流
活
動
で
は
な

　

ご
指
摘
の
と
お
り
で
構
わ
な
い
と
思
う

が
、
検
討
の
上
、
ま
ず
け
れ
ば
次
の
議
会

で
改
正
を
提
案
し
た
い
。

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
米
屋
総
務
課
長

　

新
し
い
課
を
つ
く
っ
て
も
行
革
に
は
逆

行
し
な
い
、
（
総
務
）
課
が
大
き
く
な
り

す
ぎ
仕
事
が
進
ま
な
い
の
で
新
設
し
た
と

の
説
明
だ
が
、
他
の
課
で
も
同
様
の
実
態

が
あ
れ
ば
、
今
後
課
の
新
設
は
あ
る
の

か
。

　

い
ろ
ん
な
使
い
方
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
、

総
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ａ
野
邑
町
長

　

今
現
在
は
新
し
い
課
を
つ
く
ろ
う
と
は

考
え
て
い
な
い
。
４
課
が
最
善
だ
と
思

う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
が
連
携
を
密
に
す
る

意
味
で
業
務
の
移
動
は
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ
東
海
林
委
員

　

条
例
を
判
り
や
す
く
す
る
た
め
、
で
き

る
だ
け
カ
タ
カ
ナ
用
語
を
避
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ
野
邑
町
長

　

で
き
る
だ
け
日
本
語
に
し
た
い
。
改
正

を
す
る
場
合
は
注
意
し
た
い
。

Ｑ
石
神
委
員

　

「
町
長
の
職
務
を
代
理
す
る
職
員
の
順

序
を
定
め
る
規
則
」
で
は
、
第
１
順
位
は

総
務
課
長
だ
が
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

は
、
２
番
目
に
な
る
の
か
？

Ａ
野
邑
町
長

　

決
め
方
に
特
段
の
定
め
は
な
い
の
で
、

２
番
目
を
だ
れ
に
す
る
か
は
今
後
内
部
で

検
討
し
た
い
。

　

教
育
委
員
会
に
関
す
る
も
の
以
外
に

は
、
教
育
長
の
決
裁
は
及
ば
な
い
と
解
し

て
よ
い
か
。

Ａ
野
邑
町
長

　

副
町
長
等
の
職
務
を
教
育
長
は
代
行
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
教
育
委
員
会

に
属
し
な
い
一
般
的
な
業
務
に
つ
い
て

は
、
教
育
長
の
「
合
意
」
を
も
ら
う
こ
と

Ｑ
石
神
委
員

　

決
裁
権
と
合
意
は
ち
が
う
と
思
う
。
教

育
長
に
決
裁
権
が
あ
る
の
か
、
単
に
「
合

意
」
を
も
ら
う
だ
け
な
の
か
。

321010

い
の
か
。

【
自
由
討
議
】

【
討
論
な
し
】

平成19年度補正予算のあらまし

　歳入歳出予算の総額に６千２百２９万５千円を追加し、
予算総額は３３億６千１百万８千円になりました。
　歳出は、全体として決算見込みに基づく減額が主な内容
ですが、住基ネット機器更改委託料で３百６０万７千円
（総務費）、国保病院事業への運営費補助などに１億３千
１百２３万２千円（保健衛生費）がそれぞれ増額計上され
ました。

○ 議案第14号　一般会計補正予算

　経費の節減により、歳入歳出予算の総額から４百９万８
千円を減額。予算総額を３千７百８万円としました。

○ 議案第15号　自動車学校事業特別会計

　歳入歳出予算の総額に２百５９万８千円を追加し、予算
総額は３億２千９百６６万７千円になりました。
　歳出では、後期高齢者医療に伴う電算システムの改修委
託料などに３百５２万円が増額計上されました。

○ 議案第16号　国民健康保険事業特別会計

　歳入歳出予算の総額から１千９百４６万１千円を減額。
予算総額を３億５千５百４６万３千円としました。

○ 議案第17号　老人保健事業特別会計

　収益的収支のうち、支出で、固定資産除却費４百９３万
４千円を計上。収入では病院運営費補助など他会計からの
補助金１億２千８百２３万２千円を計上。特別利益３百万
円を加えた収入総額は４億６千４百９１万６千円。支出は
４億６千１百９１万６千円になりました。
　資本的収支では、支出で国保病院建設に係る企業債繰上
償還元金１億５千８百万１千円を計上し、総額は１億９千
２６６万３千円に。収入でも同額を借換債として計上し、
収入が支出額に対して不足する１千１百９５万６千円は当
年度損益勘定留保資金で補てんしています。

○ 議案第18号　国民健康保険病院事業会計

　歳入歳出予算の総額から８百６３万１千円を減額し、予
算総額を９千７百６４万５千円としました。

○ 議案第19号　水道事業特別会計

　歳入歳出予算の総額から１百１５万１千円を減額し、予
算総額を１億２千７百５６万４千円としました。

○ 議案第20号　下水道事業特別会計

　支払基金交付金、国庫支出金、道支出金で９百４万３千
円を減額し、同額を介護給付費準備基金繰入金、前年度繰
越金で増額する歳入内補正です。歳入歳出予算総額１億９
千３百５４万３千円は変わりません。

○ 議案第21号　介護保険事業特別会計

　豊泉旭台線（延長4,524.45メートル）を町道として認定
しました。

○ 議案第12号　町道路線の認定

　２条通り線（延長783.00メートル）を工事の進ちょくに
伴い、延長を787.79メートルに変更し、あわせて幅員も変
更しました。

○ 議案第13号　町道路線の変更

その他の議案



なかとんべつ町議会だより１５９号 14なかとんべつ町議会だより１５９号15

の
統
一
な
ど
）
柔
軟
に
対
応
す
べ
き
で
あ

る
。

　

十
分
検
証
す
る
こ
と
。

②
「
そ
う
や
自
然
学
校
」
の
設
置
に
当
っ

　

て
も
、
事
前
に
事
業
評
価
を
行
い
、
事

　

業
目
的
、
事
業
効
果
、
コ
ス
ト
計
算
を

　

実
施
し
、
で
き
次
第
提
出
説
明
す
る
こ

　

と
。
そ
の
際
、
と
く
に
、
教
育
的
効
果

　

と
経
済
的
効
果
の
両
面
性
に
留
意
す
る

　

こ
と
。

③
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
周
知
は
い
ま

　

だ
不
十
分
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

　

住
民
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
パ
ン
フ

　

レ
ッ
ト
等
を
作
成
し
、
説
明
・
配
付
す

　

る
よ
う
求
め
る
。

Ａ
野
邑
町
長

　

間
違
い
を
見
つ
け
た
ら
、
当
然
直
せ
る

と
思
う
。
決
裁
権
は
な
い
が
、
合
意
段
階

で
指
導
・
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
し
く
み

■
附
帯
意
見

に
し
た
い
。

　

決
裁
が
あ
が
っ
て
き
て
、
教
育
長
の
合

意
段
階
で
、
直
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
そ
れ
は
事
実
上
決
裁
権
が
行
使
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
？

Ｑ
石
神
委
員

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
代
決
等
の
決

裁
権
は
な
い
。
権
限
も
な
い
。
い
ま
ま
で

の
経
験
を
生
か
し
、
指
導
・
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
う
だ
け
で
あ
る
。

☆
西
原
委
員

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が
所
管
す
る
環
境

学
習
、
環
境
教
育
、
森
林
療
法
、
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
い
っ
た
言

葉
に
つ
い
て
は
各
自
で
と
ら
え
方
が
違
う

の
で
、
定
義
、
文
言
の
整
理
を
す
べ
き
で

あ
る
。

☆
東
海
林
委
員

　

熊
、
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
駆
除

の
担
当
課
が
ち
ぐ
は
ぐ
な
の
で
、
（
窓
口

☆
本
多
委
員

　

町
づ
く
り
推
進
課
の
所
管
と
し
て
、
観

光
や
環
境
に
関
す
る
こ
と
は
力
が
入
っ
て

い
る
が
、
消
費
者
保
護
や
男
女
共
同
参
画

に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
住
民
生
活
に
と
っ

て
重
要
な
仕
事
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
で

あ
る
。

①
今
後
、
新
し
い
政
策
を
示
す
際
は
、
事

　

前
に
事
業
評
価
を
行
い
、
採
算
性
等
を

【
主
な
質
疑
】

○ 

議
案
第　

号　

重
要
な
公
の
施
設

　

 

並
び
に
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き

　

 

重
要
な
公
の
施
設
の
利
用
又
は
廃

　

 

止
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
１
号　

中
頓
別
町
課
設
置

　

 

条
例
（
一
部
改
正
）

Ａ
野
邑
町
長

　

地
方
自
治
法
第
１
８
０
条
の
３
に
兼
職

規
定
が
あ
る
。
教
育
委
員
会
の
行
政
規
則

を
改
正
し
、
参
事
の
役
職
を
つ
く
り
、
町

づ
く
り
推
進
課
長
に
兼
務
発
令
を
し
て
、

生
涯
学
習
計
画
や
教
育
委
員
会
に
所
属
す

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
教
育
長
ま
で
文
書

を
あ
げ
て
い
く
よ
う
に
し
た
い
。

Ａ
野
邑
町
長

　

ご
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
町
長

ま
で
決
裁
を
上
げ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

教
育
長
の
「
合
意
」
を
も
ら
う
し
く
み
に

し
た
い
。

Ｑ
石
神
委
員

　

町
営
住
宅
、
庁
舎
管
理
が
総
務
課
か
ら

産
業
建
設
課
に
移
管
さ
れ
て
い
る
が
、
防

災
は
総
務
課
に
残
さ
れ
て
い
る
。
災
害
時

に
庁
舎
を
使
う
と
き
総
務
課
が
所
管
し
な

け
れ
ば
指
示
系
統
に
不
都
合
が
出
る
の
で

は
な
い
か
。

Ｑ
星
川
委
員

Ａ
米
屋
総
務
課
長

　

町
営
住
宅
、
庁
舎
管
理
を
一
体
で
行
う

Ｑ
石
神
委
員

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
は
教
育
に
関
す
る

こ
と
も
行
な
う
が
、
決
裁
権
は
課
長
に
あ

る
の
か
、
教
育
長
に
あ
る
の
か
？

新設「まちづくり推進課」が生涯学習を担当
　　　一般行政に教育長の決裁権なし

　

「
そ
う
や
自
然
学
校
」
を
地
方
自
治
法

に
規
定
す
る
重
要
な
公
の
施
設
に
加
え
る

た
め
の
条
例
改
正
で
す
。
（
常
任
委
員
会

付
託
・
３
月　

日
本
会
議
で
可
決
）

　

地
域
振
興
、
地
域
再
生
推
進
、
環
境
保

全
対
策
、
ま
ち
づ
く
り
・
生
涯
学
習
計
画

の
推
進
な
ど
、
町
長
部
局
と
教
育
委
員
会

が
連
携
し
、
効
率
的
、
合
理
的
に
施
策
を

推
進
す
る
た
め
、
組
織
機
構
の
一
部
を
見

直
し
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
を
新
設
す
る

た
め
の
条
例
改
正
で
す
。
（
常
任
委
員
会

付
託
・
３
月　

日
本
会
議
で
可
決
）

【
主
な
質
疑
・
自
由
討
論
・
討
議
な
し
】

方
が
よ
い
と
判
断
し
た
。
総
務
課
と
産
業

建
設
課
が
常
に
連
携
を
と
り
不
都
合
が
な

い
よ
う
に
し
た
い
。

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
米
屋
総
務
課
長

　

「
森
林
療
法
」
が
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

の
所
管
業
務
に
な
っ
て
い
る
が
、
医
学
用

語
で
は
な
い
か
。

　

深
く
考
え
ず
に
使
用
し
た
。
調
査
・
検

討
の
上
、
ま
ず
け
れ
ば
今
後
条
例
改
正
を

提
案
し
た
い
。

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
野
邑
町
長

　

「
商
業
・
工
業
」
に
関
す
る
こ
と
が
産

業
建
設
課
で
は
な
く
、
ま
ち
づ
く
り
推
進

課
に
所
管
替
え
す
る
理
由
を
伺
う
。

　

本
来
は
産
業
建
設
課
に
入
る
べ
き
だ
と

思
う
が
、
職
員
が
減
っ
て
き
て
お
り
、
課

ど
う
し
の
連
携
・
効
率
化
を
最
優
先
に
考

え
て
の
こ
と
で
あ
る
。

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
福
家
教
育
長

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
「
環
境
学
習
・

環
境
教
育
」
は
、
環
境
学
習
に
一
本
化
す

べ
き
で
は
な
い
か
。
教
育
な
ら
ば
教
育
委

員
会
の
所
管
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

Ｑ
西
原
委
員

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
「
ツ
ー
リ
ズ
ム

」
の
意
味
は
な
に
か
。
交
流
活
動
で
は
な

　

ご
指
摘
の
と
お
り
で
構
わ
な
い
と
思
う

が
、
検
討
の
上
、
ま
ず
け
れ
ば
次
の
議
会

で
改
正
を
提
案
し
た
い
。

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
米
屋
総
務
課
長

　

新
し
い
課
を
つ
く
っ
て
も
行
革
に
は
逆

行
し
な
い
、
（
総
務
）
課
が
大
き
く
な
り

す
ぎ
仕
事
が
進
ま
な
い
の
で
新
設
し
た
と

の
説
明
だ
が
、
他
の
課
で
も
同
様
の
実
態

が
あ
れ
ば
、
今
後
課
の
新
設
は
あ
る
の

か
。

　

い
ろ
ん
な
使
い
方
の
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
、

総
称
し
た
も
の
で
あ
る
。

Ａ
野
邑
町
長

　

今
現
在
は
新
し
い
課
を
つ
く
ろ
う
と
は

考
え
て
い
な
い
。
４
課
が
最
善
だ
と
思

う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
が
連
携
を
密
に
す
る

意
味
で
業
務
の
移
動
は
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ
東
海
林
委
員

　

条
例
を
判
り
や
す
く
す
る
た
め
、
で
き

る
だ
け
カ
タ
カ
ナ
用
語
を
避
け
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

Ａ
野
邑
町
長

　

で
き
る
だ
け
日
本
語
に
し
た
い
。
改
正

を
す
る
場
合
は
注
意
し
た
い
。

Ｑ
石
神
委
員

　

「
町
長
の
職
務
を
代
理
す
る
職
員
の
順

序
を
定
め
る
規
則
」
で
は
、
第
１
順
位
は

総
務
課
長
だ
が
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

は
、
２
番
目
に
な
る
の
か
？

Ａ
野
邑
町
長

　

決
め
方
に
特
段
の
定
め
は
な
い
の
で
、

２
番
目
を
だ
れ
に
す
る
か
は
今
後
内
部
で

検
討
し
た
い
。

　

教
育
委
員
会
に
関
す
る
も
の
以
外
に

は
、
教
育
長
の
決
裁
は
及
ば
な
い
と
解
し

て
よ
い
か
。

Ａ
野
邑
町
長

　

副
町
長
等
の
職
務
を
教
育
長
は
代
行
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
教
育
委
員
会

に
属
し
な
い
一
般
的
な
業
務
に
つ
い
て

は
、
教
育
長
の
「
合
意
」
を
も
ら
う
こ
と

Ｑ
石
神
委
員

　

決
裁
権
と
合
意
は
ち
が
う
と
思
う
。
教

育
長
に
決
裁
権
が
あ
る
の
か
、
単
に
「
合

意
」
を
も
ら
う
だ
け
な
の
か
。

321010

い
の
か
。

【
自
由
討
議
】

【
討
論
な
し
】

平成19年度補正予算のあらまし

　歳入歳出予算の総額に６千２百２９万５千円を追加し、
予算総額は３３億６千１百万８千円になりました。
　歳出は、全体として決算見込みに基づく減額が主な内容
ですが、住基ネット機器更改委託料で３百６０万７千円
（総務費）、国保病院事業への運営費補助などに１億３千
１百２３万２千円（保健衛生費）がそれぞれ増額計上され
ました。

○ 議案第14号　一般会計補正予算

　経費の節減により、歳入歳出予算の総額から４百９万８
千円を減額。予算総額を３千７百８万円としました。

○ 議案第15号　自動車学校事業特別会計

　歳入歳出予算の総額に２百５９万８千円を追加し、予算
総額は３億２千９百６６万７千円になりました。
　歳出では、後期高齢者医療に伴う電算システムの改修委
託料などに３百５２万円が増額計上されました。

○ 議案第16号　国民健康保険事業特別会計

　歳入歳出予算の総額から１千９百４６万１千円を減額。
予算総額を３億５千５百４６万３千円としました。

○ 議案第17号　老人保健事業特別会計

　収益的収支のうち、支出で、固定資産除却費４百９３万
４千円を計上。収入では病院運営費補助など他会計からの
補助金１億２千８百２３万２千円を計上。特別利益３百万
円を加えた収入総額は４億６千４百９１万６千円。支出は
４億６千１百９１万６千円になりました。
　資本的収支では、支出で国保病院建設に係る企業債繰上
償還元金１億５千８百万１千円を計上し、総額は１億９千
２６６万３千円に。収入でも同額を借換債として計上し、
収入が支出額に対して不足する１千１百９５万６千円は当
年度損益勘定留保資金で補てんしています。

○ 議案第18号　国民健康保険病院事業会計

　歳入歳出予算の総額から８百６３万１千円を減額し、予
算総額を９千７百６４万５千円としました。

○ 議案第19号　水道事業特別会計

　歳入歳出予算の総額から１百１５万１千円を減額し、予
算総額を１億２千７百５６万４千円としました。

○ 議案第20号　下水道事業特別会計

　支払基金交付金、国庫支出金、道支出金で９百４万３千
円を減額し、同額を介護給付費準備基金繰入金、前年度繰
越金で増額する歳入内補正です。歳入歳出予算総額１億９
千３百５４万３千円は変わりません。

○ 議案第21号　介護保険事業特別会計

　豊泉旭台線（延長4,524.45メートル）を町道として認定
しました。

○ 議案第12号　町道路線の認定

　２条通り線（延長783.00メートル）を工事の進ちょくに
伴い、延長を787.79メートルに変更し、あわせて幅員も変
更しました。

○ 議案第13号　町道路線の変更

その他の議案
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よ
う
に
す
べ
き
と
の
意
見
で
あ
る
が
、
利

用
者
数
と
収
入
は
ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で

い
る
の
か
。

　

こ
の
事
業
に
よ
る
町
内
経
済
へ
の
直
接

・
間
接
的
な
波
及
効
果
を
伺
う
。

☆
本
多
委
員

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

来
、
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
て
も
、

収
入
が
な
け
れ
ば
、
町
が
管
理
料
だ
け
を

負
担
す
る
現
在
の
市
民
農
園
と
同
じ
結
末

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

の
連
携
に
よ
り
事
業
を
行
な
う
考
え
は
あ

る
か
。

【
自
由
討
議
】

【
討
論
な
し
】

　

社
会
教
育
施
設
だ
か
ら
利
益
を
得
る
事

業
で
は
な
い
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
大
変

き
び
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
住
民
生
活

の
基
盤
を
な
す
病
院
や
保
育
所
が
経
費
削

減
を
し
て
必
死
の
運
営
努
力
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
新
規
の
事
業
を

立
ち
上
げ
て
お
り
、
結
果
的
に
は
無
理
で

も
限
り
な
く
独
立
採
算
に
む
け
て
の
努
力

を
す
る
べ
き
で
あ
る
。

☆
東
海
林
委
員

　

教
育
や
福
祉
に
財
政
効
率
を
求
め
ら
れ

な
い
。
な
る
べ
く
早
く
詳
細
な
事
業
計
画

を
出
し
て
ほ
し
い
。

☆
石
神
委
員

　

教
育
的
、
経
済
的
な
効
果
の
両
方
が
あ

る
。
入
り
込
み
状
況
等
の
計
画
が
明
ら
か

に
な
り
、
両
効
果
が
実
証
で
き
れ
ば
、
限

度
は
あ
る
が
、
少
な
い
持
ち
出
し
額
な
ら

理
解
さ
れ
る
余
地
も
出
て
く
る
。
早
く
綿

密
な
計
画
を
明
ら
か
に
し
て
欲
し
い
。

　

現
在
の
事
業
計
画
は
、
平
成　

年
度
の

実
績
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。
今
後

は
、
幅
広
く
広
範
な
事
業
推
進
を
図
り
た

い
。

い
オ
ガ
ル
の
市
民
農
園
の
例
も
あ
り
指
摘

し
て
お
き
た
い
。
道
派
遣
の
社
教
主
事
が

３
年
後
に
い
な
く
な
っ
た
ら
代
わ
り
の
職

員
の
人
件
費
で
町
の
借
金
が
増
え
て
い
く

の
で
は
な
い
か
。

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

行
政
評
価
、
事
業
評
価
と
い
う
形
で
明

確
な
検
証
は
さ
れ
て
い
な
い
。　

年
度
の

利
用
実
績
の
報
告
書
か
ら
今
年
度
の
事
業

計
画
を
作
成
し
た
。
将
来
的
な
ス
タ
ッ
フ

体
制
は
、
道
派
遣
の
社
教
主
事
が
い
な
く

な
っ
た
後
、
常
勤
職
員
を
置
く
こ
と
は
考

え
て
い
な
い
。
一
時
的
な
措
置
で
あ
り
、

現
状
よ
り
費
用
負
担
が
多
く
な
る
と
は
想

定
し
て
い
な
い
。
将
来
的
に
は
、
観
光
協

会
や
町
民
の
協
力
に
よ
る
運
営
を
め
ざ
し

て
い
き
た
い
。

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

平
成　

年
度
の
実
績
を
踏
ま
え
、　

年

度
以
降
も
継
続
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
の

で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
運
営
に
関
す

る
計
画
資
料
等
を
整
え
議
会
で
議
論
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
。
情
報
開
示
も
進
め
た

い
。

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

こ
れ
か
ら
自
然
学
校
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

組
織
を
立
ち
上
げ
、
そ
の
中
で
詳
細
な
年

度
の
事
業
計
画
を
練
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
。

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

計
画
の
未
熟
な
と
こ
ろ
は
反
省
し
た

い
。
各
事
業
の
諸
経
費
は
利
用
者
負
担
で

あ
る
。
基
本
的
な
経
費
と
し
て
、
施
設
運

営
費
や
消
耗
品
代
が
か
か
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
事
業
ご
と
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
を

募
集
し
た
い
。

　

新
し
い
事
業
で
あ
る
が
、
事
前
の
事
業

評
価
（
収
支
等
）
が
し
っ
か
り
行
な
わ
れ

て
い
る
の
か
？
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な

Ｑ
石
神
委
員

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

今
の
段
階
で
は
、
試
算
が
で
き
る
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。
や
る
以
上
は
、（
物

品
等
は
）
地
元
調
達
を
基
本
に
考
え
て
い

き
た
い
。

Ｑ
東
海
林
委
員

　

新
し
い
事
業
を
や
る
以
上
は
明
確
な
計

画
を
提
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ｑ
柳
澤
委
員
長

　

平
成　

年
度
の
大
ま
か
な
利
用
者
数
の

見
込
み
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
野
邑
町
長

　

旧
敏
音
知
小
学
校
は
平
成
８
年
度
に
建

て
ら
れ
、
利
用
し
な
け
れ
ば
補
助
金
を
返

還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
地
区
に

は
、
敏
音
知
岳
を
は
じ
め
、
宿
泊
施
設
、

観
光
施
設
が
集
約
さ
れ
て
お
り
、
本
町
の

自
然
を
代
表
す
る
地
域
で
あ
り
、
で
き
る

だ
け
、
お
金
を
か
け
な
い
有
効
利
用
策
を

考
え
た
。
ご
指
摘
を
受
け
た
問
題
は
、
４

月
中
に
精
査
を
し
て
示
し
た
い
。

Ｑ
西
原
委
員

　

児
童
ク
ラ
ブ
や
敏
音
知
地
区
自
治
会
と

Ｑ
石
神
委
員

　

全
体
の
収
支
計
画
、
町
と
し
て
の
赤
字

負
担
額
等
が
明
ら
か
に
な
ら
な
け
れ
ば
政

策
事
業
と
呼
べ
な
い
の
で
は
な
い
か
？
将

19

「オガル」の二の舞招かぬよう
　　自然学校は綿密な事業計画を作成すべき！

春から「そうや自然学校」となる旧敏音知小学校

20 19

19

歳 　入 （単位：万円）

款 20 年度 19 年度 比　較 増減％

町 税 17,339 17,203 136 0.8
地 方 譲 与 税 7,398 7,504 ▲106 ▲1.4
地 方 交 付 税 203,206 201,776 1,430 0.7
使 用 料 手 数 料 6,913 6,874 39 0.6
国 庫 支 出 金 11,351 10,179 1,172 11.5
道 支 出 金 13,625 11,860 1,765 14.9
財 産 収 入 860 777 83 10.7
繰 入 金 3,261 25,698 ▲22,437 ▲87.3
諸 収 入 5,397 3,025 2,372 78.4
町 債 20,010 18,100 1,910 10.6
そ の 他 6,712 7,036 ▲324 ▲4.6
合　　　　　計 296,072 310,032 ▲13,960 ▲4.5

歳 　出 
款 20 年度 19 年度 比　較 増減％

議 会 費 3,854 3,947 ▲93 ▲2.4
総 務 費 51,511 65,093 ▲13,582 ▲20.9
民 生 費 27,459 31,225 ▲3,766 ▲12.1
衛 生 費 14,875 14,616 259 1.8
農林水費 18,571 13,687 4,884 35.7
商 工 費 6,200 6,177 23 0.4
土 木 費 19,594 15,677 3,917 25.0
消 防 費 13,812 14,362 ▲550 ▲3.8
教 育 費 18,900 19,045 ▲145 ▲0.8
公 債 費 102,631 104,245 ▲1,614 ▲1.5
諸支出金 18,615 21,857 ▲3,242 ▲14.8
そ の 他 50 101 ▲51 ▲50.5
合  計 296,072 310,032 ▲13,960 ▲4.5

一般会計は超緊縮型、後期高齢者医療事業特別会計を新設

総額４２億６千１百５０万円
平成２０度９会計予算成立平成２０度９会計予算成立平成２０度９会計予算成立

　

一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
平
成　

年

度
予
算
案
は
、
３
月
９
日
に
提
案
に
さ
れ
、

議
員
全
員
で
構
成
す
る
「
予
算
審
査
特
別

委
員
会
」（
本
多
夕
紀
江
委
員
長
）
に
付
託

さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、
審
議
を
公

開
の
上
、
３
月　

日
、 　

日
に
集
中
審
査

を
行
い
、
一
般
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
９

会
計
予
算
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

全
会
計
あ
わ
せ
た
予
算
額
は
、　 

億
６

千
１
百　

万
円
と
な
り
、
前
年
度
に
比
べ

６
億
８
千
万
円
あ
ま
り
、
率
に
し
て
８
・

５
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

各
会
計
予
算
の
う
ち
、
一
般
会
計
は
対

前
年
度
比
で
約
１
億
４
千
万
円
減
（
４
．

５
％
減
）
で
、
総
額　

億
円
を
割
り
込
む

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
で
は
、
新
年
度
か
ら

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る

た
め
、
新
た
に
同
名
の
特
別
会
計
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
老
人
保
健

事
業
特
別
会
計
予
算
が
大
幅
に
減
少
し
ま

し
た
。

　

新
年
度
予
算
は
、 　

日
に
再
開
さ
れ
た

本
会
議
で
も
特
別
委
員
長
報
告
の
と
お
り

了
承
さ
れ
、
成
立
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
を
中
心
に
、
各
会
計
予
算
の

概
要
と
特
別
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
答

弁
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

20
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11

50

42

3011

歳出見直し、超緊縮型
交付税前年度並で計上

一般会計予算のあらまし

　平成20年度一般会計予算は、前年
度当初予算（骨格）と比較して 1億
３千９百５９万４千円（▲4.5％）、
６月補正予算（肉付後）との比較で
は、３億３千２百１万円（▲10.1％）
の減額となりました。
　歳入では、地方交付税がほぼ前年
度並（微増）のほか、町債について
は、公債費負担適正化計画に基づき
普通建設事業が抑制され、６千８百
７０万円（▲22.7％）減額されてい
ます。
　歳出については、退職者不補充に
よる人件費の減、道路を中心とする
普通建設事業の減、公債費も減少に
転じ、例年、歳入不足が生じ基金を
取り崩して対応していたものの、本
年度は収支の均衡がとれた予算案と
なっています。　　
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特
別
徴
収
の
選
択
条
件
と
し
て
、
被
保

険
者
数
千
人
未
満
、
一
定
の
徴
収
率
が
求

め
ら
れ
る
。
当
分
の
間
、
任
意
と
し
て
も

よ
い
が
、
当
町
は
年
金
徴
収
を
選
択
し
た
。

Ａ
福
家
教
育
長

【
主
な
質
疑
】

○ 

議
案
第
５
号　

中
頓
別
町
特
別
会

　

 

計
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
４
号　

そ
う
や
自
然
学
校

　

 

の
設
置
及
び
管
理
等
に
関
す
る
条

　

 

例
（
制
定
）

　

自
然
学
校
は
、
自
然
体
験
、
癒
し
、
都

市
と
の
交
流
の
情
報
発
信
拠
点
な
ど
総
合

的
な
役
割
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
教
育

施
設
の
み
な
ら
ず
、
生
涯
学
習
施
設
と
認

識
し
て
い
る
。

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
の
確
保
に
積

極
的
に
取
り
組
み
た
い
。
兼
務
に
よ
る
校

長
は
一
年
間
の
暫
定
的
な
も
の
で
あ
る
。

将
来
的
な
施
設
の
運
営
や
あ
り
方
は　

年

度
中
に
固
め
た
い
。

Ｑ
東
海
林
委
員

　

使
用
料
（　

名
ま
で
３
千
円
）
の
算
出

根
拠
は
？
使
用
料
が
減
免
さ
れ
る
の
は
ど

ん
な
場
合
か
？

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

平
成　

年
度
夏
期
間
の
使
用
実
績
経
費

６
千
円
の
半
額
と
し
た
。
近
隣
の
少
年
の

家
な
ど
の
料
金
（
小
中
高
生
一
人
３
０
０

　

年
金
は
、
年
々
減
り
続
け
て
い
る
。　

歳
か
ら　

歳
の
国
保
税
を
年
金
か
ら
天
引

き
す
る
こ
と
は
、
年
金
額
が
低
い
人
の
生

活
を
脅
か
し
か
ね
な
い
の
で
原
案
に
反
対

す
る
。

●
本
多
委
員

【
本
会
議
で
の
討
論
・
採
決
】

【
自
由
討
議
な
し
】

【
討　

論
】

■
反
対
■

Ｑ
本
多
委
員

　

校
長
が
担
当
課
長
の
兼
務
で
う
ま
く
い

く
の
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
専
任
校
長
で

も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
ス
タ

ッ
フ
に
し
て
も
た
だ
で
は
な
い
。
町
民
を

指
導
者
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

20

「そうや自然学校」は独立採算を基本に
　　　　　　　町民指導者の積極的な活用を！

■
賛
成
■

　

年
金
天
引
き
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
払

わ
な
い
場
合
は
、
病
気
の
と
き
困
る
わ
け

で
あ
り
、
苦
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
年

金
か
ら
引
か
れ
て
い
た
方
が
本
人
の
た
め

に
は
な
る
と
考
え
原
案
に
賛
成
す
る
。

　

こ
の
議
案
は
、
３
月　

日
の
本
会
議
で

も
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
賛
成
多
数
で
原

案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
本
多
議
員
か
ら
、
常
任
委

員
会
で
の
討
論
と
同
様
の
反
対
意
見
に
加

え
「
町
と
し
て
は
、
当
分
の
間
、
特
別
徴

収
し
な
く
て
済
む
の
で
あ
れ
ば
、
口
座
引

き
落
と
し
の
方
法
も
あ
る
。
ま
た
、
同
じ

年
齢
、
同
じ
年
金
額
で
も
世
帯
の
構
成
に

よ
っ
て
は
、
年
金
か
ら
引
か
れ
る
人
、
引

か
れ
な
い
人
が
あ
る
こ
と
は
公
平
さ
を
欠

く
も
の
で
あ
る
」
と
の
反
対
討
論
が
述
べ

ら
れ
た
の
に
対
し
、
柳
澤
議
員
が
「
ど
の

よ
う
な
手
法
で
あ
っ
て
も
税
金
は
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
滞
納
者
の
発
生
を
助

長
す
る
よ
う
な
条
例
内
容
は
好
ま
し
く
な

い
」
と
の
賛
成
討
論
を
述
べ
ま
し
た
。

74

65

10

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
に
「
中
頓
別
町
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
」
を
設
置

す
る
条
例
改
正
で
す
。
（
常
任
委
員
会
付

託
・
３
月　

日
本
会
議
で
可
決
）

【
主
な
質
疑
・
自
由
討
論
・
討
議
な
し
】

　

豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
て
地
域
の

青
少
年
の
健
全
な
育
成
と
都
市
と
農
村
の

交
流
に
よ
る
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

旧
敏
音
知
小
学
校
の
校
舎
を
「
そ
う
や
自

然
学
校
」
と
す
る
た
め
の
条
例
で
す
。

（
常
任
委
員
会
付
託
・
３
月　

日
本
会
議

で
可
決
）

10
10

10

円
〜
４
０
０
円
）
を
参
考
に
し
た
。
減
免

の
詳
細
は
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
。
他
の

社
会
教
育
施
設
と
の
整
合
性
を
図
り
、
で

き
る
だ
け
有
料
と
し
た
い
。

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

事
業
計
画
上
は
、
す
べ
て
日
帰
り
利
用

と
な
っ
て
い
る
が
、
宿
泊
体
制
も
必
要
で

は
な
い
か
？

　

宿
泊
施
設
と
し
て
の
許
可
を
と
っ
て
い

な
い
。
校
庭
で
の
キ
ャ
ン
プ
は
可
能
と
思

う
。
周
辺
の
コ
テ
ー
ジ
、
キ
ャ
ン
プ
場
を

利
用
す
る
体
験
事
業
を
組
み
立
て
た
い
。

Ｑ
東
海
林
委
員

Ａ
小
林
総
務
課
参
事

　

町
立
で
い
つ
ま
で
や
る
の
か
？
ス
タ
ッ

フ
、
指
導
体
制
は
ど
う
な
る
の
か
？

　

自
然
学
校
は
、
社
会
教
育
施
設
で
は
な

い
の
か
？

　

平
成　

年
度
は
町
直
営
と
す
る
。
今
後

の
運
営
形
態
（
直
営
・
指
定
管
理
者
等
）

は
、　

年
度
中
に
検
討
し
た
い
。
校
長
は
、

所
管
課
長
（
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長
）
の

兼
務
、
専
任
は
、
道
か
ら
派
遣
さ
れ
る
社

会
教
育
主
事
。
他
は
、
所
管
課
の
職
員
と

な
る
。

　

観
光
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
動
か
し
て
い
き
た
い
。

Ａ
野
邑
町
長

　

収
支
の
均
衡
を
取
る
の
は
難
し
い
。
都

市
と
地
域
住
民
の
教
育
施
設
と
し
て
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
が
、
町
に
活
気
を
与
え

る
こ
と
に
な
る
。
自
然
環
境
の
良
さ
を
よ

り
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
本
町
の

位
置
付
け
を
高
め
た
い
。

　

郷
土
資
料
館
の
削
減
予
算
と
町
づ
く
り

基
金
か
ら
年
間
数
百
万
円
を
充
て
た
い
。

で
き
る
だ
け
不
足
額
を
補
う
た
め
に
最
低

限
の
使
用
料
を
も
ら
い
運
営
し
て
い
き
た

い
。

　

常
任
委
員
会
の
所
管
事
務
調
査
で
は
、

独
立
採
算
を
堅
持
し
、
赤
字
に
な
ら
な
い

20
20

各会計予算の状況
（単位：万円）

比   較年 度 別

会 計 別

２０年度

予算額

１９年度

予算額 金 額 率％

一　　　般　　　会　　　計 92 億 6,072 31 億 32 ▲1 億 3,960 ▲4.5 
自動車学校事業特別会計 4,104 4,118 ▲14 ▲0.3 
国民健康保険事業特別会計 2 億 8,485 2 億 8,942 ▲457 ▲1.6 
老 人 保 健 事 業 特 別 会 計 3,579 3 億 1,178 ▲2 億 7,599 ▲88.5 

収益的収支 4 億 8,125 4 億 6,569 1,556 3.3 国民健康保険

病院事業会計 資本的支出 4,345 2,871 1,474 51.3 
水 道 事 業 特 別 会 計 8,409 1 億 628 ▲2,219 ▲20.9 
下 水 道 事 業 特 別 会 計 1 億 1,995 1 億 2,871 ▲876 ▲6.8 
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 1 億 8,450 1 億 8,722 ▲272 ▲1.5 
後期高齢者医療事業特別会計 2,588 - 2,588 皆増

合           計 42 億 6,150 46 億 5,931 ▲3 億 9,780 ▲8.5 

予算計上された主な臨時事業
（単位：万円） 

科目・会計 臨時事業名 事業費 主な事業内容 

地方バス路線維持対策費補助事業 1,875 生活交通路線維持買い支え他 

 業事入受、業事遣派77 業事流交町島上崎大町妹姉

 等金担負会員委行実、費旅張出44 業事進促住定住移

中頓別農業高等学校施設等利活用推進事業 44 普通旅費他 

 料託委ータクラトスンイ、費用需283 業事校学然自やうそ

総 務 費 

 金担負会議協007 業事杜の北トクェジロプ

 修改ムテスシ理管康健の師健保242 修改ムテスシ理管康健衛 生 費 

 え替張の壁外063 業事修改壁外所療診科歯

中山間地域等直接支払制度事業 3,119 交付対象面積約２万６千㎡ 

畜産担い手育成総合整備事業 1,783 草地改良への国 1/2 補助事業 

 他伐間除林有町区地安兵564,1 業事備整全保境環林森

農 林 水 産

業費 

林道事業（森林管理道弥生線開設事業） 3,851 林道開設 延長 283ｍ 幅 4.0ｍ 

 装塗壁外棟１ジーテコ331 事工装塗装外ジーテコ 費工商

中頓別弥生線道路改良工事（０国） 5,000 改良 延長 230ｍ 幅 5.5ｍ 

中頓別弥生線道路改良工事（通常） 5,000 改良 延長 110ｍ 幅 5.5ｍ 

  ｍ001長延 装舗良改000,3 事工金付交線り通条１道町

 他基1灯明照004 事工線り通条１道町

 基2灯明照ｍ551長延道歩・装舗006,1 事工装舗・良改線目丁７

 地団台旭、地団ねかあ57 事工装塗根屋宅住営公

土 木 費 

 他地団別頓小、地団ねかあ42 置設入購器知報災防宅住営公

 部内クンタ竜天621 繕修輌車 費防消

 事工修改機房暖ータンセ民町039 事工修改機房暖ータンセ民町教 育 費 

 戸2中中、戸2小中033 事工化洗水宅住員職教

 他ドッベジャギ動電331 業事備整具器械機療医 業事院病

予算審査特別委員会
は、公開・テレビ中
継されました

■審査の附帯意見
　新規事業は、予算案
に明記し、予算案と整
合性のとれた内訳資料
も提出すること！

19

○
藤
田
委
員



　

未
納
者
へ
の
延
滞
金（
年
率　

・
６
％
）

は
、
年
金
収
入
の
低
い
人
に
は
高
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。

なかとんべつ町議会だより１５９号 18なかとんべつ町議会だより１５９号11

あ
れ
ば
、
来
年
度
か
ら
改
善
し
た
い
。

　

こ
の
制
度
の
周
知
・
説
明
は
ど
の
よ
う

に
行
わ
れ
た
か
。

Ｑ
本
多
委
員

　

地
方
交
付
税
の
算
定
に
つ
い
て
、
地
方

再
生
対
策
費
が
で
き
た
の
で
０
・
７
％
増

え
る
が
、
逆
に
骨
太
の
方
針
で
毎
年
下
が

る
部
分
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
相
殺
し
て
、
昨
年
度
と
同
程

度
の
額
を
計
上
し
た
方
が
間
違
い
な
い
と

い
う
見
方
が
あ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ
が
、

１
千
４
百
万
円
増
額
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

積
算
根
拠
を
伺
う
。　
　

（
石
神
委
員
）

　

今
で
も　

％
く
ら
い
は
算
入
さ
れ
て
い

る
と
思
う
が
、
は
っ
き
り
見
え
な
い
。
そ

の
辺
が
十
分
担
保
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か

伺
う
。　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

■
地
方
交
付
税

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

Ｑ
東
海
林
委
員

○
東
海
林
委
員

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

14

【
自
由
討
議
な
し
】

面
の
困
難
も
予
想
さ
れ
る
た
め
原
案
に
反

対
す
る
。

国
保
の
保
険
者
と
し
て
支
援
金
を
納
付
す

る
た
め
、
そ
の
財
源
と
し
て
「
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
課
税
額
」
を
設
け
る
も
の
で

す
。
老
齢
年
金
給
付
の
支
払
を
受
け
て
い

る　

歳
以
上
の
国
保
被
保
険
者
で
あ
る
世

帯
主
に
つ
い
て
、
国
保
税
と
し
て
年
金
か

ら
特
別
徴
収
す
る
た
め
の
改
正
で
も
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
現
在
課
税
し
て
い
る
医
療
給
付

費
に
係
る
税
率
を
医
療
給
付
費
分
と
後
期

高
齢
者
医
療
分
に
分
け
る
た
め
、
国
保
税

全
体
の
税
率
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
（
常
任

委
員
会
付
託
・
３
月　

日
本
会
議
で
可
決
）

○ 

議
案
第　

号　

中
頓
別
町
国
民
健

　

 

康
保
険
税
条
例
（
一
部
改
正
）

　

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
の
実
施
に
伴
い
、

31

【
主
な
質
疑
】

　

年
金
は
偶
数
月
の
支
給
で
あ
る
が
、
ど

の
よ
う
に
特
別
徴
収
す
る
の
か
。

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
は
、　

歳

か
ら　

歳
の
国
保
の
世
帯
主
が
対
象
と
な

る
。
平
成　

年
度
は
、　

月
支
給
の
年
金

か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
。
一
方
、
普
通
徴

収
の
納
期
は
６
月
、
７
月
、
９
月
、　

月
、

　

月
の
５
期
と
な
っ
て
い
る
。
今
年
度
に

限
り
、
特
別
徴
収
の
方
も
普
通
徴
収
の
方

も
、
６
月
か
ら
９
月
納
付
分
は
、
普
通
徴

収
扱
い
と
な
る
。

Ｑ
本
多
委
員

　

敬
老
会
や
健
康
相
談
時
、
民
生
委
員
等

を
通
じ
て
行
っ
て
き
た
。

　

平
成　

年
度
の
普
通
交
付
税
は
、　

億

６
千　

万
６
千
円
を
計
上
し
た
。　

年
度

の
交
付
額
が　

億
７
千
２
２
６
万
３
千
円

で
あ
る
。
比
較
し
て
８
２
０
万
円
ほ
ど　

年
度
よ
り
少
な
く
予
算
計
上
し
て
い
る
。

　
　

年
度
の
額
に
ま
だ
満
た
な
い
の
で
、

　

年
度
、
若
干
の
出
入
り
が
あ
っ
た
と
し

て
も
普
通
交
付
税
の
額
に
つ
い
て
は
、
十

分
ク
リ
ア
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

　

特
定
健
診
料
１
割
負
担
を
無
料
に
す
る

市
町
村
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

助
成
す
る
市
町
村
の
情
報
は
聞
い
て
い

な
い
。

　

保
険
料
は
、
国
保
税
と
比
べ
て
高
く
な

る
の
か
。
軽
減
が
適
用
さ
れ
る
判
定
基
準

は
ど
う
な
る
の
か
。

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

一
概
に
は
言
え
な
い
が
国
保
の
方
が
安

い
と
思
う
。
単
身
世
帯
で
年
収
１
２
０
万

円
以
下
の
場
合
は
、
国
保
の
方
が
安
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
軽
減
は
、
世
帯
の
所

得
を
合
算
し
て
判
定
さ
れ
る
。

　

本
町
の　

歳
以
上
人
口
は
何
人
か
。
保

険
料
が
７
割
、
５
割
、
２
割
軽
減
さ
れ
る

該
当
者
数
は
？

　

年
金
か
ら
保
険
料
を
特
別
徴
収
（
天
引

き
）
さ
れ
る
方
の
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。

Ｑ
本
多
委
員

　

被
保
険
者
へ
の
保
険
料
等
の
通
知
は
い

つ
に
な
る
の
か
。

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　
　

歳
以
上
人
口
は
、
４
月
１
日
現
在
で

３
７
８
名
。
軽
減
該
当
者
数
は
２
７
５
名
。

特
別
徴
収
者
は
８
割
程
度
と
予
測
し
て
い

る
。

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

特
別
徴
収
分
は
４
月
上
旬
。
普
通
徴
収

分
は
６
月
中
。
被
保
険
者
証
は
３
月
末
に

Ｑ
本
多
委
員

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

本
町
も
加
盟
す
る
道
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
の
条
例
に
基
づ
き
徴
収
す
る
も

の
で
あ
る
。75

75

届
く
運
び
と
な
っ
て
い
る
。

【
討　

論
】

■
反
対
■

●
本
多
委
員

　

①
町
民
へ
の
説
明
が
不
足
し
て
い
る
。

②
高
齢
者
に
新
た
な
負
担
を
も
た
ら
す
。

③
保
険
料
を
年
金
か
ら
強
制
徴
収
す
る
こ

と
に
な
る
。
④
医
療
を　

歳
と
い
う
年
齢

で
区
切
っ
て
差
別
す
る
や
り
方
は
一
方
的

で
弱
者
を
今
後
益
々
窮
地
に
追
い
込
む
こ

と
に
な
り
か
ね
な
い
。
⑤
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会
で
も
国
と
道
に
対
し
、

制
度
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
、
財
政
支

援
を
求
め
る
意
見
書
を
全
会
一
致
で
議
決

し
て
お
り
、
制
度
の
不
備
は
多
く
、
財
政

■
賛
成
■

　

す
で
に
国
家
の
し
く
み
と
し
て
組
み
入

れ
ら
れ
て
お
り
、
今
か
ら
こ
の
制
度
を
崩

壊
さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
不
備
な

点
は
今
後
直
さ
れ
て
い
く
と
考
え
原
案
に

賛
成
す
る
。

○
石
神
委
員

　

国
も
制
度
の
不
備
は
見
直
し
て
い
く
と

考
え
原
案
に
賛
成
す
る
。

【
本
会
議
で
の
討
論
・
採
決
】

　

こ
の
議
案
は
、
３
月　

日
の
本
会
議
で

も
討
論
・
採
決
が
行
わ
れ
賛
成
多
数
で
原

案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
本
多
議
員
か
ら
、
常
任
委

員
会
で
の
討
論
と
同
様
の
反
対
意
見
が
述

べ
ら
れ
た
の
に
対
し
、
柳
澤
議
員
が
、
「

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
不
備
は
認
め
る

が
、
法
律
で
４
月
１
日
か
ら
同
制
度
が
は

じ
ま
る
以
上
、
本
町
の
よ
う
な
小
規
模
町

村
が
こ
れ
以
外
の
方
法
で
高
齢
者
医
療
を

行
な
う
こ
と
は
不
可
能
。
反
対
す
る
場
合

は
、
こ
の
制
度
に
代
わ
る
政
策
、
対
案
を

示
さ
な
け
れ
ば
議
会
と
し
て
無
責
任
な
対

応
と
な
る
」
と
の
賛
成
討
論
を
述
べ
ま
し

10

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

本
町
は
、
（
徴
収
率
が
高
い
た
め
）
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
を
任
意
と
し
て
も
よ

い
団
体
に
該
当
し
な
い
の
か
。

65

74

20

10

11

12
65

10

後期高齢者医療、国保税条例賛成多数で可決！
　　　　　　　　保険料の年金天引き徴収可能に 主な質疑＆答弁

予算審査特別委員会

一
般
会
計
歳
入

Ｑ
　

本
町
の
場
合
、
社
会
資
本
整
備
を
十
分

や
っ
て
借
金
が
多
い
と
思
う
。

　

こ
れ
ま
で
町
側
で
は
、
起
債
は
、
優
良

債
を
借
り
て
お
り
、
後
年
度
に
き
ち
ん
と

普
通
交
付
税
と
し
て
手
当
さ
れ
る
と
い
う

説
明
を
し
て
き
た
。

Ｑ

　

減
債
基
金
や
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
を
し
な
い
で
当
初
予
算
を
組
ん
だ
こ
と

は
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。

　

交
付
税
は
全
額
を
計
上
し
て
お
り
、
今

後
歳
出
の
補
正
が
生
じ
た
場
合
の
財
源
と

し
て
は
、
基
金
を
取
り
崩
す
か
起
債
の
借

り
入
れ
し
か
な
い
と
思
う
が
、
今
後
の
対

応
を
伺
う
。　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ

Ａ

　

端
的
に
言
う
と
、
過
疎
債
に
つ
い
て
は

元
利
償
還
金
の　

％
、
辺
地
債
に
つ
い
て

は
元
利
償
還
の　

％
、
災
害
復
旧
に
つ
い

て
は
元
利
償
還
の　

％
、
一
般
公
共
等
々

に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
財
源
対
策
債
等
の

対
応
が
さ
れ
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
の
交
付
税
の
積
算
根
拠
の

写
し
を
配
付
す
る
の
で
、
そ
れ
で
ご
理
解

を
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

　

も
う
一
つ
は
、
地
方
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
平
成　

年
度
か
ら　

年
度
ま
で

３
カ
年
間
、
１
年
当
た
り
最
高
３
千
万
円

の
措
置
が
さ
れ
る
。
本
町
も　

年
度
に
約

３
千
万
円
近
い
申
請
を
上
げ
て
お
り
、
ど

こ
ま
で
そ
れ
を
み
て
く
れ
る
の
か
、
未
確

定
な
部
分
が
あ
る
。

　

今
後
補
正
を
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

事
業
は
、
病
院
運
営
の
赤
字
分
、
老
朽
化

し
た
除
雪
機
械
１
台
の
購
入
で
あ
る
。
あ

と
は
、
ほ
と
ん
ど
当
初
予
算
で
計
上
が
済

ん
だ
と
思
う
。

　

一
般
財
源
は
、
７
月
の
交
付
税
の
計
算

ま
で
様
子
見
と
な
る
。

　

平
成　

年
度
の
特
別
交
付
税
は
３
月
中

過
ぎ
に
、
大
体
決
ま
る
が
、
そ
の
中
の
地

域
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
部
分
が
ど
れ
く
ら

い
プ
ラ
ス
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
、
最
悪
の

場
合
、　

年
度
に
基
金
の
取
り
崩
し
が
出

る
の
か
、
又
は
、
交
付
税
で
対
応
で
き
る

の
か
、
見
極
め
が
必
要
に
な
る
。

　

昨
年
度
の
当
初
予
算
は
、
骨
格
予
算
で

あ
っ
た
が
、
約
７
千
万
円
の
基
金
取
り
崩

し
を
し
て
予
算
計
上
し
た
こ
と
に
比
べ
る

と
、
今
年
は
何
と
か
収
支
均
衡
が
実
現
し

た
。

　

今
後
は
、
既
存
の
計
上
予
算
の
中
で
、

余
分
な
こ
と
に
お
金
を
使
わ
ず
、
不
用
額

を
で
き
る
限
り
残
し
、
税
収
の
確
保
等
の

努
力
を
し
な
が
ら
、
基
金
か
ら
の
繰
り
入

れ
を
し
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ
　

不
確
定
要
素
が
多
く
あ
り
お
答
え
し
に

く
い
が
、地
方
再
生
対
策
費
４
千
億
円
は
、

小
規
模
町
村
又
は
過
疎
町
村
に
多
く
配
分

を
す
る
と
い
う
話
も
あ
る
。

Ａ

　

平
成　

年
度
で
起
債
を
予
定
す
る
事
業

（
補
正
予
算
）
は
あ
る
か
。

　

国
保
病
院
は
３
０
０
万
円
の
黒
字
を
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計
画
だ
が
、
相
当

繰
り
出
し
の
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
そ
の

部
分
は
、
ど
の
よ
う
な
財
源
で
対
応
す
る

の
か
。　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

ま
ち
づ
く
り
基
金
を
財
源
と
し
た
推
進

事
業
の
応
募
が
、
昨
年
度
は
な
い
が
、
住

民
へ
の
Ｐ
Ｒ
方
法
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　
　

年
度
で
予
定
さ
れ
る
の
は
、
国
の
補

助
金
が
つ
け
ば
除
雪
機
械
を
購
入
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。そ
の
際
、大
体
１
千
４
、

５
百
万
の
過
疎
債
を
借
り
る
こ
と
に
な
ろ

う
か
と
思
う
。
起
債
は
、
そ
れ
く
ら
い
で

あ
る
。

　

病
院
の
経
営
が
ど
う
い
う
状
況
に
な
る

か
に
よ
っ
て
繰
入
金
の
状
況
は
増
減
す
る

が
、
借
入
金
な
ど
の
措
置
は
で
き
な
い
の

で
、留
保
財
源
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
充
当
し
、

そ
れ
で
足
り
な
け
れ
ば
基
金
か
ら
の
繰
り

入
れ
が
考
え
ら
れ
る
。　

（
野
邑
町
長
）

Ａ

■
繰
入
金

一
般
会
計
歳
出

■
総
務
費
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45
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19
20

7080
95

19

19
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20

20

75



　

本
条
例
は
、
平
成　

年
度
末
で
失
効
期

限
を
迎
え
ま
す
が
、
中
長
期
行
財
政
運
営

計
画
で
継
続
を
決
定
し
て
お
り
、
５
年
間

延
長
す
る
も
の
で
す
。
（
３
月
３
日
本
会

議
で
可
決
）

なかとんべつ町議会だより１５９号 10なかとんべつ町議会だより１５９号19

Ｑ
東
海
林
議
員

Ｑ
東
海
林
委
員

○ 

議
案
第
２
号　

中
頓
別
町
い
き
い

　

 

き
ふ
る
さ
と
推
進
条
例
（
一
部
改

　

 

正
）

Ａ
福
家
教
育
長

Ａ
奥
村
保
健
福
祉
課
長

　

今
後
十
分
検
討
し
た
い
。

○ 

議
案
第
７
号　

中
頓
別
町
乳
幼
児

　

 

医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
（
一

　

 

部
改
正
）

19

○ 

議
案
第
３
号　

職
員
の
旅
費
に
関

　

 

す
る
条
例
（
一
部
改
正
）

○ 

議
案
第
６
号　

中
頓
別
町
営
寿
ス

　

 

キ
ー
場
設
置
条
例
（
一
部
改
正
）

条例審査のあらまし
　定例会に提案された 13件の条例案のうち、
議案第９号、第 31 号、第５号、第４号、第
32 号、第１号は、新しい制度や政策に関す
る条例案のため、いきいきふるさと常任委員
会（柳澤雅宏委員長）に付託され慎重審議さ
れました。審査結果には、３項目の附帯意見
がつけられました。
　その他の条例案は、本会議で審議され、常
任委員会に付託された案件を含む、すべての
条例案は、原案どおり可決され、４月１日か
ら施行されます。
　常任委員会審査での質疑・自由討議の内容
を中心にお知らせします。

後期高齢者医療制度を使うより、健康体操で病院
にかからない体づくりを！

【
主
な
質
疑
】

　

条
例
中
に
表
記
誤
り
が
あ
り
、
修
正
し

た
も
の
で
す
。
（
３
月
３
日
本
会
議
で
可

決
）

　

寿
ス
キ
ー
場
の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、

　

名
以
上
の
リ
フ
ト
利
用
者
を
対
象
に
団

体
券
（
１
日
券
）
を
新
設
す
る
条
例
改
正

で
す
。
（
３
月
３
日
本
会
議
で
可
決
）

　

な
お
、
条
例
中
の
減
免
規
定
に
よ
り
、

学
校
授
業
の
場
合
は
、
町
内
・
町
外
に
格

差
を
つ
け
た
減
免
料
金
が
設
定
さ
れ
ま
し

た
。

■
高
校
生
以
上　

町
民
５
０
０
円
・
町
民

　

以
外
６
５
０
円

■
中
学
生
以
下　

町
民
４
０
０
円
・
町
民

　

以
外
４
８
０
円

　

学
校
授
業
と
い
う
公
教
育
の
場
面
で
、

町
内
、
町
外
で
格
差
を
つ
け
た
料
金
設
定

は
な
じ
ま
な
い
。
将
来
解
消
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

　

本
条
例
中
で
引
用
さ
れ
て
い
る
法
律
の

う
ち
、
平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、
「
老

人
保
健
法
」
が
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保

に
関
す
る
法
律
」
に
変
わ
る
た
め
関
連
条

文
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
（
３
月
３
日

本
会
議
で
可
決
）

○ 

議
案
第　

号　

中
頓
別
町
中
小
企

　

 

業
振
興
資
金
融
資
条
例
（
一
部
改

　

 

正
）

　

本
条
例
中
の
貸
付
条
件
か
ら
、
連
帯
保

証
人
、
担
保
規
定
を
削
除
。
新
た
に
担
保

・
保
証
人
に
つ
い
て
、
融
資
を
取
扱
う
金

融
機
関
の
定
め
に
よ
る
も
の
と
し
た
改
正

で
す
。
（
３
月
３
日
本
会
議
で
可
決
）

○ 

議
案
第
９
号　

中
頓
別
町
後
期
高

　

 

齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
（
制
定
）

　

平
成　

年
４
月
１
日
か
ら
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
が
は
じ
ま
る
こ
と
か
ら
本
町

が
行
な
う
事
務
等
を
定
め
る
条
例
の
制
定

で
す
。
（
常
任
委
員
会
付
託
・
３
月　

日

本
会
議
で
可
決
）

○ 

議
案
第
８
号　

重
度
心
身
障
害
者

　

 

及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療
費

　

 

の
助
成
に
関
す
る
条
例
（
一
部
改

　

 

正
）

　

議
案
第
７
号
と
同
様
の
理
由
に
よ
り
、

関
連
条
文
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。
（
３

月
３
日
本
会
議
で
可
決
）

○ 

議
案
第　

号　

中
頓
別
町
介
護
保

　

 

険
条
例
（
附
則
の
一
部
改
正
）

　

平
成　

年
度
税
制
改
正
に
よ
る
高
齢
者

の
非
課
税
限
度
額
の
廃
止
に
伴
っ
て
、
介

護
保
険
料
の
負
担
が
増
加
す
る
被
保
険
者

に
対
し
、
平
成　

年
度
か
ら
導
入
さ
れ
た

激
変
緩
和
措
置
を
平
成　

年
度
も
継
続
す

る
た
め
、
条
例
附
則
を
改
正
し
た
も
の
で

す
。
（
３
月
３
日
本
会
議
で
可
決
）
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10 20
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【
主
な
質
疑
】

　

普
通
徴
収
の
納
期
が
７
月
か
ら　

月
ま

で
毎
月
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
法
令
の
定

め
に
よ
る
も
の
か
。
町
の
都
合
に
よ
る
も

の
か
。

　

普
通
徴
収
（
年
金
徴
収
以
外
）
の
納
期

は
町
が
条
例
で
定
め
る
も
の
で
す
。
前
年

度
の
所
得
の
確
定
を
待
つ
必
要
が
あ
る
の

で
７
月
を
第
１
期
と
し
、
低
所
得
者
が
多

い
こ
と
、
他
の
税
の
納
期
と
の
連
動
性
も

考
慮
し
て
、　

月
を
最
終
納
期
と
し
た
。

Ａ
野
邑
町
長

　

今
年
度
実
施
し
て
み
て
、
不
都
合
が

12

12

　

一
流
の
、
中
頓
別
づ
く
り
推
進
事
業
の

Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
は
、
従
前
の
指
摘
も

踏
ま
え
、
新
年
度
に
新
た
に
広
報
等
で
の

募
集
を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
米
屋
総
務
課
長
）

　

そ
う
や
自
然
学
校
に
つ
い
て
、
予
算
説

明
資
料
で
は
３
８
２
万
と
い
う
数
字
が
上

が
っ
て
い
る
が
予
算
書
の
ど
こ
に
載
っ
て

い
る
の
か
。　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
北
の
杜
推
進
協
議
会
負

担
金
７
０
０
万
円
は
、
何
に
使
う
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

　

７
０
０
万
を
何
に
使
う
か
わ
か
ら
な
い

と
、
議
会
で
は
決
め
ら
れ
な
い
。
説
明
の

中
味
が
な
い
も
の
は
無
理
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

そ
う
や
自
然
学
校
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
業
務
委
託
料
１
８
９
万
の
内
容
を
伺
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
理
念
か
ら
、
プ

ロ
を
使
わ
ず
、
地
元
の
知
恵
者
の
人
た
ち

を
使
え
な
い
か
。　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

定
住
促
進
対
策
推
進
事
業
費　

万
は
、

昨
年
よ
り　

％
位
削
減
さ
れ
て
い
る
。
去

年
の
決
算
審
査
で
、
事
業
効
果
を
質
問
し

た
際
、
３
組
ほ
ど
断
っ
て
お
り
、
今
後
増

え
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
答
弁
が
さ
れ
て

い
る
。

Ｑ

Ａ
　

そ
う
や
自
然
学
校
の
予
算
は
、
政
策
推

進
費
の
中
に
入
っ
て
い
る
。

　

旅
費
や
需
用
費
の
中
に
燃
料
代
や
印
刷

製
本
費
と
し
て
入
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
業
務
委
託
料
な
ど
を

合
わ
せ
て
３
８
２
万
円
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
小
林
総
務
課
参
事
）

Ａ
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
北
の
杜
に
関
し
て
は
、

基
本
的
に
道
の
「
地
域
再
生
チ
ャ
レ
ン
ジ

交
付
金
」の
範
囲
の
中
で
取
り
組
み
た
い
。

平
成　

年
度
に
つ
い
て
は
、
３
町
（
本
町

・
美
瑛
町
・
中
川
町
）
で
２
千
万
補
助
を

い
た
だ
い
た
。
同
じ
よ
う
に　

年
度
、　

年
度
、
セ
カ
ン
ド
ホ
ー
ム
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
二
地
域
居
住
）
や
ヘ
ル
ス
（
健
康
）
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
よ
う
な
事
業
を
核
に
し
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

道
の
予
算
は
前
年
比
６
割
程
度
と
の
情

Ａ

報
を
得
て
い
る
。
予
算
は
７
０
０
万
計
上

し
て
い
る
が
、
減
額
と
な
る
場
合
は
、
執

行
を
留
保
し
て
そ
の
範
囲
に
留
め
る
よ
う

に
し
た
い
。
事
業
内
容
等
に
不
明
確
、
説

明
で
き
な
い
点
が
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
願

い
た
い
。　
　
　

（
小
林
総
務
課
参
事
）

　
　

年
度
か
ら
は
、
「
地
域
再
生
チ
ャ
レ

ン
ジ
交
付
金
」
に
対
し
、
全
道
の
町
村
か

ら
要
望
が
で
て
く
る
と
い
う
話
で
あ
る
。

（
同
交
付
金
額
が
）
確
定
し
な
い
時
期
に

予
算
計
上
の
必
要
が
あ
り
、　

年
度
と
同

額
の
予
算
を
組
ん
だ
。　

　

そ
の
中
身
に
つ
い
て
近
々
美
瑛
町
で
最

終
的
な
打
ち
合
わ
せ
が
あ
り
、
新
年
度
の

事
業
等
に
つ
い
て
計
画
が
示
さ
れ
る
と
考

え
て
い
る
。
ご
指
摘
ど
お
り
、
計
画
の
中

身
が
明
確
で
な
い
段
階
で
予
算
を
計
上
し

議
決
を
す
る
の
は
難
し
い
と
思
う
。
今
後

こ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
十
分
配
慮

す
る
。
執
行
に
際
し
て
は
、
事
業
の
中
身

が
固
ま
っ
た
段
階
で
議
会
に
示
す
の
で
、

ご
理
解
願
い
た
い
。　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ

な
ぜ
、
事
業
費
を
削
減
し
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

　

断
っ
て
い
る
状
況
な
ら
ば
、
予
算
付
け

し
て
事
業
を
展
開
し
た
方
が
よ
い
の
で
は

な
い
か
。　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ
　

事
業
費
は
減
額
さ
れ
て
い
る
が
、
取
り

組
み
を
従
前
よ
り
弱
め
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。
今
、
民
間
の
企
業
が
、
北
海
道

の
移
住
促
進
協
議
会
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て

道
内
で
の
長
期
滞
在
希
望
者
に
斡
旋
を
行

な
う
取
り
組
み
も
あ
り
、
昨
年
も
そ
う
い

う
と
こ
ろ
か
ら
来
訪
者
が
来
て
い
る
。

　

今
後
も
自
然
学
校
や
観
光
協
会
と
協
力

し
て
今
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。
東
京
、
大
阪
ま
で
出
向
い

て
Ｐ
Ｒ
す
る
必
要
が
な
い
と
考
え
削
減
し

た
。　
　
　
　
　

（
小
林
総
務
課
参
事
）

Ａ
　

昨
年
、
受
け
入
れ
施
設
と
し
て
敏
音
知

の
特
公
賃
住
宅
と
コ
テ
ー
ジ
、
教
員
住
宅

な
ど
を
活
用
し
て
き
た
。
断
っ
た
の
は
、

訪
問
時
期
が
集
中
し
て
、
重
な
っ
た
た
め

で
あ
る
。

　

受
け
入
れ
施
設
を
増
や
し
た
い
考
え
も

あ
る
が
、
適
当
な
建
物
が
な
い
。
旅
館
業

法
の
関
係
で
保
健
所
か
ら
、
既
存
の
住
宅

へ
の
受
け
入
れ
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
　

年
度
は
、
新
た
な
受
け
入
れ
施
設
を

確
保
す
る
の
は
難
し
い
が
、
コ
テ
ー
ジ
の

利
活
用
な
ど
で
観
光
協
会
に
柔
軟
な
対
応

Ａ

　
　

年
度
に
商
工
会
で
取
り
組
ん
だ
事
業

と
し
て
地
域
の
資
源
調
査
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
情
報
発
信
し
て
い
る
。　

年
度
も
こ

れ
ら
を
継
続
し
た
い
。
そ
の
中
で
一
部
自

然
活
動
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
的
役
割
の
事
業
を
や
っ
て
も
ら
う

こ
と
も
あ
る
。

　

一
人
の
職
員
を
一
年
間
本
町
に
派
遣
し

て
活
動
し
て
も
ら
う
た
め
の
人
件
費
と
諸

経
費
で
あ
る
。

　

平
成　

年
度
が
、
町
の
開
拓
百
年
に
当

た
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
集
大
成
に
つ
な

が
る
よ
う
に
結
び
付
け
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
小
林
総
務
課
参
事
）

Ａ
　

地
元
学
に
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
地
元
の
人
と
外
の
人
と
の
両
方
の
目

か
ら
地
域
を
見
て
、
価
値
を
見
出
し
、
ど

う
活
か
し
て
い
く
か
を
一
緒
に
考
え
る
こ

と
が
基
本
で
あ
り
、
決
し
て
お
任
せ
と
い

う
こ
と
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
小
林
総
務
課
参
事
）

Ａ

借金（起債）はどれくらい交付税で手当されているか？
　収支均衡予算だが、病院への繰出金で補正予算の可能性は？
　　「そうや自然学校」に具体的計画なし！危惧される赤字運営
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生涯学習、まちづくり推進課が担うのか？
西 原 央 騎

　

生
涯
学
習
の
今
後
の
取
組
み
に
つ
い
て

問

寿スキー場リフト料金
　再度見直すべき！

　

平
成　

年
度
、
生
涯
学
習
推
進
計
画
は
具
体
的
な
取

組
み
が
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
平
成　

年
度
に
つ
い
て

は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
を
設
置
し
、
そ
の
課
が
生
涯

学
習
を
担
う
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。

①
平
成　

年
度
に
取
組
む
生
涯
学
習
推
進
計
画
の
具
体

　

的
な
計
画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

②
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
と
し
て
、
町
事
業
・
行
事
の
創

　

造
的
な
統
廃
合
を
行
な
う
計
画
は
あ
り
ま
す
か
。
ま

　

た
、
人
件
費
だ
け
を
見
て
も
４
千
万
円
以
上
の
動
き

　

と
な
る
課
の
新
設
に
つ
い
て
、
町
民
説
明
が
不
十
分

　

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

①
ま
ち
づ
く
り
生
涯
学
習
推
進
計
画
に
あ
る
、
広
報
活
動
や
生
涯

　

学
習
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
４
月
に

　

新
設
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
の
大
き
な
役
割
は
、
ま
ち
づ

　

く
り
生
涯
学
習
の
推
進
で
あ
り
、
そ
の
中
で
新
し
い
事
業
の
開

　

発
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

ま
た
、
新
設
す
る
「
そ
う
や
自
然
学
校
」
に
、
北
海
道
教
育

　

庁
か
ら
派
遣
さ
れ
る
社
会
教
育
主
事
を
配
置
し
、
自
然
体
験
活

　

動
や
環
境
学
習
、
地
元
学
な
ど
に
積
極
的
に
取
組
み
ま
す
。

②
今
後
、
教
育
委
員
会
と
新
設
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
が
連

　

携
し
て
、
各
所
管
と
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

石
川
教
育
次
長

答②
４
千
万
円
以
上
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
新
し

　

く
職
員
を
採
用
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
道
派
遣
の
人
件

　

費
も
道
が
負
担
を
し
ま
す
。
決
し
て
町
民
へ
の
情
報
提
供
等
を

　

怠
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
課
の
設
置
条
例
の
一
部
改

　

正
が
承
認
さ
れ
れ
ば
、
で
き
る
だ
け
早
く
町
民
に
情
報
を
提
供

　

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

野
邑
町
長

答

西 原 央 騎

　

石
川
教
育
次
長

答①
新
料
金
の
設
定
に
つ
い
て
、
意
見
は
特
に
集
約
し
て
お
り
ま
せ

　

ん
。
ス
キ
ー
協
会
に
は
、
毎
年
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
協
力
を
頂
い

　

て
い
ま
す
。
行
事
・
大
会
も
関
係
団
体
、
当
然
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

の
協
力
を
求
め
ま
す
。
し
か
し
、
料
金
を
改
正
し
た
こ
と
と
、

　

協
力
体
制
が
関
連
す
る
と
は
考
え
ま
せ
ん
。

②
利
用
料
金
の
改
定
を
行
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
協
力
者
の
影
響
は

　

無
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
管
理
は
北
海
道
運
輸
局
の
指

　

導
の
下
、
非
常
時
に
お
け
る
連
絡
体
制
や
救
助
体
制
を
定
め
、

　

安
全
対
策
と
事
故
防
止
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　

指
定
管
理
委
託
を
受
け
て
い
る
公
社
の
意
見
、
あ
る
い
は
近

　

隣
町
村
の
運
営
状
況
等
を
参
考
に
し
て
議
会
で
議
決
を
い
た
だ

　

い
て
い
ま
す
。
町
民
や
ス
キ
ー
協
会
の
み
な
さ
ま
か
ら
、
私
は

　

聞
い
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
こ
ま
で
（
料
金
改
正
の
見
直
し
）

　

は
必
要
無
い
と
思
い
ま
す
。

　

寿
ス
キ
ー
場 

新
料
金
の
設
定
に
つ
い
て

問　

寿
ス
キ
ー
場
の
利
用
料
金
の
値
上
げ
に
つ
い
て
、
ス
キ

ー
場
の
運
営
を
支
え
る
関
係
者
か
ら
「
我
々
は
ま
っ
た
く

知
ら
な
か
っ
た
話
で
、
特
に
町
民
料
金
・
町
外
料
金
と
格

差
を
つ
け
た
料
金
設
定
は
、
今
後
の
協
力
体
制
に
大
き
な

不
安
を
残
す
」
と
の
声
が
聞
え
て
き
ま
し
た
。

①
新
料
金
の
設
定
は
、
ス
キ
ー
場
の
協
力
者
か
ら
の
意
見

　

を
集
め
ま
し
た
か
。
ま
た
、
関
係
者
の
意
見
が
反
映
さ

　

れ
て
い
な
い
料
金
改
正
で
あ
れ
ば
、
白
紙
か
ら
見
直
し

　

た
方
が
良
い
と
考
え
ま
す
。

②
ス
キ
ー
場
の
運
営
に
協
力
者
の
不
協
和
音
の
影
響
は
あ

　

り
ま
せ
ん
か
。
安
全
管
理
な
ど
リ
ス
ク
管
理
の
取
組
み

　

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

20

20

19 を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　

（
小
林
総
務
課
参
事
）

　

オ
ガ
ル
の
市
民
農
園
は
、
現
状
と
し
て

使
え
る
状
況
に
な
い
。
今
後
ど
う
す
る
の

か
。
施
設
運
営
を
指
定
管
理
者
が
行
な
っ

て
い
る
が
、
町
と
し
て
も
、
手
を
加
え
て

使
え
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ
　

山
側
の
生
産
に
適
さ
な
い
圃
場
の
土
地

改
良
を
し
て
利
用
者
募
集
を
行
な
う
の
か
、

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ

　

オ
ガ
ル
の
設
置
目
的
は
、
新
た
な
農
産

物
を
研
究
・
発
掘
し
、
本
町
の
農
産
物
と

し
て
活
か
し
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。
よ
り

よ
い
も
の
が
出
来
て
初
め
て
付
加
価
値
が

付
く
し
、
研
究
し
た
技
術
を
地
域
住
民
に

ア
ピ
ー
ル
で
き
、
圃
場
を
使
っ
て
も
ら
う

ア
ピ
ー
ル
に
も
な
る
。
現
状
を
把
握
し
た

上
で
、
ど
の
よ
う
に
対
処
す
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
澤
委
員
）

Ｑ
　

市
民
農
園
は
、
平
成　

年
に
（
松
音

知
）
小
学
校
跡
地
の
利
用
を
め
ざ
し
作
ら

れ
た
が
、
元
グ
ラ
ン
ド
の
た
め
、
土
地
が

悪
く
農
作
物
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か

と
議
員
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
際
、

町
外
か
ら
土
を
持
っ
て
き
て
、
混
ぜ
た
か

ら
大
丈
夫
と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
や

は
り
で
き
な
い
。
本
来
目
的
の
市
民
農
園

と
し
て
使
え
る
よ
う
土
壌
改
良
す
べ
き
で

は
な
い
か
。　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ

　

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
た
め
の
報
償
費
と
し

て
エ
ゾ
シ
カ　

頭
分
を
組
ん
で
い
る
が
、

牧
草
畑
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
被
害
が

出
て
い
る
。　

頭
と
し
た
根
拠
を
聞
き
た

い
。

　

各
農
家
か
ら
苦
情
が
出
た
場
合
に
捕
獲

す
る
の
か
、
事
前
に
回
っ
て
捕
獲
す
る
の

か
。　

頭
を
超
え
て
も
捕
獲
す
る
の
か
伺

う
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
藤
田
委
員
）

Ｑ

　

も
う
も
う
、
オ
ガ
ル
に
つ
い
て
は
、　

年
度
も
食
彩
加
工
研
究
会
を
指
定
管
理
者

と
し
た
い
。

　

オ
ガ
ル
の
利
用
状
況
は
、
平
成　

年
度
、

町
内
外
に
圃
（
ほ
）
場
の
利
用
募
集
を
し

た
と
こ
ろ
、
２
件
の
利
用
者
が
あ
っ
た
。

そ
れ
以
外
の
圃
場
に
つ
い
て
は
、
オ
ガ
ル

の
運
営
の
中
で
生
産
に
使
用
し
て
い
る
。

　

年
度
は
多
く
の
利
用
者
が
集
ま
る
よ
う

指
定
管
理
者
と
協
議
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
柴
田
産
業
建
設
課
長
）

Ａ
　

山
側
の
土
地
が
悪
く
て
作
物
が
取
れ
な

い
と
い
う
こ
と
は
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
。

土
地
改
良
の
対
策
を
取
り
な
が
ら
、
使
え

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
柴
田
産
業
建
設
課
長
）

Ａ

　

十
分
現
状
把
握
を
し
て
、
新
た
な
取
り

組
み
を
指
定
管
理
者
に
お
願
い
し
た
い
。

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ヤ
ー
コ
ン
な

ど
、
土
壌
に
合
う
新
た
な
品
種
も
含
め
て

検
討
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
町
と
し
て
も

取
り
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
柴
田
産
業
建
設
課
長
）

Ａ
　

オ
ガ
ル
の
所
期
の
目
的
は
、有
機
栽
培
、

無
農
薬
で
安
全
安
心
な
生
産
物
を
収
穫
し

Ａ

　

観
光
イ
ベ
ン
ト
振
興
費
と
し
て
、
昨
年

度
と
同
内
容
を
見
込
ん
で　

万
円
を
計
上

し
、
企
画
費
の
方
で
も
、
夏
ま
つ
り
の
三

輪
車
む
か
で
競
争
補
助
金
と
し
て　

万
円

が
組
ま
れ
て
い
る
。
今
後
整
理
を
す
る
予

定
が
あ
る
か
。　
　
　
　

（
西
原
委
員
）

Ｑ 捕
獲
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
農
家
か
ら

の
依
頼
分
に
も
対
応
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

（
柴
田
産
業
建
設
課
長
）

　

観
光
協
会
に
は
、
中
長
期
行
財
政
運
営

計
画
に
基
づ
き
、
見
直
し
を
検
討
す
る
よ

う
伝
え
て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
方
向
に
な

る
か
わ
か
ら
な
い
が
、
見
直
し
を
か
け
て

く
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

（
柴
田
産
業
建
設
課
長
）

Ａ

て
地
産
地
消
を
進
め
よ
う
と
い
う
こ
と
が

基
本
的
な
考
え
方
だ
と
思
う
。
最
高
責
任

者
と
し
て
実
態
を
把
握
し
て
い
な
い
が
、

今
言
わ
れ
た
よ
う
な
こ
と
が
事
実
で
あ
れ

ば
、
オ
ガ
ル
本
来
の
目
的
に
沿
っ
て
改
良

す
る
も
の
は
改
良
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
う
。
指
定
管
理
者
と
十
分
協
議
を
さ

せ
、
土
壌
を
変
え
る
こ
と
も
検
討
し
て
み

た
い
。　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

　

頭
数
調
整
捕
獲
の
数
は
、
平
成　

年
度

の
猟
友
会
と
一
般
狩
猟
者
の
捕
獲
実
績
を

根
拠
と
し
た
。
全
町
的
に
増
え
て
お
り
、

予
算
の
範
囲
内
で
、　

頭
以
上
の
捕
獲
に

も
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

　

捕
り
方
と
し
て
、
一
番
取
り
や
す
い
時

期
は
雪
の
あ
る
時
期
で
あ
る
。
３
月
中
に

許
可
の
申
請
を
あ
げ
て
４
月
１
日
か
ら
捕

獲
で
き
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。
今
後
の

Ａ

オガル市民農園、土壌改良し利用率アップめざせ！
　　エゾシカ捕獲は被害に応じて臨機応変に対応すべき
　　　　観光イベント予算の見直し、統廃合を！

■
農
林
水
産
業
費

■
商
工
費

　

約
１
億
５
千
万
円
の
工
事
請
負
費
に
つ

い
て
、
国
で
も
談
合
が
問
題
に
な
り
、
総

務
省
か
ら
指
名
で
は
な
く
一
般
競
争
入
札

で
よ
い
と
い
う
文
書
が
き
て
い
る
と
思

う
。
総
務
省
の
言
う
こ
と
に
必
ず
し
も
従

う
必
要
は
な
い
が
、
今
年
に
な
り
、
ほ
と

ん
ど
の
市
は
一
般
競
争
入
札
に
し
て
い

る
。
新
聞
報
道
な
ど
で
は
、　

％
以
上
の

落
札
率
は
多
く
が
談
合
と
さ
れ
、
一
般
競

争
入
札
に
す
れ
ば　

％
前
後
に
下
が
る
と

Ｑ ■
土
木
費
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町民の行政需要捉えているか？
　こども館の赤字削減を！

柳 澤 雅 宏

こども館園児の長寿園訪問

そうや自然学校の採算性
　　　運営母体は？

　

こ
ど
も
館
の
保
育
所
化
に
つ
い
て

問　

本
町
は
高
齢
者
の
比
率
が
高
く
、
行
政
需
要
も
福
祉
政
策
へ

シ
フ
ト
し
て
い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
が
、
執
行
方
針
で
は
、
幼

児
教
育
・
保
育
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
す
。

　

こ
ど
も
館
は
、
新
設
当
時
将
来
は
保
育
所
に
一
本
化
す
る
と

い
う
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

開
設
以
来
６
年
を
経
過
し
、
早
期
に
保
育
所
に
一
本
化
し
交

付
税
の
増
収
と
赤
字
解
消
に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
た
、
４
・
５
歳
児
を
合
同
保
育
に
し
て
職
員
削
減
を
図
る

考
え
は
な
い
か
伺
い
ま
す
。

　

野
邑
町
長

答　

子
ど
も
た
ち
に
対
す
る
養
護
、
教
育
を
基
本
に
置

き
な
が
ら
、
こ
ど
も
館
の
収
支
対
策
と
し
て
幼
児
ク

ラ
ブ
と
保
育
所
の
一
本
化
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま

す
。

　

職
員
数
の
削
減
は
３
月
末
日
に
１
名
が
退
職
す
る

の
で
、
今
後
も
退
職
者
の
補
充
を
し
な
い
で
運
営
を

し
て
い
き
ま
す
。

　

３
・
４
歳
児
の
合
同
保
育
に
つ
い
て
は
検
討
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

平
中
こ
ど
も
館
長

答　

合
同
保
育
で
す
が
、
４
・
５
歳
児
は　

名
と
な

り
、
規
則
上
合
同
保
育
は
困
難
で
す
。
３
・
４
歳
児

の
合
同
保
育
は
検
討
中
で
す
。
（
保
育
士
が
担
当
す

る
園
児
の
人
数
は
道
条
例
の
規
定
に
）
お
お
よ
そ　

名
と
あ
り
、
「
お
お
よ
そ
」
と
は
、
最
高　

名
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　

自
然
と
共
生
す
る
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

問　

執
行
方
針
で
は
「
そ
う
や
自
然
学
校
」
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

北
の
杜
」
「
ゆ
っ
く
り
な
村
」
構
想
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
採
算
面
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
各
構
想
の
特
徴
を
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ

の
３
事
業
は
総
合
的
な
運
営
体
制
で
行
な
う
べ
き
と
考
え
ま

す
が
、
運
営
母
体
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　

小
林
総
務
課
参
事

答

柳 澤 雅 宏
　

そ
う
や
自
然
学
校
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
郷
土
資
料
館
の
管
理

運
営
見
直
し
か
ら
捻
出
し
た
財
源
の
範
囲
を
超
え
な
い
よ
う
に
実

施
し
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
北
の
杜
は
、
企
業
化
や
存
続
事
業
の

活
性
化
を
図
り
町
費
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
ゆ
っ
く
り
な
村
に
つ
い
て
も
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
、
民
間
企
業
等
に
よ
る
利
活
用
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
３
事
業
の
性
格
で
す
が
、
「
そ
う
や
自
然
学
校
」
は
、

体
験
型
観
光
の
事
業
や
社
会
教
育
で
や
っ
て
き
た
事
業
を
取
り
込

み
、
周
辺
の
自
然
環
境
の
価
値
を
高
め
て
交
流
事
業
を
行
な
っ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
な
か
で
森
林
療
法
と
い
っ
た

健
康
に
関
す
る
こ
と
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。
「
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
北
の
杜
」
は
、
２
地
域
居
住
や
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
（

森
林
療
法
や
薬
草
風
呂
な
ど
）
に
取
組
め
な
い
か
、
北
海
道
大
学

や
他
町
と
協
力
し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。
「
ゆ
っ
く
り
な
村
」

は
、
農
業
高
校
施
設
を
厚
生
園
の
施
設
と
し
て
活
用
で
き
な
い

か
、
ま
た
地
域
の
新
た
な
雇
用
の
場
と
な
ら
な
い
か
と
思
い
取
組

ん
で
い
ま
す
。

　

野
邑
町
長

答　

運
営
体
制
は
個
別
で
は
な
く
連
携
を
図
っ
て
推
進
し
て
い
き
ま

す
。
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
性
格
の
違
い
か
ら
運
営
母
体
を
ひ
と
つ

に
す
る
の
は
困
難
で
す
が
、
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
が
窓
口
と

な
り
円
滑
に
推
進
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

31

30

30

言
わ
れ
て
い
る
。
本
町
も
一
般
競
争
入
札

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
道
路
工
事
等
は

そ
の
対
象
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

　

市
街
地
の
道
路
、
改
良
舗
装
は
、
百
㌫

近
く
良
く
な
っ
た
と
思
う
が
、
一
方
で
、

市
街
地
に　

年
以
上
住
ん
で
い
る
方
の
と

こ
ろ
が
未
だ
に
砂
利
道
で
あ
る
。
簡
易
舗

装
で
も
十
分
と
の
要
望
が
あ
る
が
、
そ
う

い
う
道
路
状
況
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

　

そ
れ
で
は
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
い
う

町
長
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
反
す
る
。

も
う
少
し
、
市
街
地
の
砂
利
道
は
整
備
す

る
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思

う
。
お
年
寄
り
の
世
帯
が
望
ん
で
い
る
と

し
た
ら
、
調
査
の
上
、
今
後
の
方
針
を
検

討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ
　

救
急
救
命
士
の
配
置
は
現
在
２
名
。
ほ

か
に
も
１
名
の
養
成
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
試

験
結
果
を
待
つ
段
階
と
聞
い
て
い
る
。

　

一
方
、
最
近
、
救
急
救
命
士
を
採
用
し

た
が
、
今
後
の
救
急
隊
員
の
養
成
状
況
を

伺
う
。　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

　

昨
年
９
月
の
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で

も
答
弁
し
た
が
、
一
般
競
争
入
札
を
取
り

入
れ
て
き
て
い
る
所
は
全
国
的
に
増
え
て

い
る
。

　

道
も
平
成　

年
度
か
ら
１
千
万
円
以
上

の
工
事
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
一
般
競
争

入
札
に
す
る
と
聞
い
て
い
る
。
稚
内
市
も

一
般
競
争
入
札
を
導
入
す
る
と
聞
い
て
い

る
が
、
同
市
に
つ
い
て
は
地
域
限
定
と
い

う
形
で
基
本
的
に
は
、
市
内
の
建
設
業
者

対
象
の
一
般
競
争
入
札
と
伺
っ
て
い
る
。

　

一
般
競
争
入
札
を
取
り
入
れ
る
理
由
の

一
つ
に
落
札
率
の
低
減
が
上
げ
ら
れ
る

が
、
指
名
参
加
願
い
を
出
す
業
者
は
、
す

べ
て
参
加
資
格
が
あ
る
。
不
良
不
適
格
業

者
か
ら
参
加
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
、
町

の
方
で
振
り
分
け
、
振
り
落
と
し
の
事
務

が
出
て
く
る
こ
と
か
ら
、
全
国
・
全
道
的

に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
地
域
の
企
業
、
地
元
業
者

の
育
成
と
い
う
面
か
ら
、
一
般
競
争
入
札

に
な
る
と
町
外
業
者
の
参
入
が
お
こ
る
可

能
性
が
あ
る
。
本
町
で
は
土
木
・
建
築
許

可
業
者
の
数
自
体
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り
、

Ａ

指
名
競
争
入
札
を
主
体
に
し
て
い
る
。

　
　

年
度
に
一
般
競
争
入
札
を
導
入
す
る

考
え
は
な
い
が
、
一
部
入
札
制
度
の
改
正

を
行
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
平
成　

年
度

か
ら
実
施
し
て
い
た
予
定
価
格
の
事
前
公

表
を
廃
止
し
て
事
後
公
表
の
み
と
し
た
。

実
施
時
期
は
、
平
成　

年
３
月
以
降
の
入

札
か
ら
と
し
た
。　

　

こ
れ
に
よ
り
、
落
札
率
が
ど
う
な
る
か

は
わ
か
ら
な
い
が
予
定
価
格
と
い
う
目
安

が
な
く
な
り
、
下
が
る
可
能
性
は
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
参
事
）

　

旭
台
地
区
も
含
め
る
と
町
道
で
何
本
か

砂
利
等
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。
市
街
地
の
中

心
部
に
も
砂
利
道
が
あ
る
。

　

現
在
は
、
市
街
地
整
備
実
施
計
画
に
基

づ
い
て
行
な
う
舗
装
道
路
の
改
良
な
ど

は
、
基
本
的
に
補
助
事
業
で
実
施
で
き
る

が
、
反
面
、
砂
利
道
で
交
通
量
も
少
な
く
、

Ａ

所
に
入
っ
て
お
り
、
試
験
は
３
月
末
に
行

な
わ
れ
る
。

　

１
月　

日
に
面
接
を
行
い
、
２
月
１
日

付
け
で
救
急
救
命
士
を
１
名
採
用
し
て
い

る
。
採
用
者
は
、
夕
張
市
の
消
防
庁
の
現

職
職
員
で
あ
る
。
そ
の
者
を
合
わ
せ
る
と

４
名
体
制
で
、
救
急
隊
に
１
名
が
乗
務
で

き
る
形
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
鳥
田
消
防
支
署
長
）

　

現
在
の
山
村
留
学
制
度
を
中
小
、
中
中

で
引
き
受
け
る
か
ど
う
か
と
い
う
論
議

は
ま
だ
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
川
教
育
次
長
）

Ａ
　

基
本
的
に
は
、　

年
度
に
山
村
留
学

（
親
子
留
学
・
里
親
留
学
）
す
る
人
た
ち

の
意
向
を
把
握
を
す
る
必
要
性
が
あ
る
と

思
う
。
そ
の
中
で
、　

年
度
も
こ
ち
ら
で

子
ど
も
た
ち
に
勉
強
を
さ
せ
た
い
と
い
う

Ａ

幅
員
も
広
く
な
い
と
こ
ろ
を
直
す
場
合
に

つ
い
て
は
、
補
助
対
象
に
な
ら
な
い
。
そ

う
い
っ
た
事
情
も
あ
り
、
簡
易
舗
装
で
あ

っ
て
も
、
町
単
費
事
業
に
な
る
可
能
性
が

あ
る
と
こ
ろ
は
、
実
施
で
き
な
い
現
状
で

あ
る
。　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
参
事
）

　

今
現
在
、
役
場
内
で
今
後
の
道
路
整
備

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
委
員
会
を
つ

く
り
協
議
し
て
お
り
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。　
　
　

（
中
原
産
業
建
設
課
参
事
）

Ａ
　

救
急
救
命
士
に
つ
い
て
は
、
現
在
養
成

Ａ

「指名」から一般競争入札移行は全国的な潮流
　　市街地の砂利道舗装急いで！　救急救命士4名体制を実現
　　　　自然学校の原点も山村留学！中小・中中に引継ぎを

　

小
頓
別
小
中
学
校
は
、
平
成　

年
度
で

閉
校
と
な
る
が
、
山
村
留
学
生
へ
の
対
応

は
ど
う
な
る
の
か
。
町
内
に
は
、
小
学

校
、
中
学
校
各
１
校
し
か
な
く
な
る
が
、

引
き
続
き
山
村
留
学
制
度
を
残
し
、
留
学

生
を
学
校
で
受
け
入
れ
る
の
か
ど
う
か
伺

う
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ ■
教
育
費

■
消
防
費
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まちづくり推進課の目的は何か？
星 川 三喜男

４月１日からまちづくり推進課が始動

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
に
つ
い
て

問

教育長は町長の職務代理者か？

　

町
長
は
執
行
方
針
の
中
で
、
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
を
新
設
し
、
都
市

と
農
村
の
交
流
を
幅
広
く
進
め
る
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り
・
観
光
・
環
境

と
い
っ
た
領
域
、
あ
る
い
は
教
育
委
員
会
と
一
体
と
な
っ
て
生
涯
学
習
を
推

進
す
る
と
表
明
し
て
い
ま
す
。

　

「
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
」
は
、
総
務
課
や
産
業
建
設
課
の
仕
事
の
一
部
を

扱
う
ほ
か
、
新
た
に
自
然
環
境
の
保
全
か
ら
森
林
療
法
な
ど
幅
広
い
分
野
を

所
管
し
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
や
町
民
活
動
の
支
援
も
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の

課
を
設
置
す
る
主
た
る
目
的
と
職
員
数
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

課
の
新
設
は
課
題
の
解
決
や
業
務
の
迅
速
化
の
た
め
に
、
総
務
・
産

業
建
設
課
の
一
部
を
所
管
し
、
合
わ
せ
て
地
域
振
興
・
地
域
再
生
の
重

点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
図
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。
町
民
や
各
団

体
が
取
組
む
活
動
を
支
援
し
、
行
政
も
一
体
と
な
り
元
気
な
地
域
と
暮

ら
し
を
作
る
役
割
を
担
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

　

環
境
保
全
、
ま
ち
づ
く
り
生
涯
学
習
計
画
の
推
進
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
北
の
杜
や
ゆ
っ

く
り
な
村
構
想
の
推
進
、
自
然
学
校
の
運
営
や
移
住
定
住
促
進
対
策
、

森
林
療
法
を
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
位
置
付
け
て
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
主
要
な
公
共
施
設
で
あ
る
観
光
関
連
施
設
や
社
会
教
育

施
設
の
所
管
が
一
元
化
さ
れ
る
の
で
、
管
理
運
営
の
見
直
し
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

　

職
員
の
配
置
は
町
長
部
局
で
５
名
、
教
育
委
員
会
の
職
員
を
２
名
兼

務
発
令
し
て
も
ら
い
、
道
か
ら
の
派
遣
１
名
を
合
せ
て
８
名
の
体
制
と

な
り
ま
す
。
派
遣
の
社
会
教
育
主
事
は
、
主
と
し
て
そ
う
や
自
然
学
校

に
配
置
し
ま
す
。

　

野
邑
町
長

答

星 川 三喜男

　

野
邑
町
長

答　

教
育
長
に
は
副
町
長
の
職
務
を
担
っ
て
も
ら
え
な
い

か
調
整
・
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。
教
育
長
に
副
町
長

の
職
務
を
代
理
さ
せ
る
発
令
は
議
会
の
同
意
を
必
要
と

す
る
こ
と
も
あ
り
で
き
な
い
も
の
と
判
断
し
ま
し
た
。

　

教
育
長
に
つ
い
て
は
行
政
組
織
と
し
て
の
特
別
な
位

置
付
け
を
し
ま
せ
ん
。
行
政
経
験
が
長
く
法
律
に
長
け

て
い
る
の
で
、
事
務
処
理
な
ど
の
協
力
支
援
を
得
る
と

い
う
事
で
取
り
進
め
て
い
き
ま
す
。
町
長
の
職
務
代
理

の
順
番
に
つ
い
て
は
、
４
課
で
協
議
を
行
い
教
育
長
は

含
み
ま
せ
ん
。

　

教
育
委
員
会
と
教
育
長
の
位
置
付
け
に
つ
い
て

問　

平
成　

年
度
、
教
育
委
員
会
が
町
民
セ
ン
タ
ー
か

ら
役
場
庁
舎
内
に
入
る
予
定
と
聞
い
て
い
ま
す
。
事

実
上
、
教
育
委
員
会
が
役
場
の
行
政
組
織
に
組
込
ま

れ
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
ま
す
。

　

教
育
長
は
ど
の
よ
う
な
位
置
付
け
に
な
る
の
か
伺

い
ま
す
。 20

　

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ね
お
す
」
に
よ
る
と
自

然
学
校
の
は
じ
ま
り
は
、
山
村
留
学
を
契

機
と
し
て
い
る
。
自
然
学
校
の
機
能
の
一

部
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
生
活
し
、
そ

こ
か
ら
、
車
で
中
小
、
中
中
に
通
う
よ
う

な
形
が
検
討
さ
れ
て
い
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
東
海
林
委
員
）

Ｑ

　

中
頓
別
農
業
高
校
も
な
く
な
っ
た
中

で
、
平
成　

年
度
予
算
に
計
上
し
た
１
２

０
名
と
い
う
教
習
生
の
数
は
確
保
で
き
る

の
か
。
ま
た
、
教
習
車
も
か
な
り
年
数
が

経
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
今
後
ど
う
す
る

の
か
伺
う
。　
　
　
　
　

（
藤
田
委
員
）

Ｑ

　

少
な
く
と
も
本
年
７
月
、
８
月
頃
か

ら
看
護
基
準
を　

対
１
に
す
る
こ
と
で

予
算
を
組
ん
で
い
る
が
、
現
実
性
が
あ

る
の
か
伺
う
。　
　
　

（
藤
田
委
員
）

Ｑ

　

山
村
留
学
を
中
小
、
中
中
で
受
け
入
れ

る
と
す
れ
ば
、
町
の
施
策
と
し
て
助
成
を

行
な
う
気
持
ち
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
石
神
委
員
）

Ｑ 意
向
が
あ
れ
ば
、
小
学
校
な
り
中
学
校
に

ご
相
談
申
し
上
げ
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

　

そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
で
制
度
を
設
け
て
や

っ
て
み
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
助

成
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
性
は
あ
る
と

思
う
。　
　
　
　
　
　
　

（
野
邑
町
長
）

Ａ

　

黒
松
内
町
で
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ね
お
す
」

が
主
催
す
る
「
ぶ
な
の
森
自
然
学
校
」
と

長
野
県
泰
阜
村
の
「
グ
リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
」

は
、
い
ず
れ
も
山
村
留
学
と
一
体
的
に
行

な
っ
て
い
る
。
将
来
の
可
能
性
と
し
て
は

考
え
ら
れ
る
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
い

る
。　
　
　
　
　

（
小
林
総
務
課
参
事
）

Ａ

　

１
２
０
名
と
い
う
数
字
の
実
現
は
、
ご

指
摘
の
と
お
り
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ

る
。
し
か
し
、
平
成　

年
の
南
宗
谷
４
町

と
猿
払
村
の　

歳
人
口
が
１
６
８
名
で
あ

る
。　

年
度
は
、
若
干
減
っ
て
１
６
０
名

で
あ
り
、
枝
幸
高
校
の
生
徒
で
合
宿
教
習

に
流
れ
て
い
る
人
も
い
る
の
で
、
そ
う
い

う
と
こ
ろ
を
何
と
か
取
り
込
ん
で
い
き
た

い
。

教
習
車
は
平
成
７
年
の
入
れ
替
え
か
ら　

年
近
く
経
ち
、
修
理
費
も
か
さ
む
が
、
で

き
る
だ
け
手
入
れ
を
し
、
今
後
も
使
っ
て

い
き
た
い
。　

（
浅
野
自
動
車
学
校
長
）

Ａ

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
募
集
で
、
応
募

が
２
人
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
他
市
町
の

病
院
に
勤
め
ら
れ
る
と
い
う
現
状
で
あ

る
。

　

今
札
幌
か
ら
も
問
い
合
わ
せ
が
２
名
ほ

ど
あ
り
、
何
と
か
面
接
に
こ
ぎ
つ
け
る
よ

う
院
長
共
々
働
き
か
け
て
い
る
。

　

７
月
ま
で
に
は
看
護
師
の
確
保
を
し
た

い
と
考
え
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
の
情
報

を
待
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

（
青
木
病
院
事
務
長
）

Ａ

背水の自動車学校経営！
　病院の看護師配置基準15対１実現可能か

特
別
・
公
営
企
業
会
計

☆
自
動
車
学
校
事
業
特
別
会
計

☆
国
保
病
院
事
業
会
計

こどもたちに「将来の税金」（借金）を
課さないように

町の借金残高９４
億円！
町民の行政需要を捉えた
　「選択と集中」施策を！
　本町が社会基盤整備の一環として実
施してきた公共事業の財源として、こ
れまで様々な町債が充てられてきまし
た。
　平成１８年度末でこれらの借金の総
額は１０１億８千７百万円でしたが、
１９年度末では、９４億２千７百万円
となり、百億円の大台を下回ることに
なりました。
　最も借入残高の多い町債は、過疎対
策事業債で約３０億円。公営住宅建設
事業債で約８億円、特別会計でも、下
水道会計約１０億円、水道会計で約７
億円の残高があります。
　予算審査特別委員会での質疑・答弁
（一般会計歳入）にもあるとおり、こ
れらの借金にかかる毎年度の償還費は、
普通交付税の基準財政需要額に算入さ
れ、かなり手当てされています。
　借金の総額は、平成２０年度末で、
８６億１千６百万円まで減る見通しで
すが、それでも生れたばかりのこども
を含め、町民一人当り約４００万円の
借金に相当します。
　人口減少と少子・高齢化が進む本町
にとって、今後の借金返済は大きな負
担であることは変わりません。
　次世代に過大な借金（将来の税金）
を残さないよう、行財政改革の努力と
限られた財源の中で町民の行政需要を
的確に捉えた行政運営が求められてい
ます。
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国保病院、
　公設公営で存続を！

本 多 夕紀江

■
請
願
者　

連
合
北
海
道
宗
谷
地
域
協
議
会

会
長　

古
川
裕
輝
／
自
治
労
中
頓
別
町
職
員
組

合　

執
行
委
員
長　

工
藤
正
勝
（
敬
称
略
）

■
紹
介
議
員　

東
海
林
繁
幸
（
常
任
委
員
会
へ

の
付
託
を
省
略
し
、
３
月
３
日
、
本
会
議
で
採

択
）

　

請
願
第
１
号
が
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

そ
の
趣
旨
に
沿
っ
て
発
議
さ
れ
た
意
見
書
で
す
。

　

現
在
、
自
治
体
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
公
立

病
院
の
経
営
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。　

　

そ
の
原
因
は
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
、

さ
ら
に
は
地
方
で
の
医
師
不
足
の
深
刻
化
や
少

子
高
齢
化
、
過
疎
化
、
自
治
体
財
政
の
悪
化
等
、

病
院
事
業
を
め
ぐ
る
社
会
環
境
の
変
化
に
よ
る

も
の
が
大
半
で
す
。

　

総
務
省
は
、
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
示
し
、
自
治
体
病
院
の
経
営
効
率
化
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
が
、
医
師
や
看
護
師
確
保
対

策
な
ど
基
本
的
対
策
を
講
ず
る
こ
と
な
く
財
政

効
率
化
あ
り
き
の
経
営
改
革
の
み
を
急
げ
ば
、

結
果
と
し
て
地
域
医
療
の
崩
壊
を
招
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
は
住
民
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら

な
い
地
域
社
会
の
基
盤
で
あ
り
、
自
治
体
だ
け

で
な
く
国
の
政
策
と
し
て
対
策
を
講
じ
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
、
次
の
事
項
を
国
に
要
望
す
る

も
の
で
す
。

①
医
師
不
足
の
解
消
や
地
域
ご
と
・
診
療
科
ご

　

と
の
医
師
偏
在
の
是
正
を
図
る
た
め
、
医
師

　

派
遣
体
制
の
構
築
と
医
師
の
絶
対
数
を
確
保

　

す
る
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

②
産
科
・
小
児
科
医
等
の
不
足
が
深
刻
な
診
療

　

科
で
、
医
師
の
計
画
的
な
育
成
、
確
保
及
び

　

定
着
が
な
さ
れ
る
よ
う
実
効
あ
る
施
策
と
財

　

政
措
置
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

③
看
護
師
等
の
養
成
・
確
保
を
図
る
た
め
、
養

　

成
機
関
の
充
実
や
勤
務
条
件
の
改
善
等
適
切

　

な
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
財
政
措
置
等

　

の
充
実
を
図
る
こ
と
。

④
地
域
医
療
を
担
う
医
師
を
養
成
す
る
た
め
の

　

「
奨
学
金
制
度
」
や
医
学
部
に
「
専
門
講
座
」

　

等
を
設
け
る
と
と
も
に
、
十
分
な
財
政
措
置

　

を
講
じ
る
こ
と
。

⑤
地
域
医
療
に
お
い
て
、
地
域
住
民
誰
も
が
、

　

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
医
療
機
関
に
か
か
り

　

必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　

る
よ
う
、
国
が
責
任
あ
る
政
策
を
講
じ
る
こ

　

と
。

⑥
地
域
医
療
を
担
う
自
治
体
病
院
に
対
し
、
繰

　

出
し
基
準
の
改
善
と
そ
れ
に
見
合
う
各
自
治

　

体
へ
の
交
付
税
措
置
の
改
善
を
図
る
財
政
対

　

策
を
講
じ
る
こ
と
。

⑦
自
治
体
病
院
の
安
易
な
廃
止
・
経
営
形
態
の

　

変
更
を
強
要
し
な
い
こ
と
。

■
提
出
者　

東
海
林
繁
幸　

賛
成
者　

村
山
義

　

明
■
提
出
先　

内
閣
総
理
大
臣　

財
務
大
臣　

厚

　

生
労
働
大
臣　

総
務
大
臣　

文
部
科
学
大
臣

○ 

議
請
願
第
１
号　

地
域
医
療
の
確
保
に

　

 

関
す
る
請
願

○ 

発
議
第
１
号　

地
域
医
療
の
確
保
に
関

　

 

す
る
意
見
書

住友院長が「公設公営」維持が望ましいと答弁

　

地
域
医
療
の
充
実
に
つ
い
て

問

町あげて高齢者訪問の推進を！

　

医
療
過
疎
地
域
で
住
民
の
命
と
健
康
を
守

る
大
事
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
自
治
体
病

院
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
変
厳
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

①
国
保
病
院
は
今
後
も
町
立
病
院
（
公
設
公

　

営
）
と
し
て
存
続
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

　

ょ
う
か
。

②
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
。
病
気
の
予

　

防
、
医
療
費
削
減
の
た
め
に
も
、
乳
幼
児

　

・
小
学
生
と
高
齢
者
の
予
防
接
種
に
助
成

　

す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

③
看
護
師
の
確
保
対
策
と
医
療
職
員
の
住
宅

　

確
保
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

④
要
介
護
状
態
に
陥
る
前
に
リ
ハ
ビ
リ
等
を

　

充
実
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

住
友
病
院
長

答①
病
院
運
営
委
員
会
に
「
医
療
の
将
来

　

像
と
行
動
計
画
」
を
諮
問
中
で
す
。

　

私
は
自
治
体
が
病
院
経
営
に
参
加
で

　

き
る
公
設
公
営
が
よ
い
の
で
は
な
い

　

か
と
考
え
ま
す
。

　

野
邑
町
長

答①
地
域
に
病
院
が
あ
り
、
お
医
者
さ
ん

　

が
い
て
、
地
域
医
療
が
で
き
れ
ば
、

　

公
設
公
営
に
こ
だ
わ
る
必
要
性
は
な

　

い
と
思
い
ま
す
。

②
高
齢
化
率
も
高
く
、
保
健
・
医
療
・

　

福
祉
の
連
携
は
益
々
重
要
で
す
。
運

　

営
委
員
会
で
も
病
院
と
保
健
福
祉
課

　

が
事
務
局
と
な
り
検
討
中
で
す
。
高

　

齢
者
等
地
域
ケ
ア
会
議
で
も
連
携
を

　

図
る
よ
う
に
指
導
し
ま
す
。

　

青
木
病
院
事
務
長

答③
都
市
部
で
求
人
が
増
え
過
疎
地
域
で

　

の
看
護
師
確
保
は
厳
し
い
が
、
タ
イ

　

ム
リ
ー
に
求
人
活
動
を
し
て
い
き
ま

　

す
。
病
院
の
職
員
住
宅
の
整
備
は
、

　

財
政
が
厳
し
く
進
め
て
い
ま
せ
ん
。

　

奥
村
保
健
福
祉
課
長

答②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
肺
炎
球
菌
等
の

　

予
防
接
種
は
、
予
防
接
種
法
以
外
の

　

任
意
に
よ
る
予
防
接
種
で
あ
り
、
料

　

金
の
助
成
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

④
平
成　

年
度
か
ら
、
理
学
療
法
士
と

　

作
業
療
法
士
の
派
遣
を
実
施
。
２
年

　

目
は
効
果
と
実
態
を
把
握
し
、
入
院

　

や
在
宅
者
へ
の
リ
ハ
ビ
リ
の
あ
り
方

　

を
検
討
し
ま
す
。

　

高
齢
者
に
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
を

問①
訪
問
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
者
を
広
げ
て
、
全
町
的
な
取
組
み
に
す
る

　

考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

②
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
ス
ト
ー
ブ
排
気
口
（
西
団
地
老
人
単
身
向

　

住
宅
）
の
位
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

19

　

奥
村
保
健
福
祉
課
長

答　

中
原
産
業
建
設
課
参
事

答
本 多 夕紀江

①
訪
問
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
業
務
を
委
託
し

　

て
い
ま
す
が
、
地
域
ぐ
る
み
で
見
守
り
支
え
合
う
た
め
に
、
自

　

治
連
合
会
に
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
自
治
会

　

に
対
応
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
現
在
の

　

委
託
業
務
は
取
り
や
め
ま
す
。
自
治
会
に
お
願
い
す
る
場
合
、

　

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
（
住
民
と
行
政
が
対
等
な
立
場
で
公

　

共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
新
し
い
仕
組
み
づ
く
り
）
の
考
え
方

　

に
基
づ
き
お
願
い
す
る
の
で
、
財
政
支
援
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

自
治
会
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
方
に
な
る
と
思
う
が
、
問
題
の
あ

　

る
家
庭
に
は
保
健
師
・
栄
養
士
・
民
生
委
員
が
対
応
し
て
い
き

　

ま
す
。
格
差
の
な
い
よ
う
町
と
し
て
一
定
の
案
を
作
成
し
て
あ

　

り
、
対
象
年
齢
や
巡
回
の
回
数
な
ど
、
各
自
治
会
と
協
議
し
て

　

い
き
ま
す
。

②
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
、
通
報
す
る
と
安
全
セ
ン
タ
ー
等
に
つ

　

な
が
り
、
消
防
へ
の
通
報
や
救
急
車
到
着
ま
で
の
間
、
不
安
に

　

な
ら
な
い
よ
う
に
話
し
か
け
の
対
応
が
さ
れ
ま
す
。
心
配
ご
と

　

や
健
康
の
相
談
も　

時
間
対
応
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
月
に
一

　

度
、
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
安
否
確
認
の
電
話
が
あ
り
ま
す
。
装
置

　

の
位
置
は
埋
め
込
み
式
で
変
更
で
き
ま
せ
ん
が
、
寝
室
に
も
コ

　

ー
ド
つ
き
の
ブ
ザ
ー
が
あ
り
、
立
ち
上
が
れ
な
い
場
合
も
通
報

　

が
可
能
と
思
い
ま
す
。
西
団
地
老
人
単
身
住
宅
は
ペ
ン
ダ
ン
ト

　

方
式
を
検
討
し
ま
す
。

②
西
団
地
（
老
人
単
身
向
住
宅
）
の
Ｆ
Ｆ
ス
ト
ー
ブ
の
吸
排
気
口

　

の
高
さ
は
変
え
ら
れ
ま
す
が
、
経
費
が
か
か
り
入
居
者
負
担
も

　

あ
り
ま
す
。
実
態
を
把
握
し
て
対
策
を
判
断
し
ま
す
。

24

　第１回定例会では、請願１
件、意見書１件が、いずれも
全会一致で可決されました。
　このうち、意見書は、議会
閉会後、直ちに国等の関係機
関に送られました。
　請願・意見書の審査結果
をお知らせします。

請　願
意見書

請願者（手前）を参考人として招き説明を聞く

△ 請願第２号　「査定昇給制度」の
　 導入にあたって　その運用につい
　 て慎重に検討することを求める請
　 願（継続審査）

■請願者　宗谷教職員組合中頓別支部
　代表　茶谷裕樹（敬称略）
■紹介議員　本多夕紀江　西原央騎（常
　任委員会に審査を付託）
　北海道教育委員会（道教委）が昨年導
入した学校教職員の給与を「勤務の成績」
に応じて査定・決定する制度に関して、
教育的見地から教育関係者が十分検討し、
教育活動と学校経営に悪影響を及ぼさな
いよう慎重に話し合い、運用することを
求める請願です。
　請願の趣旨、請願事項が教職員の評価、
給与制度の改正をはらみ、その導入をめ
ぐって労使交渉が継続されており、教育
環境を大きく変化させる可能性もあるこ
とから継続して慎重に審査を行なうこと
になりました。
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グループホームは就労付きで！
東海林 繁 幸

　

奥
村
保
健
福
祉
課
長

答　

野
邑
町
長

答

　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
整
備
の
課
題
に
つ
い
て

問①
平
成　

年
４
月
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
９
名

　

の
入
居
者
を
迎
え
ま
す
が
、
住
宅
の
取
得
状

　

況
、
改
修
必
要
経
費
、
財
源
措
置
は
ど
の
よ

　

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

②
入
居
者
の
月
額
負
担
の
内
容
と
現
在
の
収
入

　

状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

③
入
居
す
る
方
の
就
労
の
見
込
み
と
月
収
の
見

　

込
み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

④　

年
の
新
体
制
移
行
時
に
は　

名
の
入
居
者

　

が
あ
り
ま
す
。
Ｂ
型
事
業
所
の
開
設
の
た

　

め
、
中
農
高
の
施
設
（
温
室
、
畜
舎
、
加
工

　

室
等
）
活
用
策
を
急
い
で
考
え
る
べ
き
で
は

　

な
い
で
し
ょ
う
か
。

中農高の職員住宅はグループホームに

①
中
農
高
の
職
員
住
宅
を
、
無
償
譲
渡
さ
れ
る
よ
う
教
育
庁
に
申

　

し
入
れ
て
い
ま
す
。
３
月
中
に
知
事
部
局
と
協
議
す
る
予
定
で

　

す
。
費
用
は
設
計
委
託
費
及
び
改
修
費
を
含
め
約
１
３
０
０
万

　

円
。
財
源
は
日
本
財
団
の
助
成
事
業
を
予
定
し
て
お
り
、
補
助

　

金
は
約
９
５
０
万
円
で
残
り
財
源
は
町
で
支
援
し
ま
す
。

②
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
入
居
し
た
場
合
、
６
万
円
程
度
の
費
用
が

　

必
要
で
す
。
入
居
者
の
収
入
は
障
害
者
基
礎
年
金
２
級
で
月
額

　

６
万
６
千
円
、
１
級
で
８
万
２
千
円
の
支
給
で
す
。

③
入
居
予
定
者
は
９
名
を
予
定
。
雇
用
の
場
は
各
事
業
所
で
見
通

　

し
を
つ
け
ら
れ
る
見
込
み
で
す
。
一
般
就
労
に
よ
る
月
額
収
入

　

は
、
４
万
〜
５
万
円
程
度
を
目
標
に
努
力
し
て
い
ま
す
。

④
平
成　

年
４
月
に
は
、　

名
の
施
設
利
用
者
が
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

　

ム
・
ケ
ア
ホ
ー
ム
に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
就
労
支
援
Ｂ
型
事

　

業
所
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

①
施
設
改
修
等
の
残
り
財
源
に
つ
い
て
は
、
町
の
方
で
負
担
し
た

　

い
と
考
え
ま
す
。

③
農
業
共
同
組
合
、
森
林
組
合
、
長
寿
園
等
々
の
事
業
所
に
参
加

　

を
し
て
も
ら
っ
て
、
雇
用
の
場
を
確
保
す
る
た
め
会
議
を
設
け

　

る
よ
う
話
を
し
て
い
ま
す
。
町
内
の
事
業
所
に
も
協
力
を
い
た

　

だ
き
、
町
も
各
種
事
業
の
中
で
知
的
障
害
者
の
人
た
ち
に
や
っ

　

て
も
ら
え
る
も
の
が
な
い
か
検
討
を
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
い

　

ま
す
。

④
中
高
の
施
設
を
、
ゆ
っ
く
り
な
村
構
想
、
ま
た
は
北
の
杜
プ
ロ

　

ジ
ェ
ク
ト
等
々
の
企
業
化
の
問
題
と
し
て
活
用
で
き
る
の
か
ど

　

う
か
、
こ
う
い
う
構
想
と
リ
ン
ク
さ
せ
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

　
　

敷
地
内
を
使
っ
て
厚
生
園
の
人
た
ち
が
社
会
参
加
の
勉
強
、

　

就
労
の
場
、
町
民
交
流
と
い
う
も
の
を
一
箇
所
で
で
き
る
の
が

　

一
番
良
い
と
思
い
ま
す
。

みなさんの町政です 議会を傍聴しましょう
　議会は、みなさんの暮らしに直結する税や福祉などの身近な問題を議論する大切な「しゃ
べり場」です。議会では、議会だよりで必要な情報の提供に努めていますが、町政の動きを
定例会や各種委員会を実際に傍聴し、自らの目と耳で知ることが大切です。
　次の定例会は、６月に開かれますので、町民のみなさまには、議場または役場、町民セン
ターに設置された大型テレビで傍聴されますようお願い致します。
　議会日程や傍聴の方法、請願手続きなどのお問合せは、お気軽に（電話６－２２４４・議
会事務局）へ。

議会を傍聴しましょう議会を傍聴しましょう
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国保病院のあり方をめぐり、院長を講師に学習会も

いきいきふるさと常任委員会

所管事務調査報告
　所管事務調査とは、常任委員会が、町の行う事
務などを自主的に調査するものです。
　議会の閉会中又は休会中に行われ、定例会でそ
の結果を報告しています。
　いきいきふるさと常任委員会では、閉会中に国
保病院の運営状況や学校施設の利活用などの調査
を行いました。

所管事務調査報告所管事務調査報告

　

い
き
い
き
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
で
は
、
第

４
回
（　

月
）
定
例
会
か
ら
第
１
回
（
３
月
）

定
例
会
ま
で
の
間
に
５
件
の
事
項
に
つ
い
て
所

管
事
務
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
柳
澤
委
員

長
が
３
月
３
日
の
本
会
議
で
報
告
し
ま
し
た
。

実
現
可
能
か　

公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

公
設
公
営
病
院
に
民
間
病
院
並
み
の
効
率
化
求
め
る
！

!?

【
国
保
病
院
の
運
営
状
況
】

●
国
保
病
院
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
次
の
と

お
り
意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。

国
保
病
院
事
業
の
決
算
見
込
（
平
成　

年
末
）

で
は
、
損
益
計
算
の
う
ち
資
産
関
係
分
を
除
い

た
経
常
収
支
は
、
前
年
度
の
赤
字
に
比
べ
、
約

２
千
万
円
改
善
さ
れ
る
見
通
し
。

　

資
産
関
係
分
を
含
む
当
年
度
経
常
損
益
は
、

前
年
度
に
比
べ
３
百
万
円
の
純
利
益
と
な
る
予

定
。
こ
れ
は
、
公
営
企
業
健
全
化
計
画
に
基
づ

き
、
病
院
本
体
の
借
入
金
（
利
息
７
％
・
残
高

１
億
５
千
８
百
万
円
）
を
繰
上
償
還
し
、
借
換

え
（
利
息
３
％
）
す
る
た
め
累
積
欠
損
金
を
毎

年
度
計
画
的
に
削
減
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
で

あ
る
。

　

ま
た
、
収
益
向
上
の
た
め
の
対
策
と
し
て
、

現
行
の
入
院
基
本
料
区
分
で
あ
る
特
別
入
院
基

本
料
か
ら
、
看
護
配
置　

：
１
入
院
基
本
料
の

適
用
を
め
ざ
す
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

赤
字
体
質
が
続
く
病
院
経
営
に
と
っ
て
、
大

き
な
試
金
石
と
な
る
の
は
、
国
が
示
し
た
「
公

立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
以
下
「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
全
国
の
公
立
病
院
に

対
し
、
次
の
三
つ
の
視
点
か
ら
、
平
成　

年
度

内
に
「
公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

病
院
経
営
の
改
革
の
道
筋
を
描
く
よ
う
求
め
て

い
る
。

　

一
つ
は
、
「
経
営
効
率
化
」
で
あ
り
、
３
年

程
度
で
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
出
し
後
に
経
常

黒
字
が
達
成
さ
れ
る
水
準
を
目
途
と
し
、
病
床

数
（
利
用
率　

％
以
下
）
の
見
直
し
や
給
与
・

定
員
管
理
の
適
正
化
を
通
じ
て
民
間
病
院
並
み

の
効
率
性
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

二
つ
目
と
し
て
、
「
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
」
を
掲
げ
、
地
域
医
療
計
画
と
の
整
合
性
を

重
視
し
、
二
次
医
療
圏
の
単
位
で
経
営
主
体
の

統
合
と
機
能
分
担
等
の
モ
デ
ル
パ
タ
ー
ン
を
示

し
て
い
る
。

　

三
つ
目
と
し
て
、
「
経
営
形
態
の
見
直
し
」

に
つ
い
て
、
人
事
・
予
算
等
の
実
質
権
限
と
結

果
責
任
を
経
営
責
任
者
に
一
本
化
し
、
そ
の
選

択
肢
と
し
て
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
、

指
定
管
理
者
制
な
ど
の
導
入
を
示
唆
し
て
い

る
。

　

な
お
、
二
、
三
点
目
は
、
５
年
程
度
の
計
画

で
達
成
す
る
こ
と
を
標
準
と
し
て
い
る
。

　

都
道
府
県
は
、「
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」

及
び
「
経
営
形
態
の
見
直
し
」
に
つ
い
て
、
市

町
村
と
共
同
し
て
自
ら
計
画
、
構
想
等
を
策
定

す
る
こ
と
も
含
め
、
積
極
的
に
参
画
す
る
役
割

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

道
保
健
福
祉
部
で
は
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
先

取
り
す
る
形
で
、
す
で
に
「
自
治
体
病
院
等
広

域
化
・
連
携
構
想
（
素
案
）
」
を
示
し
、
公
立

病
院
を
抱
え
る
各
市
町
村
に
対
し
て
検
討
を
促

し
て
い
る
。

【
意
見
】

　

公
立
（
国
保
）
病
院
の
経
営
は
、
診
療
報
酬

引
下
げ
な
ど
の
影
響
に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
局

面
に
あ
る
。

　

ま
た
、
「
地
方
自
治
体
財
政
健
全
化
法
」
に

よ
り
、
平
成　

年
度
決
算
か
ら
連
結
決
算
が
適

用
さ
れ
る
た
め
、
病
院
経
営
の
悪
化
は
、
そ
の

ま
ま
町
財
政
の
指
標
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。

　

規
模
の
大
小
や
都
市
・
地
方
な
ど
、
公
立
病

院
が
置
か
れ
た
状
況
や
役
割
は
様
々
で
あ
り
、

一
律
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
機
能
や

性
格
ご
と
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
公
立
病
院
を
は
じ
め

と
す
る
公
的
医
療
機
関
の
果
た
す
べ
き
役
割
に

つ
い
て
、
「
地
域
に
お
い
て
提
供
さ
れ
る
こ
と

が
必
要
な
医
療
の
う
ち
、
採
算
性
等
の
面
か
ら

民
間
医
療
機
関
に
よ
る
提
供
が
困
難
な
医
療
を

提
供
す
る
」
こ
と
に
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
へ
き
地
医
療
や
、
救
急
救

命
な
ど
、
不
採
算
分
野
を
担
う
こ
と
は
、
住
民
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19

15

20

70

20



　

学
校
施
設
（
中
高
、
敏
音
知
小
等
）
の
利
活

用
に
つ
い
て
調
査
し
、
次
の
と
お
り
意
見
を
集

約
し
ま
し
た
。

【
意
見
】

①
旧
敏
音
知
小
学
校
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

「
そ
う
や
自
然
学
校
」
と
し
て
、
平
成　

年
度

か
ら
運
営
し
た
い
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
森
林
療
法
な
ど
に
代

表
さ
れ
る
癒
し
と
体
験
・
滞
在
型
の
メ
ニ
ュ
ー

で
集
客
を
図
り
、
定
住
化
に
つ
な
げ
る
手
法
が

取
ら
れ
て
い
る
が
、
事
業
成
功
の
正
否
は
携
わ

る
人
材
に
か
か
っ
て
い
る
。

　

運
営
形
態
は
、
平
成　

年
度
は
、
町
直
営
で

あ
る
が
、
翌
年
度
以
降
は
未
定
で
あ
る
。
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こ
こ
が
聞
き
た
い
、
知
り
た
い

私
た
ち
の
一
般
質
問

　

第
１
回
定
例
会
で
は
、
町
長
の
執
行
方
針
な
ど
に
対
し
、
町
村
合
併
や
生
涯
学
習
の
取
り

組
み
、
こ
ど
も
館
の
保
育
所
化
な
ど
、
５
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

町村合併研究の場設置を！
東海林 繁 幸

町
政
執
行
方
針
を
表
明
す
る
野
邑
町
長

町
政
執
行
方
針
・
教
育
行
政
執
行
方
針
は
町
広
報
４
月
号
に
掲
載

　

野
邑
町
長

答　

平
成　

年
３
月
に
２
町
１
村
に
よ
る
法
定
合
併
協

議
会
を
設
立
し
、
８
ヶ
月
間
の
協
議
を
続
け
て
き
ま

し
た
。
同
年　

月
の
第　

回
協
議
会
で
解
散
が
決
定

し
、
私
は
当
分
の
間
、
単
独
で
行
く
方
針
を
表
明
し

ま
し
た
。

　

そ
の
理
由
は
、
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、
各
種
協

議
、
調
整
等
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
し
た
り
、

地
方
交
付
税
の
総
額
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
、

ま
た
、
新
合
併
特
例
法
に
よ
り
北
海
道
が
ど
の
よ
う

な
勧
告
、
斡
旋
の
対
応
を
す
る
の
か
な
ど
を
見
極
め

る
必
要
が
あ
る
と
の
判
断
に
よ
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
北
海
道
が
市
町
村
合
併
推
進
構
想
を
発

表
し
中
頓
別
町
、
浜
頓
別
町
、
枝
幸
町
の
組
合
わ
せ

を
公
表
。
合
併
協
議
を
し
よ
う
と
の
申
入
れ
は
他
２

町
か
ら
出
て
い
ま
せ
ん
。
私
か
ら
も
申
出
は
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

本
町
か
ら
合
併
協
議
の
申
出
は
考
え
て
い
な
い
が
、

他
の
町
か
ら
声
が
か
か
れ
ば
、
議
会
と
も
相
談
し
判

断
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
合
併
新
法
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

普
通
交
付
税
、
特
別
交
付
税
、
合
併
推
進
債
等
の
財

政
措
置
に
あ
り
ま
す
。
合
併
に
よ
る
当
町
の
位
置
付

け
が
分
か
ら
な
い
中
で
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
お
答
え
し

に
く
い
と
こ
ろ
で
す
。

　

「
今
後
の
中
頓
別
町
の
自
治
を
考
え
る
会
」
と
い

っ
た
表
題
で
町
民
に
案
内
を
し
、
町
独
自
の
勉
強
会

は
立
ち
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

16
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町
村
合
併
協
議
の
場
に
つ
い
て

問　

平
成　

年
４
月
、
合
併
新
法
（
「
市
町
村
の
合
併

の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
」
）
が
施
行
さ
れ
、
そ
の

期
限
は
平
成　

年
３
月
で
す
。

　

旧
合
併
特
例
法
下
で
の
協
議
破
た
ん
後
、
町
長
は
、

「
当
分
の
間
、
単
独
で
行
く
」
こ
と
を
表
明
し
、
合

併
新
法
下
で
の
検
討
は
な
さ
れ
ず
に
い
ま
す
。

　

今
後
合
併
協
議
の
場
を
設
け
る
考
え
は
な
い
の

か
、
合
併
新
法
の
メ
リ
ッ
ト
（
利
点
）
・
デ
メ
リ
ッ

ト
（
欠
点
）
を
伺
い
ま
す
。

　

「
北
海
道
市
町
村
合
併
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　

旭
川
」

と
い
う
知
事
が
出
席
し
た
集
ま
り
に
お
い
て
、
基
礎

自
治
体
の
考
え
方
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
窓
口
業
務
だ
け
の
「
特
例
町
村
」

に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
危
機
感
を
持
ち
、
合
併
に
関

す
る
研
究
会
を
催
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
？ 17

22

in

●
中
長
期
行
財
政
運
営
計
画
、
行
財
政
改
革
の

施
策
と
基
本
計
画
及
び
各
種
計
画
に
つ
い
て
は
、

一
体
性
が
あ
る
た
め
、
ま
と
め
て
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
集
約
を
み
た
意
見
は
次
の
と

お
り
で
す
。

【
意
見
】

　

基
本
計
画
と
中
長
期
行
財
政
運
営
計
画
、
公

債
費
負
担
適
正
化
計
画
等
と
の
整
合
性
、
連
動

性
ま
で
は
確
認
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
。

　

今
後
は
、
予
算
執
行
の
調
査
等
を
通
じ
、
こ

れ
ら
の
諸
計
画
の
実
現
性
を
検
証
す
る
。

　

な
お
、
教
育
委
員
会
の
役
場
庁
舎
移
転
に
伴

う
町
民
セ
ン
タ
ー
及
び
社
会
教
育
施
設
の
管
理

と
利
用
に
関
し
て
は
、
利
用
率
の
低
下
や
社
会

教
育
の
水
準
低
下
を
招
か
な
い
よ
う
十
分
な
対

策
を
取
る
べ
き
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
の
運
営
に
な
ろ
う
と
も
独
立
採
算
を

堅
持
し
、
赤
字
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
で

あ
る
。

②
中
農
高
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
職
員
住
宅
２

棟
を
平
成　

年
、　

年
で
改
修
整
備
し
、
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ホ
ー
ム
と
し
て
活
用
す
る

方
針
が
示
さ
れ
た
が
、
事
業
費
、
財
源
内
訳
な

ど
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、
財
産
譲
渡
・
貸
与
の
具
体
的
な
協
議

は
、
今
後
道
教
委
と
行
な
わ
れ
る
。

　

天
北
厚
生
園
本
体
は
、
生
徒
寮
（
男
子
寮
及

び
女
子
寮
）
を
活
用
す
る
こ
と
を
検
討
中
。
残

る
施
設
に
つ
い
て
も
、
現
在
同
園
が
実
施
し
て

い
る
養
鶏
、
キ
ノ
コ
栽
培
な
ど
で
利
用
で
き
る

施
設
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
園
が

利
用
し
な
い
施
設
も
含
め
て
、
施
設
全
体
の
利

用
計
画
を
立
て
、
取
り
壊
し
前
に
道
教
委
に
申

し
出
る
べ
き
で
あ
る
。

の
「
命
」
を
守
る
べ
き
行
政
の
使
命
で
あ
り
、

経
済
第
一
主
義
、
経
営
の
合
理
化
あ
る
い
は
効

率
化
が
先
行
す
る
よ
う
な
改
革
に
舵
を
切
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

　

こ
れ
ま
で
不
鮮
明
だ
っ
た
繰
入
基
準
や
経
営

責
任
な
ど
を
明
確
化
し
た
と
し
て
も
、
国
の
医

療
費
削
減
計
画
が
前
提
に
あ
る
限
り
、
い
か
な

る
形
態
に
せ
よ
地
方
の
公
立
病
院
を
維
持
す
る

こ
と
は
難
し
い
。

　

へ
き
地
医
療
、
小
規
模
自
治
体
の
実
態
を
把

握
し
た
上
で
の
指
針
で
な
け
れ
ば
、
「
公
立
病

院
削
減
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
名
乗
る
し
か
な

い
。

　

重
要
な
の
は
、
地
方
の
医
療
体
制
へ
の
不
安

を
一
掃
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
住

み
つ
づ
け
ら
れ
る
し
く
み
を
再
構
築
す
る
こ
と

で
あ
る
。

　

む
し
ろ
、
診
療
報
酬
の
引
下
げ
、
地
方
に
お

け
る
医
師
・
看
護
師
の
不
足
か
ら
発
生
す
る
赤

字
を
解
消
す
る
た
め
の
抜
本
策
を
国
は
提
示
す

る
責
任
が
あ
る
。

　

地
方
の
医
療
ニ
ー
ズ
を
汲
み
上
げ
た
上
で
、

国
が
大
胆
に
財
政
投
与
の
処
方
箋
を
調
製
し
、

住
民
の
不
安
を
解
消
す
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
れ
が
、
公
立
病
院
を
存
続
さ
せ
、
す
べ
て

の
住
民
が
平
等
に
医
療
を
受
け
る
た
め
の
第
一

歩
で
あ
る
。

【
中
長
期
行
財
政
運
営
計
画
、
行
財
政
改
革
の

施
策
及
び
基
本
計
画
及
び
各
種
計
画
】

【
学
校
施
設
（
中
高
、
敏
音
知
小
等
）
の
利

活
用
】

【
こ
ど
も
館
の
運
営
状
況
】

　

こ
ど
も
館
の
運
営
状
況
に
つ
い
て
、
調
査
し
、

次
の
と
お
り
意
見
を
集
約
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
こ
ど
も
館
入
会
申
込
状

況
及
び
児
童
ク
ラ
ブ
入
会
申
込
み
状
況
が
提
出

さ
れ
、
保
育
所
・
幼
児
ク
ラ
ブ
の
入
館
予
定
者

は　

名
（
前
年
度
実
績　

名
）
、
児
童
ク
ラ
ブ

に
お
い
て
は
、　

名
（
前
年
度
実
績　

名
）
で

し
た
。

【
意
見
】

　

今
後
、
認
定
こ
ど
も
園
が
子
育
て
支
援
の
第

三
の
施
設
と
し
て
交
付
税
措
置
の
対
象
と
な
る

可
能
性
は
あ
る
が
、
現
在
の
町
財
政
の
状
況
を

勘
案
し
た
と
き
、
数
年
以
内
に
保
育
所
に
一
本

化
し
、
歳
入
増
（
赤
字
削
減
）
を
図
る
べ
き
で

あ
る
。

【
自
治
基
本
条
例
等
】

　

自
治
基
本
条
例
等
に
つ
い
て
、
調
査
し
ま
し

た
が
、
策
定
作
業
が
遅
れ
て
お
り
、
条
例
提
案

は
、
３
月
定
例
会
か
ら
、
本
年
６
月
定
例
会
に

延
期
さ
れ
る
見
通
し
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

【
意
見
】

　

３
月
中
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
る
（
策
定
委
員

会
）
中
間
報
告
の
早
期
提
出
を
望
む
。

　

ま
た
、
今
後
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
事

前
説
明
）
の
際
は
、
様
々
な
町
民
か
ら
多
種
多

様
な
意
見
が
集
ま
る
よ
う
工
夫
す
べ
き
で
あ
る
。

　いきいきふるさと常任委員会は、
平成２０年第２回（６月）定例会ま
でに、下記の事項について所管事務
調査を行う予定です。
●自治基本条例等●環境基本条例・
環境基本計画●天北厚生園の移転問
題●基本計画及び各種計画（中長期
行財政運営計画・公債費負担適正化
計画等）●こども館の運営状況●今
後の自治・自治体等のあり方●「そ
うや自然学校」の運営●教育長のあ
り方
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第１回定例会で
　　　決まりました

なかとんべつ町議会だより１５９号 26なかとんべつ町議会だより１５９号３

第１回定例会で
　　　決まりました

○ 同意第１号　固定資産評価審査委員会委員（小野洋一さん・字弥生）の選任同意
○ 議案第１号　中頓別町課設置条例（一部改正・付託）
○ 議案第２号　中頓別町いきいきふるさと推進条例（一部改正）
○ 議案第３号　職員の旅費に関する条例（一部改正）
○ 議案第４号　そうや自然学校の設置及び管理等に関する条例（制定・付託）
○ 議案第５号　中頓別町特別会計条例（一部改正・付託）
○ 議案第６号　中頓別町営寿スキー場設置条例（一部改正）
○ 議案第７号　中頓別町乳幼児医療費助成に関する条例（一部改正）
○ 議案第８号　重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例（一部改正）
○ 議案第９号　中頓別町後期高齢者医療に関する条例（制定・付託）
○ 議案第 10 号　中頓別町介護保険条例（附則の一部改正）
○ 議案第 11 号　中頓別町中小企業振興資金融資条例（一部改正）
○ 議案第 31 号　中頓別町国民健康保険税条例（一部改正・付託）
○ 議案第 32 号　重要な公の施設並びに議会の議決に付すべき重要な公の施設の利用又は廃止に
　 　　　　　　関する条例（一部改正・付託）
○ 議案第 12 号　中頓別町道路線の認定
○ 議案第 13 号　中頓別町道路線の変更
○ 議案第 14 号　平成１９年度中頓別町一般会計補正予算
○ 議案第 15 号　平成１９年度中頓別町自動車学校事業特別会計補正予算
○ 議案第 16 号　平成１９年度中頓別町国民健康保険事業特別会計補正予算
○ 議案第 17 号　平成１９年度中頓別町老人保健事業特別会計補正予算
○ 議案第 18 号　平成１９年度中頓別町国民健康保険病院事業会計補正予算
○ 議案第 19 号　平成１９年度中頓別町水道事業特別会計補正予算
○ 議案第 20 号　平成１９年度中頓別町下水道事業特別会計補正予算
○ 議案第 21 号　平成１９年度中頓別町介護保険事業特別会計補正予算
○ 議案第 22 号　平成２０年度中頓別町一般会計予算（付託）
○ 議案第 23 号　平成２０年度中頓別町自動車学校事業特別会計予算（付託）
○ 議案第 24 号　平成２０年度中頓別町国民健康保険事業特別会計予算（付託）
○ 議案第 25 号　平成２０年度中頓別町老人保健事業特別会計予算（付託）
○ 議案第 26 号　平成２０年度中頓別町国民健康保険病院事業会計予算（付託）
○ 議案第 27 号　平成２０年度中頓別町水道事業特別会計予算（付託）
○ 議案第 28 号　平成２０年度中頓別町下水道事業特別会計予算（付託）
○ 議案第 29 号　平成２０年度中頓別町介護保険事業特別会計予算（付託）
○ 議案第 30 号　平成２０年度中頓別町後期高齢者医療事業特別会計予算（付託）
○ 請願第１号　地域医療の確保に関する請願
△ 請願第２号　「査定昇給制度」の導入にあたってその運用について慎重に検討することを求
　 　　　　　　める請願
○ 発議第１号　地域医療の確保に関する意見書

議  決  結  果  の  一  覧
※ ○ は可決（採択）、　△ は継続審査

※次回は、藤田議員、石神議員です！

～私の思い～
　このコーナーでは、それぞ
れの議員が町づくりや政治課
題などについて意見や思いを
綴ります。
　毎号２名の議員がこのコー
ナーに登場します。８議員の
提言･苦言･呟きにご期待を！

議 員 だ よ り議 員 だ よ り議 員 だ よ り

信頼からはじまる自給率向上
　冷凍餃子事件で中国産加工食品が消費者の信頼
を失っています。
　過去に幾度となく、輸入食品の安全性が取りざ
たされ、その都度食料自給率の向上が叫ばれてき
ましたが、一向に上昇する気配がありません。
　国内でもＯ－１５７による「かいわれ大根」や
ＢＳＥによる「牛肉」問題がありました。
　消費者は、国産食品に問題が出ると輸入食品に
傾き、逆の問題が起こると、「やはり国産。自給
率を上げるべき」と手のひらを返し、食の安全性
に関する主張は定まりません。
　Ｏ－１５７やＢＳＥ騒動が起きるたびに、その
あおりを受けて離農していく農業者が出るのは大
変残念なことです。
　しかし、離農した者がもう一度投資をして、農
業に復帰することは不可能に近いのが現実です。
　国内に荒れた段々畑や耕作放棄地が増え、後継
者・担い手不足になるのは、土地条件の悪さだけ
でなく、生産者と消費者の信頼関係の欠如や国内
農業の必要性に対する認識の希薄さが招いている
ことだと思います。
　欧米化した食事と外食化した生活様式の中で、
食料自給と安全な食品を口にするための対策をど
うすべきか、消費者と農業者、双方の視座から検
証が必要です。
　小麦や肉類中心の食生活を変えない限り、自給
率の向上は難しいかもしれませんが、せめて町内
で栽培できる野菜くらいは安全・安心をモットー
に自給自足をめざしたいものです。
　　　　　　　　　　　　　　（綴人：柳澤雅宏）

生かしてほしい小さな学校の遺産
　私の母校・小頓別小中学校が一年後閉校を迎え
ます。開校以来９２年、小学校で１，５２９名、
中学校で８６０名の卒業生を送り出してきました。
　閉校と同時に平成４年以来、今年で１７年目と
なる山村留学制度も幕を閉じます。
　この間、留学生は９０名を数えました。
　受け入れた親子留学は１７世帯。わが子同然に
子どもたちの面倒を見てきた里親は１２世帯。地
域が一体となり、都会の子どもたちに「第二のふ
るさと」を提供してきました。
　成人した留学生の一人は、東京の片隅で造園の
仕事をしていると聞きました。ビルの屋上の緑化
工事をしていると、ふと緑したたる小頓別での生
活を思い出し、心が癒されるそうです。
　熱心な先生方と豊かな自然環境の中で、心根の
やさしい子どもたちに育ってくれたことが、私た
ち里親の誇りでもあります。
　皮肉にも、山村留学最後の今年、これまで最高
の５家族６名の親子留学と里親留学６名の応募が
ありました。都会には、山村を必要とする親子が
たくさんいる証しでしょう。辛いのは、小頓別か
ら子どもたちの元気な声が消えていくことです。
　どんな時代であっても、子どもたちは、世の中
の希望です。願わくは、山村留学が中頓別小学校、
中学校に受け継がれ、第二のふるさとづくり運動
として町民の心に根付いてほしいと思います。
　本町の児童・生徒数が１００名を切る日は、そ
う遠くないかも知れません。
　小頓別という一地域から、全町をあげて都会と
の交流をめざす時代が訪れた気がします。
　　　　　　　　　　　　　（綴人：星川三喜男）

小頓別小中学校卒業式　山村留学家族と里親で記念撮影
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　第１回定例会は、３月３日から１１日まで９日間の会期で開かれ

ました。

　恒例のサンデー議会となった９日は、町長、教育長の執行方針表

明に続き、一般質問が行われました。

　一般質問では、町村合併への対応や「まちづくり推進課」の役割、

こども館の運営などに対し、５名の議員が町側の姿勢を質（ただ）

しました。

　町側から提案された議案のうち、「まちづくり推進課」を新設す

る条例や「そうや自然学校」（旧敏音知小学校）の設置条例、後期

高齢者医療に関する条例など、６条例案は、新しい制度や政策に関

わる内容を含むため、いきいきふるさと常任委員会に付託して慎重

に審査が行われました。

　また、総額４２億円６千万円に達する平成２０年度各会計予算は、

全議員で構成する「予算審査特別委員会」に付託され、２日間にわ

たり集中審査が行われました。

　町側から提案された３２件の議案は、すべて原案どおり可決され

ましたが、中農高の閉校による人口減少や少子高齢化により、今後

の行財政運営は一層厳しさを増していくことになります。

　超緊縮型とは言え、収支バランスのとれた新年度予算を立てられ

たのは、住民負担の増と地方交付税の削減が一時的に鈍化したため

です。町民が真に必要とする行政サービスを選択し、いかに集中的、

効率的な行政運営を行うかがこれからの大きな課題です。

　請願では、公立（自治体）病院の存続のため、国が責任を持って

医師・看護師などを確保し、病院の安易な廃止や経営形態の変更を

行なわないよう求める「地域医療の確保に関する請願」を全会一致

で採択。同内容の意見書も最終日に発議され可決されました｡

新年度予算９会計総額４２億６千万円に

第１回
定例会
第１回
定例会
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教
委
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役
場
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転
で
教
育
長
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役
割
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？

　
「
当
分
の
間
、単
独
」を
見
直
し
、町
村
合
併
の
研
究
を
！

　
　

そ
う
や
自
然
学
校
の
採
算
性
な
ど
５
議
員
が
一般
質
問

一般会計予算２９億６千万円、前年度比△4.5％の超緊縮型
削減幅大きい人件費、建設費、交付税は前年度並みを計上！

議員の活動実績と一般質問回数 
（平成１９年５月～平成２０年３月） 

各種委員会会議名 

議員名 
出席義
務日数

出席
日数

一般
質問
回数

西 原 央 騎

本多夕紀江

東海林繁幸

村 山 義 明

星川三喜男

柳 澤 雅 宏

藤 田 首 健

石 神 忠 信

定例会・臨時会
出席義
務日数

出席
日数

１２

１２

１２

１２

１２

１２

１２

１２

１１

１２

１２

１１

１２

１２

１２

１２

３５

３５

３５

３７

３７

３７

３７

３７

３２

３５

３２

３６

３７

３７

３６

３５

３

４

４

１

３

４

１

－

（注１）議員名は上から議席番号順（７番目が副議長、末尾が議長）
（注２）各種委員会とは、常任委員会、議会運営委員会、議会広報
　　　　編集特別委員会、決算審査特別委員会、予算審査特別委員
　　　　会を指します。
（注３）一般質問は、定例会（年４回）で行われます。

公開します！
　議員の成績表

　当選から１１ヶ月間の議員の
活動実績と一般質問回数を公開
します。

広がるか？矢祭町方式！

　全国に先駆けて「合併しない宣言」を行
なった福島県矢祭町では、町議会議員の報
酬を月給制から日当制に変えました。
　それまでの矢祭町の議員報酬は、議員一
人当り月額２０万８千円。４月１日からは、
議会出席のほか、「議員活動」と認められ
ると日当３万円が支払われます。
　積算の根拠は、課長職の平均日給約４万
４千円に対し、議会が半日ほどで終わるこ
とを考慮し、その７割としたそうです。
　これにより、年間約３千４百万円かかっ
た議員報酬は、約９百万円に削減されます
が、導入に当り賛否は分かれました。
　日当制について、住民の目に見える活動
だけを報酬の対象にすればガラス張りにな
る。報酬が下がれば候補者は金のかからな
い選挙をめざす。議員活動のボランティア
化で志のある人だけが議員になると評価す
る声がある一方、収入に関係なく立候補で
きるのが民主主義の原点。報酬が下がれば、
立候補できない人が出てくる。町側に質問
するために様々な調査活動が必要であり、
片手間の議員活動では、行政へのチェック
活動がおろそかになり、提案力も停滞し、
議会の形骸化を招くとの意見も。
　矢祭町は、人口６８００人に対し、議員
定数１０人。日当制への移行で前回選挙時
に比べ立候補者数が減り、定員割れを起こ
しかけたのも事実。
　年間９０万円の議員報酬で、職業政治家
としての議員の代わりに、若い世代や女性、
サラリーマンが出やすくなるのか、まだ議
論の余地はありそうです。
　本町議会の一般議員の報酬は、月額１７
万９千円。期末手当を全廃し、年収で比べ
ると、管内町村議会議員の中では、最も低
い額ですが、矢祭町の先例は、今後の議会・
議員のあり方をめぐる論議に一石を投じる
ことになりそうです。

　中頓別町のホームページ（http://www.town.nakatombetsu.hokkaido.jp）で議会だより、
定例会の議事録などを公開しています。町ホームページから 町の概要 → 中頓別町議会 へ進
みご覧ください。
　議会はみなさんの暮らし、福祉などの身近な問題を議論する大切な会議です。
　議会日程や傍聴の手続き、請願・陳情などのお問合せは、℡６－２２４４（議会事務局）へ。

ホームページで議事録などを公開しています

議員報酬日当制を考える



15日　議会広報編集特別委員会
16日　宗谷町村議長会定期総会（稚内市）
17日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査（稚内市・「今後の基礎自治体の
　　　あり方を考える講演会」）
18日　議会広報編集特別委員会
29日　議会運営委員会

５日　道路特定財源の確保を求める全道緊急
　　　総決起大会（札幌市）
13日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査
17日　田島よういち道政報告会
24日　武部勤代議士国政報告会
25日　いきいきふるさと常任委員会所管事務
　　　調査、議会運営委員会
28日　議会運営委員会、議会広報編集特別委
　　　員会

１日　北海道中頓別農業高等学校平成１９年
　　　度第５５回卒業証書授与式
２日　北海道中頓別農業高等学校閉校式・惜
　　　別の会
３日　第１回定例会（招集日）
４日　いきいきふるさと常任委員会（請願審
　　　査）
９日　第１回定例会（サンデー議会）
　　　いきいきふるさと常任委員会（条例審
　　　査）
10日　いきいきふるさと常任委員会（条例審
　　　査）
　　　第１回定例会（再開）
　　　予算審査特別委員会
11日　予算審査特別委員会
　　　第１回定例会(再開)
28日　議会広報編集特別委員会
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議会の動き
１月

２月

編　

集　

後　

記
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３月

　春のような陽気となった日曜日（３月１６日）、ニレ
などの巨木が残る旧鉄道林（藤山地区）を歩く「冬の森
林ウォーキング」（ＮＰＯ法人「森林療法研究会」･「森
ぱる’s」共催）が行なわれました。
　春や秋に行なわれてきた森林ウォーキングですが、冬
の森で行なうのは初めてでした。
　今回は地域のみなさんの健康増進という目的はもちろ
んのことですが、「冬の森林浴の効果」や「かんじきを
履いて年配の皆さんが森を歩けるのか」といったことを
実証する目的がありました。
　結果としては、体にとっては良い運動となったようで
す。しかし、春秋などとは違いストレスを下げるまでの
効果はありませんでした。
　森の薫り成分（フィトンチッド）が弱いせいなのか、
かんじきが脱げやすいのがイライラさせたのか…？
　ウォーキング中ひとつはっきりしたのは、６０代、７０
代の参加者のみなさんよりも、森林療法を薦める住友院
長はじめスタッフの息切れが目立ち、若い世代の方が運
動不足だったということです。トホホ…

ニレの巨木の前で

57




